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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超まえがき






　永く続いた『アリアンロッド・サガ』が、とうとう終わりの時を迎える―――。




『サガ』シリーズと銘打ち、本リプレイシリーズが始まったのは二〇〇八年八月のことだ。

　これは、アルディオン大陸という戦乱の世界を舞台に、戦記ものを遊ぶことを基盤に置いて複数のキャンペーンリプレイを、さまざまな視点で展開するというものだった。

　このおよそ五年半という時間の中で、生み出されたリプレイのシリーズ数（単品のものも多いが）は一四作に及んだ。そのうちの五作が、『サガ』シリーズのメインストリームとなっているのは、おそらくはキミも知ってのとおりだ。

　まず、レイウォール王国より物語が始まった『無印』シリーズ（今、キミが手にしている本だ）、アヴェルシア王国の傭兵団を主役とした『アクロス』シリーズ、グラスウェルズ王国の特殊部隊〝ファントムレイダーズ〟の活躍を描いた『ブレイク』シリーズの初期三作。

　そして、『アクロス』『ブレイク』とほぼ入れ替わる形で展開していったのが、フェリタニア王国の所属となるギルド〝エンジェルファイヤー〟の活躍を描く『デスマーチ』シリーズ、反フェリタニア体制を掲げて始まった『ゲッタウェイ』シリーズだ。

　サガのトリを飾るのは『無印』『デスマーチ』『ゲッタウェイ』―――三ヶ月連続で刊行される三冊の最終巻となる。すでに『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の最終巻は発行済みで、本書が大トリを務めることとなった。

　それゆえに、本書を読む前にひと言だけ注意しておこう。




「本書を読む前に、可能ならば『ゲッタウェイ⑤』『デスマーチ⑩』を読んでほしい！」




　言うなればその二冊は、『サガ最終回①』と『同②』と言っていい。

『最終回の最終回』とでも言うべき本書とは、ストーリーが密接に絡んでいる（内容が連続している）ゆえ、どうしてもその二冊をネタバレしてしまうのである（笑）。

　ちなみに、そちらを読まずとも本書の内容は理解できるよう書かれてはいるが、当然、読んでもらえると面白さは伝わりやすくなる―――そういうことだ。




　―――さて、説明はこのくらいにして、そろそろ本編へと進もう。

　五年半に及んで続けられた『サガ』シリーズ……




　最後の幕をキミの手で上げてほしい！











前回までのあらすじ






　時に、帝紀八一五年―――。

　戦いの果て、新世界の創造を企てたピアニィが実兄・ヒューバードは戦場の露つゆと消えた。

　これで世界に安あん寧ねいの時が訪れる……そう思われた時、四人の前に姿を現わしたのはひとりの女性だった。

　―――その女性の名は、フェリタニア。バルムンクの首魁にして、有史以来、アルディオン大陸の歴史の闇に潜み、世界を操ってきた者。彼女は、ヒューバード……ひいては、オーギュスト王が立てた計画の根幹に絡んでいたことが判明する。また、〝始祖の四人Four Deadly Swords〟を異世界より呼び寄せたのもフェリタニアであり、彼女こそが大陸で巻き起こる大規模な事件のすべての発端だったのだ。

　その後、過去の世界に召喚されたピアニィは知る。大陸の英雄であるウルフリックの妻であった彼女の身体が、〝邪神の巫女〟に乗っ取られていたことを。そして、はじき出された本来のフェリタニアの魂は転生してピアニィの母親ティナへと転生していた事実を。

　〝邪神の御子〟の力により、世界エリンより切り離されようとしている大陸。この状況を食い止めるべく、ピアニィは氷の中に籠もり、祈りを捧げ始めた―――。











































　〝戦乱のプリンセス〟と呼ばれる少女がいる―――。
















　大国の王女として生まれ、運命に翻ほん弄ろうされた少女は今、

　アルディオン大陸に生きとし生けるもののため

　最後の戦いに、赴おもむく―――。











ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆最後の日




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズ……その最初のセッションを行なったのは、二〇〇八年春のことだった。




　そして時は流れて二〇一三年某ぼう月げつ某ぼう日じつ―――。

　この日、五年半続いた『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通つう称しよう、『無印』シリーズの、その最後のセッション日がやってきた。

　いつもならば、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室で行なわれるセッションだが、この日は株かぶ式しき会社ＫＡＤＯＫＡＷＡへと場所を移うつしていた。

　なぜならば……今回、セッションに挑いどむプレイヤーは、六名いる。事じ務む所しよの会議室では少々手て狭ぜまだからだ。

　まずは、この果てしなく広い会議室に集まった面々を紹しよう介かいしよう。




きくたけ（以下、ＧＭ）

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズなど、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　フリーの女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑え顔がおの陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




大竹みゆblog*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




小暮英麻こぐれ・えま（使用キャラ：ナーシア・アガルタ）

『ナイトウィザード　The ANIMATION』（緋室灯ひむろ・あかり、アンゼロットの二役）、『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女性声優さん。

『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』の他ほか、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもおなじみだろう。




酒井香奈子さかい・かなこ（使用キャラ：アキナ・ブルックス）

　株式会社尾お木ぎプロ THE NEXT に所しよ属ぞくする女性声優さん。

　声優としての活動は、『超次元ゲイム ネプテューヌ』（コンパ役）、『地じ獄ごく少女 三みつ鼎がなえ』（きくり役）、『波なみ打うち際ぎわのむろみさん』（ハーピー役）など。




鈴吹太郎すずふき・たろう（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズのデザイナーだ。

　世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。




クレバー矢野（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあ、ば、馬ば鹿かなっ!?　私わたしはあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




ＧＭ：それでは、いよいよ、『無印』シリーズ最終回の収しゆう録ろくを始めよう！

一同：はーい！

Ｏはた：広々とした会議室で収録となると、身が引ひき締しまる思いがしますな。

ＧＭ：五年半続いたシリーズの最終回に、ふさわしい場所ということで（笑）。

大竹：そうですねー。今回はプレイヤーの人数も多いし（笑）。

ＧＭ：（部屋を見回して）……ほんと、こんだけ人が多いと壮そう観かんだな……（笑）。




　ちなみに、室内にはＧＭ、プレイヤーが六人、戦せん闘とう記録係がひとり、アシスタント役がひとりの、合計九人が集まっている。




小暮：（妙みようにかわいい声で）ゲストの小暮英麻です！　よろしくお願いします！

酒井：同じく、酒井香奈子でぇす！　よろしくお願いします！

矢野：小暮さんとは『無印』三巻かんでＰｖＰをして以来ですかね？

小暮：ですねー。ナーシアとしても、アルに会うのは久ひさしぶりな感じ（笑）。

矢野：酒井さんとご一いつ緒しよさせてもらうのは、これが初めてですよね？　ええと……よくお会いしていますが、初めまして（一同爆ばく笑しよう）。

酒井：はい！　矢野さん、初めまして！　アル兄様にはアキナがよくお世話になってます（笑）。

Ｏはた：ＰＣ同士はよく会っているのに、プレイヤー同士（セッションでは）は初対面だから、面おも白しろい挨あい拶さつになってる（笑）。

ＧＭ：それじゃあ、今回予告……いこうか！




●今回予告

　大陸がエリンに[image: ]ぎ止められ、危き機きは一時去った。

　だが〝邪じや神しんの御み子こ〟は健けん在ざいだ。

　〝邪神の御子〟を倒たおさねば、大陸に平和な未来は訪おとずれない。

　今、七〇〇年の悲しみの歴史に決着をつける、最後の戦いが始まる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　最終話「悠久のラストクィーン」




　人々の祈いのりと願いを胸むねに―――今、最さい終しゆう決けつ戦せんの時は来た。




Ｏはた：おー、最終回という感じの今回予告ですな（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、次はハンドアウトにいこうか。今回は、『無印』パーティ……つまり、〝アブソリュート〟用のハンドアウト、ナーシア用のハンドアウト、そしてアキナ用のハンドアウトの三種類を用意した。

大竹：なんか、〝アブソリュート〟ってめったに言われないから違い和わ感かんが（笑）。

矢野：たしかに……（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。なお、今回のストーリー的には、当然一一巻からの続きではあるけど、今回との間に、『ゲッタウェイ⑤』『デスマーチ⑩』の物語が入っている。〝偉い大だいなるヒース〟は再ふたたび大地に根付いたことで、大陸は一いつ旦たん窮きゆう地ちを脱だつした状じよう態たいにある。

矢野：お。

大竹：ということは、あたしが、氷の中から祈いのりを捧ささげてる状態から……。

鈴吹：解放されるということだな。

ＧＭ：そういうこと。では、ハンドアウトを読み上げよう！




▼〝アブソリュート〟用ハンドアウト

コネクション：〝邪神の御子〟　　　　関係：仇きゆう敵てき

　アルディオン大陸の人々の活かつ躍やくにより、大陸はエリンに[image: ]ぎ止められた。

　そのおかげでピアニィも自由になり、最終決戦へ向かう準じゆん備びが整ととのった。

　長きにわたり続いた戦いの歴史に、今こそ終しゆう止し符ふを打ちにいこう。




大竹（以下、ピアニィ）：つまり……氷より解とき放はなたれて、〝邪神の御子〟と戦えってことですね！

ＧＭ：そのとおり（笑）。

Ｏはた（以下、ベネット）：わかりやすいでやんすな（笑）。

鈴吹（以下、ナヴァール）：最後の戦いだ。シンプルな方がやりやすくていい（笑）。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：友人

　〝偉大なるヒース〟が根付き、アルディオン大陸は窮地を脱した。

　しかし、この事じ態たいを引き起こした原げん因いんが取とり除のぞかれたわけではない。

　そして、原因を取り除くにはピアニィたちの力が必要となる。

　どうやら、友のために剣けんを振ふるう時が来たようだ。




小暮（以下、ナーシア）：……私が振るうの、剣じゃないけど（一同爆笑）。

矢野（以下、アル）：斬ざん滅めつ環かんだから、チャクラムっぽい武ぶ器きですね（笑）。

ナーシア：強いからこれ使うけど、ナーシアの武器はずっと短たん剣けんのイメージだったから違和感が……！（笑）

ＧＭ：種別は短剣だろ!?　細かいことは気にしないの！（笑）




▼アキナ用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：主しゆ従じゆう

　アベルを打うち倒たおし、エンジェルファイヤーとバルムンクの戦いにも決着がついた。

　だが、大陸に平和をもたらすためにはまだやるべきことがあった。最終決戦に向かうピアニィたちを支し援えんするという、大きな仕事が。




[image: ]




酒井（以下、アキナ）：おお、ピアニィさんたちの支援が、今回のお仕事なんですね！

ピアニィ：ナーシアもアキナちゃんも、あたしに対してコネクションを結ぶんだ！

ＧＭ：ふたりとも、アルに対するコネクションは、元から結ばれてるような状じよう況きようだからね。ここはピアニィに結ぶところだろう。

アル：ナーシアは姉弟弟子だし、アキナは義ぎ兄きよう妹だいだからな。

ナーシア：……みんなでアルを取り合うのも、面おも白しろいかもしれない（一同爆笑）。

アキナ：（なぜか目をきらきら輝かがやかせて）え！　いいんですか！（笑）

アル：いや、それは……（笑）。

ピアニィ：それなら、ベネットちゃんも参加ね？（笑）

ベネット：あっしはどうせ数秒でスピンアウトするので、どうでもいいでやんす（笑）。




ＧＭ：わはは（笑）。では、キャラクターの成長報告をお願いしまーす。




　なお、今回は全員、セッションの前にレベルアップを行なっている。今回は、みんなが集まって、データの微び調ちよう整せいを終えてのちの発表と相成った。




▼ピアニィ（25レベル）の場合

ピアニィ：ピアニィは、25レベルになりました！　まず、《異い才さい：ソーサラー》を伸のばして、ソーサラーのスキルを２レベルまで取得できるようにしました。

ＧＭ：一いち応おう聞いておくけど、ソーサラーのスキルはなにを取ったの？

ピアニィ：《ダブルキャスト》のレベルを上げて、シナリオ中に２回、メジャーアクションで魔ま術じゆつをふたつ使用できるようにしました！

ＧＭ：うん、そうだろうなぁと思った……（笑）。

ピアニィ：それから、フェイトを３点上じよう昇しようさせました！　あとはあまり変わってないです。

ＧＭ：わかりました。最終回に対する意い気き込ごみとかあったら、是ぜ非ひ言ってほしいな。

ピアニィ：《ダブルキャスト》が２回も撃うてるから、わくわくしてます♪（一同爆笑）

ＧＭ：お、おう……（笑）。では、次はアル！




▼アル（25レベル）の場合

アル：アルです。25レベルになって、俺おれもフェイトを３点増ふやした。

ピアニィ：あたしと同じ（笑）。

アル：うん（笑）。それから、パワーの《刹せつ那なの返し》を取得。リアクションの直前に、75点のＨＰロスを相手に与あたえることができる。

ＧＭ：いわゆるカウンターだね。

アル：そうです。それと、一いつ般ぱんスキルの《フックダウン》を取得した。クリンナッププロセスにポーションがひとつ使用できるようになったよ。以上だ。

ＧＭ：シンプルだ。それじゃ、次はベネット！




▼ベネット（25レベル）の場合

ベネット：えー、ベネットでやんす。あっしはかなり派は手でに変化しました！

ＧＭ：ほほう。どう変わったのか、聞こうか。

ベネット：《天の火》を取得したでやんす。これは、武器攻こう撃げきのダメージを[image: 250]点増やすパワーでやんす！

ＧＭ：[image: 250]点!?　それは強いな。

ベネット：１シナリオに１回という制せい限げんはあるでやんすけどね。それから、一般スキルで《ウェポンチェンジ》を取得。ムーブアクションに、武器を交こう換かんできるようになった。

ＧＭ：武器交換が必要なの？

ベネット：種別がアンデッド、妖よう魔ま、魔ま族ぞく、魔ま獣じゆうに対して、［威い圧あつ］［スタン］［放心］を与える、破は邪じやの魔ま弓きゆうを買ったでやんすよ！　これと、マジカルクロスボウを使い分けるつもりでやんす。

ＧＭ：おお、なるほど。

ベネット：もちろん、矢の方も、妖魔、魔獣、魔族に20点ダメージ増ぞう加かの効こう果かがある、魔ま滅めつの矢を購こう入にゆうずみでやんす。

ＧＭ：ガチガチに妖魔対たい策さくしてきたな……。

ベネット：〝邪神の御子〟は妖魔だという設せつ定ていだったはず！　今回は魔族と妖魔しか出て来ないだろうと推すい測そくしたでやんす！

一同：…………。

ＧＭ：…………（笑）。

ナヴァール：すごいメタ思考だ、すばらしい。もし、〝邪神の御子〟が「自分は種族は邪神だ」って言い出したらどうするのだ？（一同爆笑）

ベネット：ば、バカな―――っ!?　あ、あっしの読みが外れるだとっ!?（一同爆笑）　……まあ、その場合はマジカルクロスボウで対たい処しよするでやんすけどね（しれっと）。




▼ナヴァール（25レベル）の場合

ナヴァール：では、次は私がいこう。25レベルに上がり、対象の武器攻撃のダメージを増加させる《スピリチュアルウェポン》のレベルを上げた。さらに、《聖せいなる契けい約やく》を新しん規き取得したぞ。

ＧＭ：《聖なる契約》ってどんな効果でしたっけ？

ナヴァール：アコライト、プリースト、パラディンのダメージ増加に＋10点のボーナスが入る。これで、《スピリチュアルウェポン》の効果がさらに上がるというわけだ。

ピアニィ：だいたい武器攻撃のダメージが30点くらい上がるんですよね？　かなり強いですね！

ナヴァール：ただ、１ラウンドにつき、ひとりにしかかけられないのだがな（笑）。

ベネット：でも、《再さい行こう動どう》や《ジョイフルジョイフル》で、アルとかを何度も攻撃させると考えると、効果は絶ぜつ大だいでやんすよ。

アル：俺は《戦せん鬼き》で３回攻撃ができるから……たとえば、１ラウンドに12回攻撃したとしたら、トータルで[image: 360]点分ダメージが上乗せされる。

ナヴァール：私自身はダメージを出さないが、その分、他の人にダメージを上乗せしているということで。あとは大きな変へん更こう点てんはない。以上だな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ナーシアにいこう！




▼ナーシア（20レベル）の場合

ナーシア：私は『ＡＲ２Ｅ』版ばんにデータをリビルドして、少しだけレベルを上げました。メインクラスはエクスプローラー、サポートクラスはダンサー、称しよう号ごうクラスはバンガード。【ＨＰ】は[image: 174]点、【ＭＰ】が[image: 168]点、フェイトは10点よ。

ピアニィ：昔とあまりイメージは変わらないんですか？

ナーシア：いえ、昔はダガーを使っていたけど、今はチャクラム……斬滅環を使ってるわ。

ＧＭ：使用武器が変わると、イメージが少し変わるな。

ナーシア：基き本ほん的てきには、《ワイドアタック》で範はん囲い攻撃をする。《レイザーストーム》でシーン全体への攻撃に変えたり、《ゲイルスラッシュ》で２回攻撃にしたりすることが可か能のうよ。

ベネット：敵てきの数や強さによって、戦せん術じゆつを変えられるでやんすな。

ナーシア：《デスブレイド》も持ってるから、１シナリオにつき５回だけ、【行こう動どう値ち】＋30点分ダメージが上げられる。これが切り札かな。

ＧＭ：ナーシアの【行動値】はいくつ？

ナーシア：45。ムーブアクションで《ブライトステップ》を使うと、もう少し上がるけど。

ＧＭ：《デスブレイド》を使うと、75点くらいダメージが上昇するのか。これは強いな！

ナーシア：えーと、データの紹しよう介かいは、こんなところだと思います。

ＧＭ：ＯＫ、では最後はアキナ！




▼アキナ（20レベル）の場合

アキナ：アキナです！　メインクラスはウォーロード、サポートクラスはモンク。そして……。

ＧＭ：そして？

アキナ：なんと称号クラスがつきました！　ジェネラルです！（笑）

ベネット：なんですと……っ!?　ジェネラルとは、あっしのことのはず……っ!?


アル：お前は〝なんちゃってジェネラル〟、アキナはデータに裏うら付づけられたジェネラルだ、ベネット。わかるな。

ベネット：か、格かくがちがったでやんす……（がくり）。

アキナ：スキルは、装そう備び品ひんをひとつ選せん択たくして、それを装備している間は命中判はん定ていとダメージにボーナスが入る《ウォーシップ》を新規取得しました！

ＧＭ：おお、それは便利だな。

アキナ：それから、他人の判定にダイスボーナスを与える《サポートコンダクト》も取得しました！　今までは誰だれかに助けられてばかりだったけど、これからは、あたしも誰かの手助けができるようになりましたっ♪

ナヴァール：きっとマルセルが、「アキナ、行くのならこれを持って行け」と言って袋ふくろをくれるんだよ。

アキナ：そして、ピンチの時に開けると……。

ナヴァール：「がんばれ」と書いてある（一同爆笑）。

ベネット：それをやるのはナヴァールであって、マルセルじゃない！（笑）




[image: ]




『無印』第二巻参照である。




アキナ：一いつ般ぱんスキルは、アル兄様と同じ《フックダウン》を取得しました！

ナーシア：《フックダウン》大事っ！　そしてＨＰポーションも忘わすれずに！

ＧＭ：それ、ちがうリプレイの話だからっ！（笑）




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』第二巻参照である（笑）。




アル：まあ、《フックダウン》は取得しておくと便利だからな。

アキナ：（笑）。ええと……装備は新たに黄金蛇へびのメダルを買いました。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】がプラス１点されます。こんな感じです！

ＧＭ：了解！　それじゃ、次はギルドの成長にいきましょうか！





























































●ギルドの成長

ＧＭ：今回、ピアニィたちは〝アブソリュート〟の成長を、ナーシアとアキナは臨りん時じのギルドを組んでもらおう。

アキナ：あ、ピアニィのギルドに入るんじゃないんだ？

ナヴァール：ふたりだけのギルドか。すると、ナーシアとアキナ、どっちかがギルドマスターにならないといけないね。

ナーシア：私は陰かげから支ささえるタイプなので、アキナがギルドマスターでいいよ？

アキナ：いえいえいえっ、ここはナーシアさんがギルドマスターがいいですって！

ナーシア：んー……それじゃ、ダイスで決めましょう。２Ｄ振って出目の高い方がギルドマスターということで！

アキナ：わかりました！　（ダイスを振る）ファンブル!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ナーシア：（ダイスを振る）出目は、６！

ＧＭ：では、ナーシアがギルドマスターだね。

ナーシア：ギルド名はどうしようか？　んー……なんか、いい名前ないかなー。『ブレイク』でさんざん「……ファントムレイダーズ」って言い続けてきたから、それ以外となるとピンとくるものが……（笑）。

アキナ：あたしもずっと、「高速機動部隊エンジェルファイヤー！」って言ってました！

ナーシア＆アキナ：うーん……（笑）。

ＧＭ：ギルド名は、無理にここで決めなくていいよ。セッション中、出会った時までに決まっていればいいかな、と。

ナーシア：では、それで！（笑）

ＧＭ：でも両ギルド共、ギルドサポートは確定しておいてねー。

一同：はーい！




　そして、プレイヤーたちはルールブックをひっくり返しつつ、あれでもないこれでもないと騒ぎまくること一五分―――。




ピアニィ：できた！

ナーシア：こっちもできました！

ＧＭ：どれ……うん、無印チームは順当だね…………って、え？　小暮さん！　なにこれ！

ナーシア：じゅ、順当順当！　ちょっとシリーズでそろえてみました！

ＧＭ：ここまでそろったの、初めて見た……（笑）（ナーシア＆アキナ（名称保留）ギルドサポート一覧参照）。

ナヴァール：でも、これはこれで面白いかもしれん（笑）。

ＧＭ：ええ（笑）。ではギルドの報告をして、オープニングフェイズに入ろうか！
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◆Opening 01◆託たくされて




　帝てい紀き八一六年一月―――。

　旧きゆうエストネル王国のエル・ウルフリック・ミンスターにおいて、〝偉い大だいなるヒース〟が大地に根付いた。人々が見守る中、〝ヒース〟は天を貫く勢いでその枝葉を伸ばし、それより放たれる加護の光が世界中に広がっていく。

　この光景を〝ヒース〟の根元よりを見上げ……ナーシアは、感慨深げに頷いた。




ＧＭ：では、オープニングに入ろう。まずはナーシアのシーンからだ。舞ぶ台たいはエストネルのエル・ウルフリック・ミンスター。時期的には『ゲッタウェイ』五巻のエンディング付近だ。

ピアニィ：〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟の中心地に、〝偉大なるヒース〟を根付かせたあと？

ＧＭ：そうそう。ナーシアはチコたちに協力をして、〝偉大なるヒース〟を根付かせた直後と思ってくれ。

チコ・Ｈ・ワトソニー

『ゲッタウェイ』シリーズのＰＣで、毒三下の異い名みようを持つ、フィルボルの軍ぐん師し。プレイヤーは、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属のライター、緑谷明澄りよくや・あきすみである。
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ＧＭ：あ、一一巻のセッションに参加してないナーシア、アキナのために軽く解説しておくと……前回の話において、フェリタニア＝〝邪神の御子〟の力により、アルディオン大陸はこの世界より引きはがされようとしていたのだが―――。

アキナ：それは『デスマーチ』で聞いてまーす！（笑）

ナーシア：私は「ふぃあ通」のトークで（笑）。

ＧＭ：（笑）。で、それを防ぐべくピアニィは氷の中に自ら閉じこもり、〝力〟を開放し続け、世界を支えるその礎となった。

ベネット：―――完。

一同：終わるなよっ!?（大爆笑）

ナーシア：で？　で？

ナヴァール：だが、この大地にヒースを再び根付かせることができれば、一時でも大陸の[image: ]離を防げることが判明してな、私が『ゲッタウェイ』チームにそれをするよう、情報を伝えに行ったのだ。

ＧＭ：で、この任を与えられたヒルダたち四人が激闘の末、見事それを成し遂げた……それが『ゲッタウェイ』第五巻のあらすじだ。

ベネット：なんと簡潔にまとまったあらすじであることか。

ＧＭ：ちなみに、そのシナリオにはナーシアがＮＰＣで登場している。

ナーシア：あーそういえば、そんなこと言ってましたね（笑）。ナーシアは〝ヒースの巫女〟って設定でしたけど……なにか、それに絡む話は出ました？

ＧＭ：うん。〝偉大なるヒース〟を成長させるため、〝知ち恵えの竜りゆう輝き石せき〟を使って一時的に契約を結んだ。でも〝ヒースの巫み女こ〟として生きていくかどうかは、ナーシア自身が決めていい。

ナーシア：なるほど……。

ＧＭ：ナーシアとしては、どうしたい？

ナーシア：……私は、この戦いが終わったら、ロッシュと静かに暮くらしたい。
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ＧＭ：アガルタ公国に住むってこと？　〝ヒースの巫女〟の座ざはどうする？

ナヴァール：巫女をやめれば、静かに暮らせるでしょう。でも、やめないでいると、〝偉大なるヒース〟の声を聞ける巫女として人々が放っておかないでしょうね。

ナーシア：新しい巫女が生まれたらその人にまかせるけど、それまでは巫女でいる……というのはだめ？　ナーシアとしては、巫女の座にこだわりはないけれど、巫女がいないと困こまる人もいるだろうし。

ナヴァール：いいんじゃないですか？　〝偉大なるヒース〟との契約は、エリカがアルディオンに住まう人間に守しゆ護ごを与あたえるというものであり、女王として君くん臨りんしろという話ではありませんから。
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ナーシア：では、〝偉大なるヒース〟と契約を交かわして巫女になったけれど、アガルタ公国でロッシュとともに静かに暮らしたいと思っている、ということで。

ＧＭ：了解。ではそれを前提に考えようか。ともかく、演えん出しゆつを始めよう―――。




　天を覆い尽くさんばかりに成長し、枝葉を大きく広げた〝偉大なるヒース〟。

　そこに集う人々はみな一様に呆ぼう然ぜんとそれを見上げ、言葉を失っている。

　最初に、我に返ったのはナーシアだった。

「……チコ、お疲れ様―――」

　そんな言葉を懸けようとして、その違和感に気づく。




ナーシア：違和感？

ＧＭ：そうだ。そこにいる人々が、ヒースを見上げたまま固まっているのは、全員が呆然としているからじゃない。今、キミの意識だけが現世から切り離され、周囲はまるで時間が止まったかのような状態になっている。

ナーシア：え……？

ＧＭ：そして、ナーシアの脳のう裏りに懐なつかしい声が響く。　「ナーシア……メルティの末まつ裔えいよ」　それは年老いた男だん性せいの声で……。

ナーシア：エリカ……？

ＧＭ：そのとおり。それは、〝偉大なるヒース〟エリカの声だ。「久しぶりじゃな。ナーシア」

ナーシア：ええ。あなたを再び芽め吹ぶかせるという約束、果たしたわよ。

ＧＭ：「いや、おぬしには、まだやるべき使命がある。わしを……〝偉大なるヒース〟を植えただけでは、ただの時間稼ぎにしかならぬ。真の平和は訪おとずれん」

ナーシア：……どういうこと？

ＧＭ：「アザゼルという〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりを、おぬしも憶おぼえているだろう？」
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ナーシア：……ええ。私の親の仇かたきであり、グラスウェルズを混こん乱らんさせた魔ま族ぞく。でも、彼かの女じよは私が仲間と一いつ緒しよに倒たおしたわ。

ＧＭ：「アザゼルの背はい後ごには、真の敵てきが潜ひそんでいる。その真の敵を倒すために今、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアが仲間と共に、決戦の地へ赴おもむこうとしている。ナーシアよ、ピアニィの手助けをしてやってくれぬか？」

ナーシア：私が、ピアニィたちの手助けを？

ＧＭ：「そうじゃ。それはきっと、おぬしにしかできぬ」

ナーシア：……私ひとりで行って、手助けになるの？　今、ヒルダたちと一緒にいるんだけど……。

ピアニィ：あー……『ゲッタウェイ』のパーティは、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟と死し闘とうを繰くり広ひろげたあとだから、けっこうボロボロだと思う（笑）。
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ナーシア：（わざとらしく、わなわなとしたシリアスな口調で）こ、こいつら使い物にならない……私ひとりで行った方がマシ（一同爆笑）。

一同：ひ、ひどいっ!?（大爆笑）

ナーシア：……まあ、私が助けに行くしかないのはわかった。でも、なぜ、エリカがピアニィの手助けを頼たのむの？

ＧＭ：「真の敵……〝邪神の御子〟の手により、アルディオンはエリンから切り離はなされようとしている。わしが根付くことで、大陸をエリンに再び[image: ]ぐことはできたが……」

ナーシア：なら、問題ないじゃない。

ＧＭ：「いや、これは一時しのぎに過ぎぬ。いずれ〝ヒース〟という〝楔〟の力は尽き果てて、大陸は世界の外へと追放されよう」

ナーシア：つまり〝邪神の御子〟を倒さないと、エリカはまた枯かれてしまう？

ＧＭ：「うむ。ただし、〝邪神の御子〟は普ふ通つうの人間では、太た刀ち打うちができぬ。ゆえに神の戦士……〝神喚者ヴアリエンス〟となったピアニィたちが立ち向かわねばならぬのだ」

ナーシア：わからないわね。それなら、〝神喚者〟ではない私が行っても………………あ。なるほど、そういうこと……なんとなくわかった……（笑）。

アキナ：ん？

ＧＭ：「……理解したようじゃな、ナーシア。無理にとは言わぬ。だが、〝邪神の御子〟はなんとしても倒さねばならぬのじゃ―――」

ナーシア：……わかった。私にできることがあるのなら、する。〝偉大なるヒース〟の巫女として、初めての仕事をこなしてくるわ。

ＧＭ：「頼む―――」　その言葉を最後に、ふいにエリカの声が途と絶だえた。そして、気がつけばチコやヒルダ、リージュ、ギデオンらがけげんな表情でキミの顔を覗のぞいている。




ヒルデガルド・ゴーダ

『ゲッタウェイ』シリーズのＰＣ。通つう称しよう、ヒルダ。現げん在ざいは小都市ビルベリの領りよう主しゆを務める女性。ゴーダ伯はくの養女であり、ナーシアにとっては義ぎ姉し妹まいになる。プレイヤーは、イラストレイターの渋沢佳奈しぶさわ・かな。
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リージュ・フェア・リース

『ゲッタウェイ』シリーズのＰＣ。ピアニィに瓜ふたつの少女。プレイヤーは、大竹みゆ。
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ギデオン・ガバドン

『ゲッタウェイ』シリーズのＰＣ。ドラゴネットの中年男性で、自じ堕だ落らくなシーフ。プレイヤーは、菊池たけしである。
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ＧＭ：「どうした、ぼーっとして？　ともかくこれで任務は終了だ。さあ、ノルウィッチに戻もど……」

ナーシア：……ヒルダ。あなたたちは、先に帰ってゆっくり休んで。

ＧＭ：「？　ナーシアはどうするんだ？」

ナーシア：私を待っている人たちがいる。行かなきゃ。

ＧＭ：ギデオンが言う。「お、おい！　まだこれから働くつもりか!?　あ、ありえん……ありえんぞ！　人間、休める時に休まないと神罰が下るぞっ!?　死ぬぞっ!?」（一同爆笑）

ピアニィ：（リージュになって）「……たぶんそれは言い過ぎです……（笑）。ナーシアさん、もしかして……ピアニィ様のところへ？」

ナーシア：どうしてわかったの？

ピアニィ：（リージュになって）「この状況で、行かなくてはならない場所なんて、限かぎられてるじゃないですか」と言って、〝もうひとつの石〟を取り出します。「……これをピアニィ様に渡わたしてください」

ナーシア：……これは？

ピアニィ：（リージュになって）「〝もうひとつの石〟です。……きっと、ピアニィ様の手元にあった方がいいと思って」

ナーシア：……わかった。それを受け取ったら、私はヒルダの方を見ます。……ね、ヒルダ。この戦いが終わったら―――。




「オスウィンのおじ様……

　いえ、お義と父う様のことを、ゆっくり話しましょう？」




[image: ]







◆Opening 03◆エル・ウィン・フリットにて




　アルたちは今日もまた、妖よう魔またちとの戦いを終えて、キャンプ地へと戻ってきた。

　ピアニィは相変わらず氷の棺の中に在り、祈りを捧げている。

　アルディオン大陸を支えているのは、このこの華きや奢しやな少女なのだ―――。




ＧＭ：では、オープニングの最後は、ピアニィたちのシーンだ。場所は、エストネルのエル・ウィン・フリット。時期的には、『無印』一一巻のエンディングから一ヶ月半くらいあとかな。未だピアニィは氷の中だ。時間帯はまだ昼だというのに、キミたちの周辺はどこか薄暗くて―――。

ベネット：陰いん鬱うつな雰囲気でやんす。

アル：相変わらず、俺らはエル・ウィン・フリットでキャンプ生活をしてるのか？

ＧＭ：そうだね。

アル：……そろそろ、この辺に村ができる頃ころなんじゃないか？（笑）

ベネット：すでにそれなりの人数が、この辺で生活してる気がするでやんす（笑）。

ＧＭ：ところが、そうはならないのだ。なぜなら、この一ヶ月半、エストネルにいる妖魔たちの数がかなり増えて、戦せん闘とうが激げき化かの一いつ途とを辿たどっていたからだ。

ピアニィ：〝血の螺旋ダーインスレイブ〟が扇せん動どうして、妖魔をエストネルに集めてたんですよ～。

アル：なるほど、妖魔の大軍のせいで俺らのいる場所まで来られる人が少ないってことか。

ＧＭ：そうそう。加えて、氷漬づけになったピアニィを守るために設せつ営えいしていたキャンプの周りは、特に妖魔たちが多く集まっていて、キミたちはもちろん、ピアニィの護衛のためにここで手伝いをしていたエルザたちも、ここから抜ぬけ出でることが困こん難なんになっている。




エルザ・ブルックス

『アクロス』シリーズのＰＣ。シェルドニアン学園で教きよう師しなどを務めている、ヒューリンのメイジ。アルの姉にあたる。プレイヤーは、アニメの脚きやく本ほん家かの、[image: 吉]村清子よしむら・きよこ。
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アル：なるほど。籠ろう城じよう戦せんみたいになっているのか。

ＧＭ：そう。アルディオンをエリンに留とどめるためにピアニィは氷漬けのままだから……エルザたちの助力は得つつ、アル、ナヴァール、ベネットの三人が主戦力として妖魔たちと戦っている感じかな。

ナヴァール：我々は、エル・ウィン・フリットの外がどうなっているのかも知らない感じ？

ＧＭ：うん。情じよう報ほう網もうも補ほ給きゆうもほとんど断たれ、厳きびしい戦いを強しいられている。

ベネット：ここは寒いでやんすなぁ。ああ、だんだん意い識しきが遠く、眠ねむくなって、きた……ぐう……。

ピアニィ：ベネットちゃん、寝ねちゃだめ～！　死んじゃう！（笑）

アル：周りは氷だらけだから、溶とかせば水には苦労しないだろうが……寒いのは、きついな。

ＧＭ：そんな状況下でキミたちはこの数週間、妖魔たちとの戦いを強いられているのだが……最近になって、また戦せん況きようが変わり始めている。

アル：それはまた、どうして？

ＧＭ：経けい緯いをばらしてしまうと、『デスマーチ』一〇巻や『ゲッタウェイ』五巻で、アルディオンの連合軍がエル・ウルフリック・ミンスターの方へ進軍してくるんで、妖魔の軍ぐん勢ぜいが徐じよ々じよにそちらへと流れ始めたんだ。

ナヴァール：私たちは、そのことは知らなくとも、妖魔たちの包ほう囲い網もうが徐々に緩ゆるくなり始めたことくらいは気づけそうだな。

ＧＭ：ええ。エルザはシェルドニアン学園の生徒……ユファたちに、なんとかこの包囲網を突破し、こちらの現げん状じようをフェリタニアに伝えるようにお願いをしたりしている。
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ベネット：決死隊でやんすか……。

ＧＭ：うん。これは『ゲッタウェイ』がらみの伏ふく線せん回かい収しゆうなので、あんまり気にしなくていい（笑）。

アル：今ここに残っているのって、どんな顔ぶれなんだろう？

ＧＭ：エストネルでもともと妖魔と戦ってた元ノーデンス勢ぜいは、周りで一緒に戦ってる。当然、エルザたち『アクロス』のパーティもいるね。キミたちはいつものように、ピアニィの氷ひよう柱ちゆうの前で、彼女を守るために用心をしているのだが……エルザが「様子はどう？」と聞いてくる。

アル：ピアニィの様子に変化はないぜ。

ＧＭ：「そう。……ここの外では各国が動きを見せているみたい」と、少しだけ状況を教えてくれるよ。どうやら、〝黄金の狼おおかみ〟に依い頼らいして、周辺の様子を調べてもらったみたいだ。

ナヴァール：ふむ。私も『ゲッタウェイ』パーティへ〝偉大なるヒース〟の植樹を依頼していたのだが、とうとう決行したのかもしれ―――。

ＧＭ：……と、ナヴァールが言いかけた時だ。ふいに、南の方角に巨大な、そして緑がかった色の光の柱が立ち上り……頭上に覆おおい被かぶさる空を一瞬で染め上げた。

ベネット：おお!?

ＧＭ：それは、どこか神々しさすら感じさせる暖かな光で―――。

アル：なんだあれは？　と、言いかけて気づこう。ナヴァールの旦那、こいつはもしかして……。

ナヴァール：うむ、間違いはあるまい。あれは〝偉大なるヒース〟がもたらしたものであろう。おそらく、ヒルダたちがやり遂げてくれたのだ。

ＧＭ：そのとおりだ。そして、キミたちが南の空を見上げていた時……ふいに、背後より〝ピシィ……っ〟と乾いた音が鳴った。

一同：お？

アル：……あ。振り返ると？

ＧＭ：そこに在るのは、ピアニィを包み込む巨大な氷ひよう塊かい。だが、よく見ればそれに亀裂が走っているのがわかる。そして―――。

ピアニィ：じゃあ、あたしは氷の中でゆっくり目を開けます。

ＧＭ：うん。アルたちが見守る中……亀裂は氷全体を縦じゆう横おう無む尽じんに走り、やがて砕け散った。破は砕さいした氷の粒つぶが周囲に散乱し、氷ひよう霧むがけぶる。キラキラと光を放つ。砕け散った氷のあった場所に立つのは……。

ナヴァール：時は満ちました。ご帰還、お待ちしておりました。

ベネット：ようやく、でやんすな（笑）。

アル：じゃあ、俺はふっと笑って声をかけよう。―――おかえり、ピアニィ。

ピアニィ：では、目の前に立つみんなに微笑みながら言います。







◆Opening 02◆剣となり、盾となれ




　アキナたちはバルムンクの本拠、万ばん能のう戦せん艦かんトリシューラに乗り込み、ようやくアベル、そしてバルムンクとの決着をつけた。

　だが―――。




　エンジェルファイヤーの戦いはまだ終わりを迎えてはいなかった。
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ＧＭ：さて、次のシーンにいこう。シーンプレイヤーは、アキナ！

アキナ：はい！

ＧＭ：時期は、『デスマーチ』一〇巻のエンディングの辺あたり。アベルたちとの戦いが終わった直後くらいかな。

ナヴァール：〝偉大なるヒース〟が植樹された瞬しゆん間かんに放たれた光が、世界中を覆い尽くし始めた……そんなタイミングか。

ＧＭ：そうそう、マルセルたちも空を見上げて、その光を見ているね。彼は、満面の笑顔で言う。「……おそらくは、〝偉大なるヒース〟の植樹が成功したのだろう。〝ヒース〟が根付き、この世界は[image: ]ぎ止められた。もう安心だ。大陸が、この世界より[image: ]はく離りすることはもう二度とない……！」

一同：…………。

アキナ：…………えーと…………（笑）。

ナヴァール：マルセルが言い切った……（笑）。




マルセル・ベルトラン

『デスマーチ』シリーズのＰＣ。ヒューリンのアコライトで、言動が裏うら目めに出ることが多く、〝裏目軍ぐん師し〟と言われている。プレイヤーは、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の制せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長の、たのあきら。




ベネット：〝裏目軍師〟が断だん言げんした以上、これはもう……（笑）。

ＧＭ：そんなみんなの不安も意に介さず、マルセルは言葉を続ける。「これで、ピアニィ様が復ふつ活かつなされるはず……！」

アキナ：そうですね。これで、ピアニィさんが解かい放ほうされて……フェリタニアを倒せば、世界は救われる！　そうすれば、あたしもアル兄様にお会いできる……！（一同爆笑）

アル：アキナ……そんなに俺に会いたかったのか……（笑）。

ＧＭ：「そうだな。すぐにアル殿どのとは再さい会かいできるだろう」

アキナ：え？　な、なんか、含ふくみがありそうな言い方ですね？

ＧＭ：マルセルは、こくりと頷いた。「……アキナ。……〝エンジェルファイヤー〟は、まだ最後の任にん務むを残している」

アキナ：ど、どういうことですか、マルセルさん！　バルムンクの残ざん党とうも排はい除じよしました。あとは、〝偉大なるヒース〟が成長すれば、すべて終わるんじゃないんですか？

ＧＭ：「いや、むしろこれからが、最後の戦いになるのだ。……ピアニィ様はもうすぐ、〝邪神の御子〟を倒す戦いに赴おもむかれる。それはわかるな？」

アキナ：……はい。

ＧＭ：「そうだ。〝邪神の御子〟は天空の彼方かなたにある城じよう塞さいにいる。ピアニィ様たちを、そこまでお送りする必要があるだろう」

ナヴァール：（ギィになって）「さすがのピアニィ様も、空は飛べないだろうからな」




ギィ

『デスマーチ』シリーズのＰＣ。ヒューリンのシーフで、お調子者。王おう蛇じや会かいという犯はん罪ざい組そ織しきに所属していたことがある。プレイヤーは、鈴吹太郎。
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アキナ：マルセルさん、ピアニィさんをお手伝いする方法はないんですか？　あたし、ピアニィさんのお力になりたいです！

ＧＭ：「……その言葉を待っていた」　マルセルはニヤリと笑んだ。「彼女を天空の彼方へと届とどける方法に関して……私に、ちょっとした考えがある」

アキナ：考え？

ＧＭ：「そうだ。これを使う！」　マルセルが腕を大きく振って、彼の背後に横たわる〝それ〟にアキナの意識を向けさせる。そこにある巨体こそ―――。

アキナ：え？　もしかして……アベルさんの戦艦を利用するってことですか!?

ＧＭ：「そうだ！　修しゆう理りすればピアニィ様たちを天空の彼方へと運ぶことができるだろう」

アキナ：なるほどっ！　いいアイデアです、マルセルさんっ！（笑）

ピアニィ：『デスマーチ』の最終決戦は、その戦艦の中だったんでしたっけ。

ＧＭ：そう、艦体内にある大聖堂のようなところだね。「これより我々は総そう力りよくを挙げて、この戦艦の修理に挑いどもう。いや、艦のダメージはそれほどでもないと思われるのだが、修復そのものよりも、その稼働システムの解析・再起動に時間がかかりそうでな」

アキナ：じゃあ、あたしもお手伝いします！

ＧＭ：「……いや、戦艦の修復は我々にまかせてくれ。アキナ、お前には別の役やく割わりがある」

アキナ：え？

ＧＭ：「ひとつは、この戦艦の存在をピアニィ様にお伝えすること。そして……これは、さらにそのあとの話なのだが……ピアニィ様が向かう最終決戦の場まで、護衛を頼みたい」

アキナ：え？　でも、あたしが役に立つでしょうか？　前に見ましたよね？　あたしたちが手も足も出なかった魔獣を、ピアニィさんたちは戦って倒してましたよ。

ＧＭ：「わかっている。あれは、〝神喚者〟となった彼らならではの力」

アキナ：じゃあ……あたしはなにを……？

ＧＭ：「おそらく、〝邪神の御子〟のいる場所は、〝神喚者〟のみが立ち入ることのできる領域。だが、敵は〝邪神の御子〟だけではない。最終決戦にたどり着くまでに、その眷けん属ぞくが行く手をふさぎ、熾し烈れつな戦いを強いられることになるだろう。だから……」

アキナ：あー……。

ＧＭ：「そうだ。ピアニィ様が全力で〝邪神の御子〟と戦えるよう、アキナは力を尽つくせ。ピアニィ様の消耗を少しでも抑えるため……お前が彼らの剣となり、盾となるのだ」

ピアニィ：そう来ましたか……！（笑）

アル：つまり、最終決戦まで俺らはなるべく切きり札ふだ系けいスキルやフェイトを使わないように戦えと……。

アキナ：ですよね。ピアニィさんには少しでも力を温存してもらって、その代わりにあたしが戦え、ってことですよね。全力で敵を排除して、みんなを最終決戦場で送り込め……と。

ＧＭ：「そういうことだ」

アキナ：……わかりました。命を懸かけても、成し遂げます。

ＧＭ：マルセルはすまなそうな表情のまま、言い出しにくそうに言葉を継げる。「……すまない、アキナ。敵の本陣に乗り込むのだ。相当な危険がお前を待っていると考えていい。私の言っていることは、お前に生命を投げ出せ、と言っているに等しい。だが―――」

アキナ：心配しないでください、マルセルさん！

ＧＭ：「え……？」

アキナ：これまでだって、いくらでもピンチなことはあったじゃないですか。でも、それをあたしたちはぜんぶ乗り越えてきました。今度だって、必ず乗り越えますよ！

ＧＭ：彼はアキナの明るさにふっ、と微笑む。「そうか……そうだったな。我々の戦いはいつだって、〝デスマーチ〟だった。いかんな、私ともあろうものが弱気になっていたか」

アキナ：あはは、大丈夫ですよ。あたしが必ず、みんなを決戦の地へと送り届けます！

ＧＭ：マルセルは、微笑を浮かべながらこくり、と頷いた。「……おそらくは、これがお前の最後の戦いとなる。ピアニィ様たちのことは、すべてまかせたぞ。おそらく数日後に、もう一度ここで会おう」

アキナ：わかりました！　では、行ってきます！

ＧＭ：では、アキナがピアニィたちを迎えに行ったところで、シーンを終了しよう！
















「……ただいま、みんな」




















ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆再さい会かい




　〝偉大なるヒース〟が大地に根付き、ピアニィは氷の世界より解き放たれた。

　それは、世界救済の要かなめ。

　アルディオンを真の意味で救済する剣となるもの。

　だが、かの敵〝邪神の御子〟は、未だ手の届かぬ天空の彼方に―――在る。

　

ＧＭ：ここからミドルフェイズに入ろう。最初のシーンは、『無印』パーティに、ナーシアとアキナが合流するって場面だ。シーンプレイヤーは、ピアニィでいこう。

ピアニィ：はーい。

ＧＭ：〝ヒース〟が根付いたことで、ピアニィはアルディオンを抑おさえている必要がなくなった。ここは、さっきのシーンのあと……ピアニィが解放された翌日あたりから開始だ。

ピアニィ：わかりました～。

アル：ピアニィが動けるようになったなら、すぐにでも〝邪神の御子〟を倒しに行きたいところだが……さて、ここからどうする？

ピアニィ：うん。今、〝邪神の御子〟は空に浮かぶ城塞の中にいるわけで……。

ベネット：あ。〝偉大なるヒース〟が巨きよ大だいに成長したでやんすよね？　登ればいいんじゃないでやんすかね？

ＧＭ：みんなで登とう攀はん判はん定ていするだけで、あんまり楽しくなさそうな……（笑）。

ベネット：うぉ―――っ、あっしは登るでやんす―――っ！　…………あっ、手が滑すべった。ひゅ―――――――――…………ぐしゃ（←赤い染みになった）。

ピアニィ：うん、登攀はやめましょう……（笑）。

ＧＭ：というか、〝ヒース〟が空の城塞まで伸びてるわけじゃないし……？

ベネット：（わざとらしい大声で）ではどうすれば……っ！

アル：おう、ここは空へと上がるなんらかの方法か情報を、誰かが持ってきてくれないと、どうしようもない……！（確信）

ＧＭ：ふふふ、そうだ。オープニングでわかるとおり、そのための今回の応援キャラだ！　さあ、そろそろ登場してもらおう！

アキナ：お！　では―――ピ……。

ナーシア：（わざとらしく明るい声で）……ピアニィ、元気そうね。

アキナ：え、あれ!?　あれ!?

ＧＭ：ナーシアが出てくんのかよ！　今の流れで！（笑）

ピアニィ：でも、アルより先にあたしに声をかけてくれた！　嬉うれしい！（笑）

ＧＭ：え、それ喜ぶとこなの？（笑）

ピアニィ：もちろんです！　最初にあたしに注目してくれたのが重要なんです！

ナーシア：当然。だって、氷漬づけになったと聞いたからピアニィを見に来たのに、案外元気そう。がっかり。

ピアニィ：えええ―――っ!?（一同爆笑）　うう……そ、それでも、ナーシアと会うのは久ひさしぶりだから、すごく嬉しいの！　ナーシア、来てくれたの!?　ってはしゃぎますよ。

ナーシア：久しぶりね、ピアニィ。……氷漬けになったって聞いたのに元気そう。

ピアニィ：そこはもういいから！（笑）

ナヴァール：ナーシア殿どのも、ご無事でなにより。

ナーシア：ナヴァール、久しぶり。……ロッシュがノルウィッチにお世話になっていた頃ころ以来かしら？

ベネット：ナーシア殿！　く……あんなに小さかったナーシア殿が、こんなに大きくなって……！　あっしは、あっしは感無量でやんす……っ！（一同爆笑）

ナーシア：……ああ、『ファンブック』のドラマのネタ？（笑）




　これは、『アリアンロッド・サガ ファンブック　ハートブレイクメモリー』に付属するドラマＣＤのことだ。この物語において、ベネットとナーシアは過去の世界へとタイムスリップし、冒険を繰り広げている。

　そのさい、ふたりは幼い頃のナーシアと出会っているのである。




ピアニィ：ベネットちゃんは、時を駆かけちゃったのよね！（笑）

ナーシア：そう。昔は無む邪じや気きだったベネットも、今は……いえ、やめておきましょう。

ベネット：なに!?　なにを言おうとしたでやんすか!?　気になる!?（笑）

ナーシア：（ベネットを無む視しして）……アル。

アル：おう。久しぶりだな、ナーシア。

ナーシア：……ライオンマスク、被かぶってないの？

一同：そこかよっ!?（笑）

アル：（遠い目をしてなぜか笑顔で）ライオンマスクは……ちょっと前に、やめたんだ。

ナーシア：……そう。あなたも変わらない……いえ、少したくましくなったかしら？

アル：どうかな？　まあ、二年ぐらいは会っていないからな、少しくらいは変わるさ。

ナーシア：（くすっと笑って）……久しぶりなのに、素そっ気けないのは変わらないわね。

アル：うるせぇよ。……でも、来てくれたのは、嬉しいぜ。

ピアニィ：そういえば、どうしてあたしたちに会いに……？

ナーシア：……ピアニィ、あなたへの預あずかり物があるの。

ピアニィ：預かり物？

ナーシア：「リージュから」と言って、〝もうひとつの石〟を差し出します。

ＧＭ：ナーシアが差し出した〝もうひとつの石〟は、ピアニィが持っている〝ひとつの石〟と、まるで同じものであるかのように見える。

ピアニィ：これが、リージュが持っていた、〝もうひとつの石〟なんですね……？

ナーシア：ええ。

ピアニィ：あ、リージュからピアニィへ、伝言があったことにしていいですか？（笑）

ＧＭ：いいよ（笑）。

ピアニィ：じゃあ、リージュからはこんな感じの伝言が……。




「〝もうひとつの石〟は、きっとピアニィ様の力になると思うから、届とどけてあげてください。

　ヒルダお姉様たちとともにアルディオンを巡めぐって、あたしはアルディオンのことが大好きになったんです。

　あたしたちは〝血の螺旋ダーインスレイブ〟を倒し、〝偉大なるヒース〟を根付かせました。

　あとは……ピアニィ様、あなたに託たくします」




ピアニィ：リージュ、ありがとう……と言って、ぎゅっと〝もうひとつの石〟を抱だきしめます！

ベネット：………と、ここまでが、大竹さんのひとり芝しば居い（笑）。

ナヴァール：いや、大事なことだろう。〝もうひとつの石〟をピアニィ様に託すことにより、リージュはピアニィ・クローンという枷かせから解とき放はなたれたのだから。

ＧＭ：あ、なお。ピアニィの〝吸収能力〟は今回、この〝もうひとつの石〟が一時的に抑え込んでくれるという方向でひとつ。

アル：そういえば、あの能力は消えたわけじゃなかったな……（笑）。

ピアニィ：ともかく……ナーシア、届けてくれてありがとう。

ナーシア：届け物はおまけよ。……私わたしは、あなたたちの手伝いをするために、やって来た。私にできることがあるなら、なんでも言って。

ピアニィ：ナーシアが、あたしたちの手伝いを？

ナーシア：ええ。〝偉大なるヒース〟が、私に言―――。

アル：（ナーシアのセリフにかぶせ気味に）ああ、〝ヒース〟が再び大地に根付いたおかげでピアニィが解放されたんだよな。

ナヴァール：うむ、おそらくは、この世界のどこかにおられた〝ヒースの巫み女こ〟が、力を貸してくださったのであろう。

ナーシア：え……。

ベネット：〝偉大なるヒース〟万ばん歳ざい！　〝ヒースの巫女〟様万々歳でやんすなぁ！（笑）

ピアニィ：〝ヒースの巫女〟様のおかげで、あたしは自由に動けるようになったんだから、感かん謝しやの気持ちでいっぱいです！（笑）




　ちなみに、ナーシアが〝ヒースの巫女〟であることはプレイヤーの全員が知っている。

　ただキャラクターたちはその事実を知らないゆえ（これに関しては後述！）、その情報を小暮さんから引きだそうとプレイヤーたちは必死にセリフを投げかけているのである。




ナーシア：…………。

一同：…………（笑）。

ナーシア：……そ、そうね。〝ヒースの巫女〟って、すごいわね……（一同爆笑）。

アル：〝ヒースの巫女〟はお前だろ!?　なんで知らないふりするんだよ!?（笑）

ナーシア：この状況で「私がヒースの巫女よ」とか言ったら、私が痛い子みたいじゃないっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：大丈夫！　痛くない！　痛くないから……っ！

ナーシア：……。

一同：……。

ナーシア：（言い出しにくそうに）と、ところで、〝偉大なるヒース〟からの伝言があるんだけど……（一同爆笑）。

アル：（超わざとらしく）〝偉大なるヒース〟からの伝言、だと……っ!?（笑）

ピアニィ：（超わざとらしく）えぇっ？　ナーシアが、どうして〝偉大なるヒース〟からの伝言を預かってるのっ!?

ナヴァール：（超わざとらしく）ありえぬ……っ、〝偉大なるヒース〟の声は、〝ヒースの巫女〟にしか聞こえないはず……っ！　はっ!?　ま、まさか……っ！

ナーシア：（死ぬほど言い出しづらそうに）あー……そ、その……今まで言い出せなかったんだけど……実は……。

アル：実は？（ずいっと迫る）

ナーシア：（死ぬほど言い出しにくそうに）わ、私が、〝ヒースの巫女〟、なの……。

一同：なんだってぇ……っ!?（大爆笑）

アキナ：あはははははは（笑）。

アル：お前、グラスウェルズの密みつ偵ていじゃなかったのか？　どういうことなのか、最初から、説明してくれないか？

ナーシア：……私は、メルティの末まつ裔えいなの。

アル：メルティの末裔？

ナヴァール：―――なるほど。もっと早くに気づくべきだった。その目の色は、まちがいなく、メルトランド王家のもの。

ナーシア：……ええ。

アル：ナーシアが王家の血ち筋すじ……？　俺おれはぽかんとして聞くしかできないわけで（笑）。

ＧＭ：……ところで。大変盛り上がってるとこをアレなんだが―――。

ナーシア：はい？

ＧＭ：ピアニィたち、ナーシアが〝ヒースの巫女〟だって、第三巻の時に聞いてるんだよね。

一同：なにぃっ!?（笑）

ナーシア：早く言ってよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、楽しそうに会話してるもんだからつい……。

ナヴァール：すっかり忘れていた……（笑）。

ナーシア：と、ともかく！　事じ情じようや状じよう況きようをかいつまんで説明しますよ。……というわけで、〝偉大なるヒース〟は復活して、今、アルディオンをエリンに[image: ]つなぎ止とめているわ。

ベネット：〝ヒース〟が復活したのはこっちでも見えたでやんすよ。

ナーシア：でも、エリカは言っていた。〝ヒース〟が〝邪神の御子〟の力を抑え込めるのはわずかな時間だけ。だから……。

アル：早く〝邪神の御子〟を倒さないといけねぇってか。

一同：…………。

ベネット：（わざとらしい口調で）でも、相手は天空の城しろにいるでやんすよ？　つまり、あっしらが空でも飛ばない限かぎり、手が出せないということ……！

アキナ：お。

ナーシア：なにか方法はないかしら……たぶん、悠ゆう長ちようなことをしている時間は、ない。

ベネット：そんな!?　こんな時に、空を飛ぶ手しゆ段だんを、誰だれかが教えてくれればいいのに！（笑）

ピアニィ：そんな都合のいい話があるわけないです、ベネットちゃん。

ベネット：なんであっしらは空を飛べないんじゃ―――っ、なんか九巻でヤンヤンの背中に乗って飛んでいた気がするでやんすが―――っ！（笑）

ＧＭ：そ、それはほれ……！　そう！（ぽん、と手を叩く）　ヤンヤンの上昇限界高度を遙かに越えた位置に城塞は浮かんでいるんだよ！　うん！（笑）

ベネット：つまり、やっぱり空の彼方へと行く方法を探さなければいかんということ……！

アキナ：ふふ、うふふふふふ……っ♪

ベネット：は!?　この声はいったい……っ!?（笑）

ＧＭ：……さて、アキナ。登場しようか（笑）。

アキナ：はい！　ウィンドホークに乗って登場します！

ナーシア：……ウィンドホークって、なに？

ＧＭ：個こ人じん乗りの、空を飛ぶアイテムだよ。まあ、空飛ぶバイクみたいなもんと思えばいい。

アキナ：ウィンドホークで飛んできて、みなさんの近くに着陸します！　……ピアニィさん、お久しぶりです！　ピアニィさん、アル兄様！　ご無事でしたかっ!?

ピアニィ：アキナちゃん!?

アキナ：はい！　アキナ・ブルックス、馳はせ参さんじました！

ピアニィ：アキナちゃんまで来てくれたなんて、とても嬉しいです。ありがとう。

アル：アキナ、どうしてお前がここに？

アキナ：フェリタニアの代表として、ピアニィさんのもとへと来たんです！

ナヴァール：アキナは今や、フェリタニアの第一の騎き士しだしな。

ピアニィ：アキナちゃん、立派になったもんねぇ。

アキナ：いえいえ。第一の騎士といっても、まだまだです！

ナヴァール：（ベネットの方を見て）いや、アキナは、本物のジェネラルと言えよう（笑）。

ベネット：もうそれを言うな―――っ!?（爆笑）

アル：プリプレイでも言ったが、称しよう号ごうクラスがジェネラルだからな。なんちゃってジェネラルのお前とはちがうんだ、ベネット。

ナーシア：……本物の、ジェネラル。すごい。

ピアニィ：さすがアキナちゃん！

アキナ：えへへ、あんまり褒ほめられると、照れちゃいます♪（笑）

アル：アキナは、『デスマーチ』一〇巻のエンディングの直後に、こっちに来たのか？

アキナ：はい！　いっぱい戦ったんですよ～。そのあとに、ここへやって来ました！

アル：連戦のあとか……身体は大だい丈じよう夫ぶなのか？

アキナ：大丈夫です！　……ピアニィさんたちが大変だと聞いたら、いても立ってもいられなくなっちゃって。みなさんが無事で、なによりです！（←すがすがしいまでに元気いっぱい）

アル：ま、まあ……お前が大丈夫だというなら、いいんだ……（笑）。

アキナ：それにぃ、アル兄様に会えるんだから嬉しくて嬉しくて……！（笑）

アル：久しぶりの再会だな。初めまして（一同大爆笑）。

アキナ：はい！　ようやくお会いできて、本当に嬉しいです！

ナーシア：……初めての再会。どんな言葉よ（笑）。

アキナ：……なんか、今まで会ってきたアル兄様と、喋しやべり方かたがちがいます！（笑）

ナヴァール：『デスマーチ』のアルは、ＧＭであるかわたなが演えんじていたからな（笑）。

アル：こっちとしても、今まで見てきたアキナは、菊きく池ちさんが演じたアキナだったから……胡散臭さが抜ぬけなくてな（笑）。




　失礼な。




ＧＭ：アキナは真ま面じ目めに演えん出しゆつしてたつもりだったんだがな……（笑）。

ナヴァール：感動の再会に水を差すようで申もうし訳わけないが、我われ々われは早さつ急きゆうに〝邪神の御子〟を倒しに行かねばならぬのだ、アキナ。

アキナ：……あ。あたしも、みなさんに伝えなくちゃいけないことがあったのを、思い出しました！（笑）

ピアニィ：伝えなくちゃいけないこと？

アキナ：マルセルさんからの伝言を伝えます！　「空に行くことができる船を、今修しゆう理りしている。私のもとまで来てほしい」……だ、そうです！

ピアニィ：それはつまり……。

アキナ：ええ！　あたしたちが戦って倒した相手が、すごい機き能のうを持った古代の船に乗っていたんです。それを使えば、〝邪神の御子〟がいる、天空の城じよう塞さいに行けるだろうって！

ＧＭ：うむ、マルセルはそう断だん言げんしていた。

アキナ：「この船ならば、絶ぜつ対たいに行けるはずだ。そして、ピアニィ様たちは必ずや〝邪神の御子〟を倒し、無事に帰ってくるだろう」って！

ナヴァール：ほ、ほう。

アキナ：絶対の、絶対だそうです！

アル：（優やさしい表ひよう情じようで）ア、アキナ……状じよう況きようはわかったから、それ以上言わなくていい……不安が募つのるだけだから……（一同爆笑）。

ベネット：同感でやんす……マルセル殿の発言は裏うら目めりやすいゆえ……（笑）。

アル：ようは、マルセルが移い動どう手段を用意してるって話だな。ピアニィ、どうする？

ピアニィ：フェリタニアのみなさんが、そこまで考えてくれていたなんて……あたしなんて、なにもできてないのに……しょんぼりですよ。

ＧＭ：なんで落おち込こむんだ（笑）。

アキナ：なにもできなかったのは、あたしたちの方です。ピアニィさんがいなくなったあと、状況は悪化する一方でしたし……本当に、ごめんなさい！

ピアニィ：謝あやまらないで。あたし、アキナちゃんが来てくれただけで、すごい心強い。

アル：しかも、移動手段の提てい案あんをしてくれたんだ。役に立っているさ。

ナヴァール：ともかく、アキナが、船のある場所まで案内してくれるということだな？

アキナ：はい！　修理が終わるまで数日かかりそうなので、その間に船がある場所へと移動されればよろしいかと！　天空の城塞へ向かうのは、修理が終わり次し第だい出発します！

ナヴァール：ふむ、理解した。……ピアニィ様、それでよろしいでしょうか？

ピアニィ：はい！

アル：（ナーシアに向かって）俺たちは〝邪神の御子〟を倒すために、戦う。そのために、ナーシアも力を貸かしてくれるんだな？

ナーシア：……もちろん。さっきも言ったとおり、そのために私はここに来た。

ナヴァール：ここは、あえて止めに入ろう。―――お言葉はありがたいが、これから先の戦いは、人の身には重すぎる。巻まき込こむのはよくない。

ナーシア：私は〝偉大なるヒース〟の巫女。〝偉大なるヒース〟の代わりに、あなたたちに手を貸すの。なにも問題はないわ。

ベネット：言ってはなんでやんすが……〝パワー〟を持たぬおふたりが、どこまで通用するか、わからないゆえ……。

ナーシア：ベネット、それでもね、私たちには私たちの戦い方がある。それを見せてあげる。

ピアニィ：……私たちの戦い方？

ナヴァール：……そうか。ならば、頼たよらせていただこう。

ナーシア：まかせて。

ピアニィ：その言葉に嬉しくって頷いて……空を見上げて言います。―――みんなの想いを乗せて、あの空へと向かいましょう！

ナーシア：……ええ。

アキナ：はいっ！

ＧＭ：……さて、ではここらで、ナーシアとアキナのギルドを結成しようか。

アキナ：わかりました、ナーシアさんに声を懸けます！　ナーシアさん、お久しぶりです！

ナーシア：……久しぶりね。ビルベリの暴ぼう走そう事じ件けんの時以来かしら？




　これは、『アリアンロッド・サガ ファンブック　カインド・オブ・マジック』に付属したドラマＣＤでのことである。




アキナ：たぶん、そうですよね。あたし、まだまだ非力だけど……ナーシアさんと一緒に戦わせてください！

ナーシア：ええ、もちろん。

アキナ：ところで、ナーシアさん。さっき〝偉大なるヒース〟の巫み女こだって仰おつしやってましたよね？　かつての事件で知りましたけど、ナーシアさんはスリス様と同格……正せい統とうなメルトランドの女王の資格を……？

ナーシア：アキナ。

アキナ：は、はい！

ナーシア：このことは、国に帰っても他の人に言ってはだめよ。

アキナ：え？　でも、メルトランドの人たちは、きっとみんな喜んでく……。

ナーシア：これは命令だから（きっぱり）。

アキナ：わ、わかりました、ナーシア様っ！　言いませんっ！

ナーシア：そう。それでいい。

アキナ：はい！

ＧＭ：…………おい、一いつ瞬しゆんにして、主しゆ従じゆう関係が決定したぞ（笑）。

ベネット：アキナ殿の適てき応おう力りよくの高さに驚おどろきでやんす。

ナーシア：（優しい声で）あと、「ナーシア様」はやめて。今までどおりに振ふる舞まって。

アキナ：は、はい、ナーシア様……じゃなかった、ナーシアさん。

ナーシア：……それでいい。

アキナ：あたし、ナーシアさんにこっそり耳打ちします。……実は、マルセルさんからの伝言は、もうひとつあるんです。

ナーシア：……もうひとつ？

アキナ：天空の城塞へ向かうまでの間、ピアニィさんたちには、指一本触ふれさせるな。〝邪神の御子〟との戦いは激げき戦せんになるだろうから、ピアニィさんたちには力を温おん存ぞんしてもらって、天空へと送おくり届とどけろ、と。

ナーシア：……わかってる。ただ、私もあなたも、ギルドメンバーから離れている。この状態では、どこまで守り切れるかわからない。

アキナ：そうですね。仲間って大事ですよね。あたし、これまでの戦いで、仲間の大切さを強く感じてきましたから……。

ナーシア：……だから私とあなたで、ギルドを組みましょう。

アキナ：ええ!?　ナーシアさんとギルドを組むなんて、恐おそれ多おおいですよ!?

ナーシア：（死ぬほどわざとらしく寂さびしそうに）あ……そ、そう、よね。私と一緒なんて、いやよね？　ごめんなさい。今の話、なかったことにして……（一同爆笑）。

アキナ：あああっ、そ、そういうつもりじゃなくって！　えっと、あ、あたしでもナーシアさんの力になれるなら……！

ナーシア：（可か憐れんな声で）じゃあ、私とギルドを組んで―――くれる？

アキナ：っ!?　か、かわいいっ！　もちろん、組みますよ！

ナーシア：（可憐な声で）私ひとりじゃ、心細いの……。

アキナ：（力強く）ナーシアさんのこと、あたしに守らせてください……！（一同爆笑）

ＧＭ：おい、話が斜め上の方向に進んでるぞ。

アル：お前が守るのはピアニィであってだな……（笑）。

アキナ：アキナは騎き士しとして誰かのそばにいる方が生き生きとしてるんですよ（笑）。

ナーシア：それでね、アキナ。ギルドというものは、敵てきと戦う前に必ずギルド名を名乗らなくてはいけないものなの。




　そんな決まりはない。




アキナ：そのとおりですね！　あたしも戦う前に〝エンジェルファイヤー〟ってギルド名をよく名乗ります！

ナーシア：私も〝ファントムレイダーズ〟って名乗っていたわ。

ピアニィ：（ぽつりと）あたし、名乗ってなかったなぁ……（笑）。

ナーシア：だから、ギルド名は決めておく必要があると思うの。

アキナ：そうですね！

ナーシア：〝ファントムレイダーズ〟も〝エンジェルファイヤー〟も、どちらも素す敵てきな名前よね？　新調するのは、もったいない気がしない？

アキナ：そうですよね。

ナーシア：お互たがいのギルド名から、ちょっとずつ名前を取るってことでどうかしら？

アキナ：わかりました！

ナーシア：〝ファントムレイダーズ〟と〝エンジェルファイヤー〟だから……。

ＧＭ：…………。

一同：…………（笑）。

ナーシア＆アキナ：せーの……ファントムファイヤ――――っ！（笑）

ＧＭ：そうきたか（笑）。

アキナ：〝ファントムファイヤー〟って、いい名前ですね！

ナーシア：私もそう思う。……これで決まりね。

ＧＭ：というわけで―――ナーシアとアキナは無事、ギルドを結成したのであった。

アル：すごい面白かった！（笑）

アキナ：じゃあ、ここでぎゅっと拳を握にぎりしめて、決意します。（妙みようにかわいく元気よく）……アキナはがんばります。最近、すっかり思い出してなかったけど……だから、ライオン天てん狗ぐ様、どうかアキナたちのことを見守っていてください！

アル：……なんか、今、背せ筋すじに寒気を感じたんだが（笑）。

ＧＭ：（ナレーション風に）今、アキナの目の前には、微笑ほほえむ義ぎ兄けいがいる。そんな兄のうしろに、よく知っている誰かの影がふっと浮かんだように見えた。

アル：よけいなこと言わなくていいからっ！（笑）

アキナ：なぜか師し匠しようのライオン天狗様の面おも影かげがアル兄様の背後に……っ!?

ピアニィ：アキナちゃん、そのライオン天狗様って、どんな人？

アキナ：とってもカッコイイ人なんです！　ライオンの仮か面めんを被かぶって、鼻にきゅうりをつけてました！（一同爆笑）

ピアニィ：へ、へえ……なんできゅうり…………？（笑）

アル：もしくはナスビなことも……。

アキナ：でも、すごく強いんです！　あたしを強くするために、いろんなことを教えてくれました！　「いつかあの人を超こえたい！」って思った、初めての人なんです……！

ピアニィ：なるほど！　道中、その方のお話を、もっと聞いてもいいですか？

アキナ：はい！（←満面の笑顔）

ナーシア：（こそっと）……アル、そろそろアキナに本当のことを教えてあげたら？（笑）

アル：言えるわけねぇだろ……と、肩かたを落とす。そもそもライオン天狗関係の話は、『デスマーチ』のネタなわけで……俺には、どうすることもできないわけで……（一同爆笑）。
















ナヴァール：私は、笑顔でアルの肩をポンと叩く。

ＧＭ：……（笑）。

ナヴァール：……なにはともあれ、話は決まりですな。

アル：だな。俺たちはその戦艦とやらに乗り込んで、〝邪神の御子〟をぶっ倒しに行く。

ベネット：強い味方もふたり、仲間に加わったでやんすしな！

ピアニィ：ナーシア、アキナちゃん……最後の決戦に向けて、力を貸してくださいね。

ナーシア：……もちろん。

アキナ：はいっ！

ピアニィ：では、修理中の船がある場所へ向けて、出立しましょう。

ＧＭ：では、キミたちが決意を新たにしたところで、ふいに周囲の空気がピンと張はり詰つめた。『―――面白い……とても面白いぞ、人間』

一同：っ!?

ピアニィ：もしかして、〝邪神の御子〟ですか!?

ＧＭ：そのとおり。天空の彼方にある城塞より、彼女はキミたちの心に直接、声を飛ばしてきたようだ。

ベネット：もしかして、あっしらのことを、ずっと見てたでやんすか？

ＧＭ：『いかにも。ここからは、全世界が見み渡わたせるからな』

ナーシア：（無駄にシリアスな口調で）ま、まさか……私とアキナがギルドを結成した瞬しゆん間かんまで見られていたというの？

ＧＭ：そ、それは見てなくていいや……（笑）。

ピアニィ：ナ、ナーシア……（笑）。

ＧＭ：そして、フェリタニアは言葉を続ける―――。




『〝偉大なるヒース〟を再び根付かせるとは、面白い。

　だが、それで幾ばくかの時を稼いだとて、訪れる未来は変わらぬ。

　お前たちの愛するこの世界が崩ほう壊かいするは必定―――』




ＧＭ：　〝邪神の御子〟の言葉と共に、空に〝偉大なるヒース〟の姿すがたが映うつし出だされる。アルディオンに根付き、エリンに[image: ]ぎ止めている〝偉大なるヒース〟の根や幹みきは、徐じよ々じよに闇やみに侵しん蝕しよくされつつあり……。

ピアニィ：……思ったより時間がなさそうですね。

ＧＭ：〝偉大なるヒース〟を包つつむ闇はしだいに濃こくなり、大地は悲鳴の如き軋きしみをあげる。どうやら、再びアルディオンは、エリンから切り離されようとしているようだ。

ナーシア：……〝偉大なるヒース〟になんてことを。

ＧＭ：『許ゆるせぬか？　私はこの城塞で待っている。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアよ、お前の訪問を一日千秋の想いで待つとしよう。……もっとも、我が眼前にたどり着けるとは思えぬがな―――』　この声は、キミたちだけではなく、世界中の心の中に鳴り響いた。そして哄こう笑しようをあげる〝邪神の御子〟もまた、世界中の空に浮かび上がって―――。

アル：ハデなこった。

ピアニィ：あたしは、絶対にあなたを倒してみせます……！

ＧＭ：では、そんなピアニィの宣言がなされ―――同時に、この先にさまざまな困こん難なんが待ち受けているだろうことを予感しつつ、このシーンを終しゆう了りようにしよう！







◆Middle 02◆絶望と希望

　

　それは、虚空の彼方よりもたらされた絶望だった。

　〝邪神の御子〟の言葉は、これまで歴史の陰に蠢いていた真実を人々の前にさらけだした。

　だが、その言葉は絶望と共に、ひとつの希望をもたらしていた。




ＧＭ：さて、キミたちは、マルセルたちが修理をしている船がある場所へ向かって出立したわけだが……その時、世界がどうなっているのか、ちょっと説明しておこう。

ピアニィ：世界……？　大陸が切り離されようとしてるんですよね？

ＧＭ：あ、そういう意味でなく……世界中の人々、って意味ね。

ナヴァール：ああ、さっきのフェリタニアの映像と声で……。

ＧＭ：そう、世界中の人は、今なにが起こっているかを認識してしまった。今、世界が見舞われている大異変の影に、悪しき存在があったこと。これまで、歴史の影に隠れていた闇が、表舞台に姿を見せた瞬間だったしね。

アル：世界中、パニックになっていそうだな……。

ＧＭ：なるね。ただ、必ずしも絶望にうちひしがれているだけではない。なぜなら……〝邪神の御子〟は、絶望と同時にひとつの希望を与えたからだ。

ベネット：希望？　どこに希望が……。

ナヴァール：あ。なるほど、そうか……（笑）。

ＧＭ：おわかりだろうか。それは、永らく歴史の表舞台から消えていた、ピアニィの帰還という情報だ。そして彼女が、〝邪神の御子〟を倒すため、動いているということも！

一同：なるほど！（笑）

ピアニィ：あ、あたしですか!?

ナヴァール：それはそうでしょう（笑）。どんな逆境でも、あなたはこれまでの戦いにすべて打ち勝ち、勝利をもたらしてきた。例えば女王自らが戦乱のメルトランドに乗り込んだり。

ピアニィ：う。

アル：レイウォールとグラスウェルズが、同時に攻め込んできた時、ありえない方法で追い返したり！（笑）

ピアニィ：うう。

ベネット：他にも、奇策でレイウォールを奇襲して祖国に凱旋もしたし、世界最強と呼ばれたリシャールやベルフトすら撃破してるでやんすなあ（笑）。

ピアニィ：いや、でもそれはみんなで……。

ＧＭ：だが、その旗頭となっているのはピアニィに他ならないよ。事実、ピアニィが〝邪神の御子〟を討つべく動き始めたという情報が流れた結果、世界中は沸き立った。例えば……。

旧エストネル王国・オルシア平原―――

　アベルの決戦後、ここオルシア平原では、万能戦艦トリシューラの修復が急ピッチで行なわれていた。戦いが終わってなおの作業だという言うのに、その士気は高かった。

「もうすぐピアニィ様が我々の元に戻もどられる！　あの方がここに来られるまでに、なんとしてもトリシューラを稼働させるのだ！」

「わかってるって、マルセル。そうでかい声を出すなよ。なぁ、ドラン？」

「そうナリ、わかってるナリよ。……あ、動力部の修復は、オズモッドＫ７先生とルドルフ先生、よろしく頼たのむナリ」




[image: ]




ピアニィ：オズモッドＫ７さんとルドルフ……いえ、マルドールさん！

ナーシア：マルドール、懐なつかしい……（笑）。

ＧＭ：もともと、『ブレイク』シリーズに登場していたＮＰＣだからなあ（笑）。

ナヴァール：考古学専せん攻こうのオズモッドＫ７と、ゴーレム技ぎ師しのマルドールなら、確かに船の修繕に向いてそうだな。




オズモッドＫ７

　グラスウェルズの大都市、イルシールで教きよう授じゆを勤つとめる。専せん門もんは考古学だが、古代のゴーレムやエクスマキナの研究もしている。




[image: ]




ルドルフ

　その正体は『ブレイク』シリーズに登場したマルドールという名のゴーレム技師。本来ゴルフォード王国の人間だが、秘ひ密みつ結社バルムンクから逃のがれるため、名前を変えてグラスウェルズに亡ぼう命めい中。
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ＧＭ：だが、高揚するマルセルに対し、ふたりの表情はけわしい。

一同：え？

ＧＭ：彼は、動力機関の修復作業の手を止めて、言う―――。




「……マルセル殿。残念だが、このままでは船は飛ばんよ」

「なに!?　どういうことだ!?」

　驚おどろくマルセル。オズモッドＫ７は大きくため息をついた。

「この船、動力部そのものは生きているが……動かすことはできんよ」

「な……どういうことだ！　私は錬金術に関しては知識はない。素人にも理解できるよう、簡潔に説明していただきたい！」

　愕然とした表情を見せるマルセルに、ルドルフが説明を続ける。

「燃料がありません」

　素人にも理解できる、実に簡潔な説明だった。

　マルセルは、二の句も継げなかった。

「この船を飛ばすには大きなエネルギーを必要とします。前回のフライトで貯ちよ蓄ちくしていたすべてのエネルギーを使い切ってしまったようで……」

　マルセルは、大きく肩を落とした。

「必ず戦艦を直すと……約束したというのに……」




アキナ：あはは、やっぱり裏うら目めってる！　さすがマルセルさん！（笑）

ＧＭ：しかし、失意にくれるマルセルに、ルドルフは意味ありげな笑みを浮かべて言う。




「エネルギー……そうですね、例えば竜りゆう輝き石せきのような、巨きよ大だいな力を内包しているものがあれば、どうにか動かせそうではあるのですが……」

「「竜輝石？」」

　マルセルとギィの首がぐりんと回り、その視し線せんがドランのボディへと注がれた。

「な、なんナリか……？」

　どこか不ふ穏おんな気配を察知し、ドランはジリとあとずさった。




ナヴァール：（ギィになって）「竜輝石なら、ここに立りつ派ぱなのがあるじゃねぇか！　なぁ、ドラン？」（一同爆笑）

ＧＭ：「ひぃ!?　ま、待つナリよ!?　ワタシの体内の竜輝石は言わば、我が生命！　これを引き抜かれると、命が死ぬナリ―――っ！」　そして逃げ出し……。

ナヴァール：（ギィになって）がしっとドランを捕つかまえる。「ピアニィ様のためだ。ちょっとの間だけ、我が慢まんしろ。な？」

アキナ：たしかに、ドランさんの動力源は竜輝石ですもんね。でも、死なれても困ります！

ＧＭ：問題ない。暴れるドランを、ギィとマルセルは笑顔で動力部の中枢に連行。〝ガシャンッ！〟　ドランはあっさりとマルドールらによって動どう力りよく炉ろにセットされた。

アキナ：ドランさんごと!?

アル：なるほど、それならドランも死なないし、船もエネルギーを得られるな（笑）。

ＧＭ：うむ。そしてドランが内部に収おさまった瞬間、船内の魔導機器が一斉に光り、くぐもった起動音が響ひびき渡わたった―――というところで、次へ移うつろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




旧エストネル王国領内、北東部―――

　エストネル王国が滅んでのち、その地は妖魔が跋扈する禁断の地と化していた。

　周辺各国は、その討伐に軍を繰り出すこととなった。

　それは、グラスウェルズ王国も例外ではなかった。

　派遣された騎士団の本ほん陣じんでは、若わかき国王フィリップのもと、白はく竜りゆう王おう国こく最強の将しよう軍ぐんリシャール、王国軍ぐん師しアンソンら、グラスウェルズの重じゆう鎮ちんが集まっていた。
















　行なわれる緊急会議―――その議題は、〝邪神の御子〟の言葉に端を発したものだ。

　重鎮たちが参列する軍議の中、その場の雰囲気にはそぐわない少年が、揚々と声を発し、周囲の者たちに自らの考えを説いている。

「……ピアニィ様は、必ずやトリシューラを擁ようするマルセル殿のもとへと向かうはずです。

　しかし、彼女らがかの戦艦にたどり着く前に障害はありましょう。我われらは彼女の進む道を切り開くために動くべきです！」

　若き軍師セシル―――彼の言葉に、アンソンは大きく頷いた。

「おお、それはいい案だ」

ピアニィ：アンソンさん、作戦は全部セシルさんにおまかせなんですか!?（笑）

ナーシア：……アンソンは、なんちゃって軍師だから（笑）。

ＧＭ：やかましい！　アンソンは戦せん闘とう担当なの！（笑）

ナーシア：……そういうことにしておいてあげる（笑）。

ＧＭ：…………。やがて、意見はセシルの案でまとまり、騎士団の行動指針は決まった。軍議が終了してのち、アンソンはふと空を見上げて、ぽつりと呟く。

一同：う？

ＧＭ：　「―――ナーシア、今頃どうしてるかな。……無事だといいんだけど」

ナーシア：……アンソンって、私の身を案じるような人だったかしら？（一同爆笑）

ＧＭ：ひでえっ!?（笑）

ナヴァール：アンソンは、『ブレイク』の時から、結構ナーシアを気に掛かけてましたよ？

ナーシア：そうだったの。気づかなかったわ。私にはカテナと仲良くしてる印象しか、残ってない……（一同爆笑）。

ＧＭ：しくしくしく……。だが、そんなことは慣れっこだ。そして軍議より二時間後、陣地に整列した騎士団の前に立ち、アンソンは号令を下した。




「白竜、幻竜全騎士団は、ピアニィ陛下支援のため……これより出立する！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




旧エストネル王国領内、北西部―――

　この地には、新国王リディル・バウエス率ひきいるレイウォールの竜炎騎士団が駐屯していた。

　王国軍師グレイの指し示じのもと、新国王の懐ふところ刀がたなである竜りゆう騎き兵へいバヤンと狙そ撃げき手しゆカルロス、そして、竜りゆう炎えん騎士団たちが妖よう魔またちとの戦闘に明け暮れていた。



















アル：こんどはレイウォールか！（笑）

ＧＭ：うん。状況はグラスウェルズ陣営と同じく、話はピアニィ支援の方向に傾いている。

ナヴァール：ふむ……では、メタメタ軍師のグレイは国王陛下に言おう。「……リディル様、今ごろ『無印』では最終回を迎むかえているはず。我われ々われはこの地で戦い、少しでも妖魔を討とう伐ばつしておくことが、ピアニィ様たちの利となるじゃろう」（←グレイのプレイヤー）

ＧＭ：ほんとにメタ発言だなっ!?（笑）

ベネット：「ひゃっは―――っ！　残ざん党とう狩がりだぁあああぁあ！」（←バヤンのプレイヤー）

アル：なんでそんなに三下っぽいんだよ!?（一同爆笑）

ピアニィ：バヤンさんって、ベネットちゃんにそっくり……（笑）。

ＧＭ：いいのかこれで……（笑）。こほん、夕刻……その日の戦いはあらかた終了し、平原に集結した騎士団員に向かって、リディルがさらなる指令を発する。そんなシーンだ―――。




「みなさんが疲れ切っていることは承知しています。ですが、今はピアニィ様をフェリタニア陣営が駐屯するオルシア平原に送り届けるこそが最優先事項。そのために、我らが血路を切り開きます！　みなさん、もうひとがんばり……しますよ！」

　リディルの言葉に、大地を揺るがすほどの歓声と、鬨の声があがった。

　リディルは、騎士たちを頼たのもしそうに微笑ほほえみ、そして夕刻の空を見上げて呟いた。




「ピアニィ様……どうか我らの未来に、光を」




　　　　＊　　　＊　　　＊




旧エストネル王国内、某所―――

「ふん、面白いことなったもんだな」

　切り立った崖の上より、大量の妖魔が蠢く大地を見渡しながら男は愉快そうに呟く。

「帰ってこいよ、ピアニィ。無事に戻ったらもう一度俺とやりあおうぜ」

　言葉と共に巨大な剣を背より引き抜き、ベルフトは妖魔の群れに飛び込んだ。
















◆Middle 03◆船を目指して




　ピアニィたちは、荒あれ果はてたエストネルの大地を征く。

　マルセルたちが待つ、オルシア平原へと向けて―――。




ＧＭ：では、次のシーン。キミたちが、マルセルたちが修理をしている船がある場所へと向かう旅りよ程ていを描えがくよ。

ピアニィ：はい！　……ところで、船はどこにあるんでしょう？

ＧＭ：エストネルの中央だよ。徒歩で移動すると、二～三日くらいの場所かな。

ピアニィ：よかった！　思ったより近い。

ＧＭ：ただ、その道のりは、橋が壊こわれていたり、妖魔が襲おそってきたり……さまざまな障しよう害がいが発生する。それを乗のり越こえ、船を目指すことになる。具体的には、合計で六回、判定を行なってもらおう。

ベネット：六回でやんすか。

ＧＭ：うん。フェイトの使用は可か能のうだけど、判定にチャレンジできるのは判定一回につき、ひとりだけ。しかも、六回の判定中、ひとり一回までしか判定に挑いどめない。六回ともちがった能のう力りよく値ちを求められる。

ピアニィ：ふむふむ。

ＧＭ：この判定で何回失敗したかによって、ミドルフェイズの最後に待まち構かまえている戦せん闘とうでの、エネミーのスペックや配置が変わってくるので、判定をする際さいには、誰が適てき任にんかをちゃんと考えてね。

ピアニィ：ちゃんとクリアしておいた方がいいってことですね。わかりました。

ＧＭ：最初の難なん関かんは―――街かい道どうのあちこちが隆りゆう起きしていて、道が分ぶん断だんされ、通行不ふ可か能のうになっている。迂う回かい路ろを探さがすために、難なん易い度ど33の【知力】判定をしてもらおう。

ピアニィ：あたし、【知力】は24あります！

ベネット：あっしもアルも、ナーシア殿もアキナ殿も、【知力】は２でやんすから、ピアニィ様に頼るしかなさそうでやんすな。

ピアニィ：２Ｄ＋24で33を目指すとなると、２Ｄで９以上……。

ベネット：あともう１Ｄほしいところでやんすなぁ。

アキナ：あたし、こういう時のために、覚えた技わざがあるんです！　《サポートコンダクト》、使います！

ピアニィ：ごめんね、アキナちゃん。あたしの【知力】がもうちょっとあれば……。

アキナ：謝あやまる必要はありません！　あたしの力、役立ててください！

ＧＭ：では、アキナが持っていた地図を見ながら、ピアニィが誘ゆう導どうするって感じの演えん出しゆつでいこうか。

ベネット：きっと、マルセル殿が持たせてくれた袋ふくろの中に、地図が入っていたでやんすよ。

アキナ：さすがマルセルさん！（笑）

ＧＭ：アルディオンが再びエリンから切り離されようとしているのか、あちこちから瘴しよう気きが噴ふき上あがっている。瘴気は地を覆おおい、道を隠かくそうとしている。地図を見ながら道を見み極きわめようとするピアニィを励はげますように、アキナがそっと肩に手を置く……。

ピアニィ：や、やめて！　カッコイイ演出したのに、判定が失敗したらどうするの!?（笑）

ベネット：３Ｄで９以上出せば成功でやんすな。楽勝でやんすよ、ピアニィ様！

ピアニィ：（ダイスを振ふる）出目が、低い!?　１と２と３だから……６!?

ナヴァール：では、《パリペイティア》！　ささ、振り直しを……（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）……今度は、出目が９！　ギリギリ成功！

ＧＭ：ピアニィを支ささえるように、ナヴァールが背せに手を添そえる。

ナヴァール：ピアニィ様、この地では多くの人々が妖魔たちと戦っております。その者たちの気配を探せば、おのずと通れる道がわかるはずです。

ピアニィ：わ、わかりました！　では、意い識しきを集中して、人々の気配を探します。

ＧＭ：すると、瘴気の中から、「こちらです、姫ひめ様さま！」というコネリーの声が聞こえてくる。

ピアニィ：コネリ―――っ!?　声のした方へと駆かけ出だします！

ＧＭ：すると、《ファイアボール》で妖魔を薙ぎ払はらっているコネリーの姿を発見するよ。近くでは、シェルドニアン学園の生徒たちも戦闘に参加しているようだ。「さぁ、ピアニィ様、ここはわしらにまかせて、先へと！」
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ピアニィ：ありがとう！　この戦いが終わったら、孫まごのユファちゃんのところへ、会いに行ってあげてね！

ＧＭ：再び瘴気が彼かれらの姿を隠していくが、「承うけたまわりました」という声だけは聞こえてきたよ。

ピアニィ：……しまった。これって、会えないフラグ……？（笑）

ナヴァール：結局、《ファイアボール》がなんだったのかは、謎なぞのままのようですな（笑）。

ＧＭ：では、次。妖魔の駐ちゆう屯とん地ちみたいな場所にたどり着く。先を急ぐため、妖魔たちに気づかれないような抜ぬけ道みちを探すことになる。難なん易い度ど30の【感知】判定だ。

ベネット：あっしは【感知】が15もあるでやんす。

ナーシア：私も、15よ。ベネット、【敏びん捷しよう】はどのくらい？

ベネット：あっしの【敏捷】は19でやんす。

ナーシア：私は【敏捷】が13。【感知】判定は私が受け持つから、このあと【敏捷】判定が出てきたら、ベネットに頼むってのはどう？

ベネット：了りよう解かいでやんす。〝偉大なるヒース〟の巫み女このお力、見せてもらうでやんす。

ナーシア：【感知】は２Ｄ＋15。

ナヴァール：達たつ成せい値ち30を目指すとなると、４Ｄか５Ｄ振りたいところだな。

ナーシア：フェイトは10点あるし、《ダンシングヒーロー》もある。ここは出だし惜おしみしないで、フェイトを２点と《ダンシングヒーロー》を使って、５Ｄで判定に挑いどむわ。

ＧＭ：大おお判ばん振る舞いだね。

ナーシア：ここで成功しないと、あとでみんなが大変になるから。（ダイスを振る）出目は17。達成値32で成功！　「姉さん、こっちだよ」という少年の声に導みちびかれて抜け道を発見するんだけど、そこにロッシュはいない、という感じで。

ＧＭ：では、不思議な声に導かれて、キミたちは抜け道を発見。妖魔たちの駐屯地をすり抜けていくことができたよ。

アル：なぁ、ナーシア。お前の弟、ロッシュのことだが。

ナーシア：……なに？

アル：今やアガルタ公国のトップなんだろう？　ロッシュのために無理をする必要がなくなって、よかったな。……言いたいのは、それだけだ。

ナーシア：ロッシュのために無理をしたことなんて、一度もないわ（即そく答とう）。

アル：……そうかい。

ナーシア：この戦いが終わったら、あらためてあなたに紹しよう介かいするわ。本当に、いい子なのよ。

アル：おう。お前が今まで大事にしてきた弟に会えるの、楽しみにしてるぜ。

ナーシア：（嬉うれしそうに）ええ、楽しみにしていてね。

アル：……ナーシアは、ロッシュのことが本当に大好きなんだな（笑）。

ＧＭ：さて、次の判定、いくよ。親したしき人の幻げん覚かくが「この先に進んではいけない。ここへ踏ふみとどまれ」と囁ささやき、キミたちを足止めしようとしてくる。難易度25の【精せい神しん】判定だ。

ナヴァール：【精神】判定となると、私が適任でしょう。

ＧＭ：このあと【幸運】判定があるかもしれないけど、ここでの判定はナヴァールでいい？

アル：このあと【幸運】判定が出てきたら、フェイトを使って判定する方ほう針しんでいいと思う。

ナヴァール：２Ｄ＋14で25を目指すとなると、２Ｄで11以上……。

アル：もう１Ｄはほしいところだな。

ナヴァール：ピアニィ様、ギルドサポートの《結束》は持ってきましたか？

ピアニィ：はい！

ナヴァール：では、私がフェイトを１点使用するから、誰か協力してくれないか？

ベネット：じゃあ、あっしが協力するでやんす。あっしはあんまりフェイトを使わないでやんすからな。

アキナ：ピアニィさんたちの力を温存させろって言われてるのに、あたし、なにもしなくていいのかな……？（おろおろ）

アル：これくらいなら大丈夫だって。気にするな（笑）。

ベネット：《結束》でフェイトを１点、供きよう出しゆつするでやんす。

ナヴァール：自分で出した１点を含ふくめて、これで判定で４Ｄ振れる。……長い間一緒にいたが、初めてお前との絆きずなを感じたぞ……ベネット（笑）。

ベネット：あっしも、あんたとの仲間意識を[image: ]かみしめているでやんす（笑）。

ＧＭ：では、ナヴァールの脳のう裏りに、フェリタニアの声が聞こえてくるよ。『お前は実の母に刃やいばを向けるのか？』
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ナヴァール：「お前は私の母ではない」と心で会話を交かわそう。

ＧＭ：『なぜそう言える？　母の微笑ほほえみを見ても、お前は同じことが言えるのか？』　では、判定をどうぞ。

ナヴァール：（ダイスを振る）クリティカル。微笑みを浮かべる母上の幻げん影えいに向かって、はっきりと言ってやろう。「……お前は、私の母の身体を乗っ取った、憎にくむべき敵てき。母上などではない！」

ＧＭ：その言葉を受けて、フェリタニアの幻影が笑みを消す。

ナヴァール：早くステラを返せ。
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ベネット：でも、《結束》で絆を感じたあっしは、きっとこの心の会話を聞き取ってるでやんすな？（笑）

ＧＭ：ああ、そうなるね（笑）。

ベネット：強い思いがあるようでやんすな？　あっしはあんたを応おう援えんするでやんすよ。

ナヴァール：ありがとう、ベネット。

ＧＭ：では、暗い部屋の中、ステラが「ナヴァール……」と呟つぶやくカットインが入ったところで、次の判定に移ろうか。

一同：はーい！

ＧＭ：さて、四回目は運命のわかれ道。谷間を進んでいたところ、巨大な岩が道を塞ふさいでいて、このままでは通行できそうにない。岩をどけるために、難易度30の【筋きん力りよく】判定をしてもらおう。

アル：【筋力】は、俺とアキナの得意分野だが……。

ベネット：残ってる判定はふたつ。まだ使われていない能力値は【幸運】【器用】【敏びん捷しよう】の三つ……。

アキナ：ここは、アル兄様に判定してもらった方がいいと思います！　あたしはいざとなったら、フェイトを思い切りつぎ込こめますし！

アル：でも、俺は【筋力】が17、【器用】が18。【器用】の方が高いんだ。

ベネット：【敏捷】はあっしが得意でやんす。それに、【幸運】判定が来たとしても、フェイトと《ハードラック》でなんとかなると思うでやんす。

アル：あ、そうだ。ひとつ提案がある。

ＧＭ：うい？

アル：《クウェリィ》を使って、【幸運】判定があるかどうか、聞いてみるってのはどうだ？　【幸運】判定さえなければ、あとは俺とベネットの得意分野だから、安心して挑いどめる。

ＧＭ：了解。《クウェリィ》を使うなら、ちゃんと答えるよ。

ベネット：では……《ファミリア》の猫ねこを置いて、目の前に【幸運】【敏捷】【器用】の三枚まいのカードを出す。……さあ、ないものを指すでやんす！（笑）

ＧＭ：すると猫はきょろきょろと見て、「ふんはぁ！」と、【幸運】と書かれたカードを粉ふん砕さいする。

ベネット：【幸運】は……！

一同：ないっ！

アル：よし、じゃあやっぱり、アキナに【筋力】で判定してもらおう！（笑）

アキナ：まかせてください！　フェイトを３点使用して、５Ｄ＋14で判定。（ダイスを振る）出目が６、６、６、６、１っ！　クリティカルです！

一同：すげえぇ―――っ!?（笑）

アキナ：あたし、相当焦あせってますね！（笑）

ＧＭ：巨大な岩……どうする？　砕くだく？　持ち上げる？

アキナ：ワンパンチで粉々に砕きますっ！（笑）

ＧＭ：アキナが巨大な岩に拳こぶしを叩たたき付ける。一瞬の静せい寂じやくのあと、〝びしびしっ〟と音を立てて、ヒビが入り始め……やがて、〝ばぁん〟と崩くずれるよ。

アキナ：やったぁ！

ＧＭ：砂さ塵じんが舞まい上あがる中、アキナは「いい？　ダイアモンドでもね、場所によっては一いち撃げきで壊れるのよ」という義ぎ母ぼエルゼリエの言葉を思い出す。
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アキナ：場所を見極めろっていう教えを守りました！　「アル兄様、邪じや魔まな岩は壊しました！」

アル：うん、今ちょっと[image: ]あ然ぜんとしてるぞ（笑）。

アキナ：あっ、もしかして、ちょっとやり過すぎちゃったですかっ!?（おろおろ）

アル：いや、まあ、いいけどな……（笑）。しかし、お前、本当に強くなったなぁ。

アキナ：はぅっ！　褒ほめられた!?　はわわわぁ～っ!?


ＧＭ：では、次の判定。妖よう魔またちが罠わなを仕掛けていたので、上う手まく立ち回って、罠を解かい除じよしなくてはならない。というわけで、難易度25の【器用】判定だ。

アル：じゃあ、俺がやる。《ドラゴンソウル》を使用して、３Ｄ＋18。（ダイスを振る）達成値29で成功。その罠が弓が降ふり注そそぐようなもので、あえて発動させて《ディフェンスライン》ですべて弾はじき返したってのはどうだろう？

ＧＭ：ＯＫ。では、仕掛けられた罠からアルに向かって、矢が雨のように降り注ぐ。

アル：剣けんを抜ぬいて、すべて弾き返す！

ＧＭ：しかし、最後の一本が想定外のところから飛んでくる……のだが、《プロテクション》によって弾かれる。

ナヴァール：私はなにもしてないが……？

ＧＭ：すると、崖がけの上から「俺だよ、俺」という声が聞こえてくるよ。金きん髪ぱつの……。

アル：……サイラスか。

ＧＭ：そうだ、キミの親友一号・サイラスだ。




サイラス

　軽けい薄はくな神官のふりをしているが、実はノーデンスである。
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アル：なにをしにきた？

ＧＭ：「相変わらず冷たいな。ピンチかと思って、手助けしたのに」

アル：悪いが、お前にかまってる暇ひまはないぞ。

ＧＭ：「わかってるって。さっさと先に行け。この辺の妖魔は、相手しておくさ」

アル：ああ。

ＧＭ：……てなところで―――では、最後の判定だ。

ベネット：いよいよあっしの出番でやんすな！

ＧＭ：ベネットが先頭を歩いていると、突とつ如じよ、崖が崩ほう落らくして、岩が転がり落ちてくる。避さけるためには、難易度33の【敏捷】判定に成功してもらおう。

ベネット：【敏捷】判定は、３Ｄ＋19。14以上出れば成功でやんすな。《ダンシングヒーロー》を入れて４Ｄ。これで期き待たい値ち……。

ナヴァール：安あん全ぜん策さくをとって、フェイトを１点使っておくのも手だ。

ベネット：そうでやんすな。フェイトと《ダンシングヒーロー》を使って、５Ｄ＋19にしておくでやんす。

ナーシア：（わざとらしく）平へい均きんを出せばクリアできるのに、フェイトを使うの？（笑）

ベネット：そりゃナーシアさんからしたら簡単でやんすが!!　あっしには厳きびしい範はん囲いでやんすよ！（笑）

ピアニィ：ベネットちゃんなら、４Ｄでも14が出ますよ！　大丈夫！

アキナ：そうですよ！　それに、４Ｄ振れば、ひとつくらい６が出て、《ハードラック》を使って判定をクリティカルにできそうな気がします！

ベネット：よし、《ダンシングヒーロー》のみ使用で、４Ｄでトライするでやんす！　（ダイスを振る）……出目13、達成値32。

アル：１足りない（一同爆笑）。

ベネット：し、失敗でやんす～！　あっしは岩に押し潰つぶされて死んだ。ぐしゃ（一同爆笑）。

ナヴァール：まぁ、待て。《パリペイティア》。さぁ、ダイスを振り直すといい。

ベネット：よ、よし、やってやるでやんす！　（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ＧＭ：しかも、６が三つも出てるじゃないか！

ベネット：あっしの姿が岩に潰された……と思った次の瞬間、あっしは崖の上に立っているでやんす。「ははは！　沈しずんだと思っていたか！　あっしはここにいるぜぇ！」

ＧＭ：ベネットの背はい後ごにすっとフェルシアが現われて、「自分のフェイト、ちゃんと使いなさい」と言うと、ベネットの頭を杖つえでポカリとなぐった。

ベネット：落下します。




フェルシア・ブリガンティアル

　神の化け身しんたるアバターで、アヴァロンにいる。無口で思し慮りよ深ぶかいが、ときどきボケをかます。アリアンロッド旧きゆう版はん時代のリプレイ『無印』シリーズのＰＣで、プレイヤーは久保田悠羅くぼた・ゆうら。
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ＧＭ：では、崖から落下して、ベネットは再びみんなのもとへと戻った、と。

ピアニィ：一瞬のできごとでしたね（笑）。

ＧＭ：さて。およそ二日の旅であったが、キミたちは艱かん難なん辛しん苦くを乗り越え、ほとんど消しよう耗もうすることもなく、船……戦せん艦かんトリシューラの元へと到とう達たつした。修復作業は、急ピッチで行なわれているようだ。

ナヴァール：あれが、トリシューラか。

アキナ：はい！　大きいでしょう？

ピアニィ：あれを使えば、〝邪心の御子〟がいる城塞まで行ける……。

ＧＭ：そういうことだ。では、この辺でシーンを終了しよう！







◆Middle 04◆空へ




　戦艦までピアニィたちを連れてくるというアキナの役目は果たされつつあった。

　しかし、順調な旅路とは裏うら腹はらに、アキナはある不安を覚えていた。

　マルセルさん、裏うら目めってないかな。

　そんな不安を振ふり切きれないまま帰き還かんしたアキナが見た戦艦の姿は……。




ＧＭ：では次のシーンだ。シーンプレイヤーはアキナでいこう。

アキナ：はーい♪

ＧＭ：キミたちが目的地にやってくると、優ゆう秀しゆうなるフェリタニアの軍と巨大な戦せん艦かんがある。戦艦はアキナが出発する前とはうってかわり、外見上は綺き麗れいになっている。

アキナ：おおー。

ＧＭ：フェリタニア軍は作業を終えて休きゆう憩けい中のようで、個こ々こ人じんごとに身体を休めている。が、キミたちが姿を現わすと、すぐに隊列を整ととのえ、指し揮き官かんがキミたちの方にやってくる。超ちよう優ゆう秀しゆうな王国軍ぐん師しのマルセル・ベルトランだ。

アキナ：マルセルさん、戻りました！

ＧＭ：マルセルはピアニィへ一礼してから、アキナへ声をかける。「アキナ、よくやった。修復とシステムの再起動は無事完かん了りようした。いつでも飛べるぞ」

ピアニィ：おおっ！

アキナ：マルセルさん、ありがとうございます！　本当だ、約束どおり、すっごく綺麗に直してありますね……！

ＧＭ：「……アキナ、少し口調がお馬ば鹿かになったんじゃないか？」

アキナ：そ、そうですか？　いやぁ～、三年越ごしの出会いがあったもので……（一同爆笑）。

ナーシア：三年越しの出会いで口調がお馬鹿になるの？（笑）

ＧＭ：「ま、いいだろう」で、マルセルは次にアルの方を向く。「おお、アル殿！」

アル：よお、お疲つかれさん。……あんま会話してなかったから、どう反はん応のうすればいいのかわからん（笑）。

ＧＭ：そういえばそうだ（笑）。で、次に目を付けるのは……ピアニィだな。

ピアニィ：お久しぶりです、マルセルさん。

ＧＭ：「陛へい下か……いえ、ピアニィ様。ご無事でなによりです」

ピアニィ：そちらこそ、いろいろご迷めい惑わくをおかけしたようで……あたしに吸収能力がついてしまったせいで、フェリタニアのことを守れずに……申し訳ありませんでした。

ＧＭ：「いいえ。あなたはこれからフェリタニアを、世界を守るのではありませんか」

ピアニィ：はい……！　今から、この戦艦で、あの〝邪じや神しんの御み子こ〟のいる城を目指します！

ＧＭ：「はっ。あとのことは、おまかせいたします」

ピアニィ：はいっ！

ＧＭ：「この戦艦は、完かん璧ぺきに修復・再起動を終えております」

ピアニィ：ん、んー？（なぜか不安そうな顔）

ＧＭ：「飛び立つことに問題はなく……」

ピアニィ：んん～!?（とても不安そうな顔）

ＧＭ：「敵の城まで、なんの問題もなく航行し……」

ピアニィ：…………。

ＧＭ：「全員を無事、城じよう塞さいまでお運びすることでしょう」

ピアニィ：み……みんな！　がんばろうね！　たどり着くまでに、きっとなにかあるから！（一同爆笑）

ベネット：ははは、なにを言っているでやんすか？　マルセル殿どのがこんなに太たい鼓こ判ばんを押おすんだから、絶対うまくいくでやんすよ（笑）。

ナーシア：それもフリよね？（笑）

アル：もう、不安しかねえよ（笑）。

ＧＭ：「では、ベネット殿、アル殿、そして……ナヴァール。すべてを、あなたがたに託たくします。……ナーシア殿、駆かけつけてくださり、感謝いたします」

ナーシア：……当然のことをしているだけ。

ＧＭ：ナーシアの言葉に、マルセルは軽く頭を下げる。「……さて、もう準じゆん備びはすんでおります。早くお乗りください」

ピアニィ：マルセルさんは、一いつ緒しよに行かないんですか？

ＧＭ：「私には、まだやるべきことがあります。妖魔や魔族が、すべて駆く逐ちくされたわけではありませんから……地上のことは我々におまかせください」

ピアニィ：おまかせします。

ＧＭ：「どうぞ憂うれいなく」

ピアニィ：………………（困ったような笑え顔がおを浮かべる）。

ＧＭ：「……なぜそのような顔をされているのです？」

ピアニィ：い、いえ……その……（笑）。

アキナ：マルセルさんがなにか言うたびに、裏目が気になっちゃうんですよね（笑）。

ベネット：こればっかりはどうしようもないでやんすな（笑）。

ナヴァール：……最後に、私が声をかけよう。「マルセル」

ＧＭ：「……なんだ」

ナヴァール：―――ありがとう。

ＧＭ：マルセルは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。「な、ナヴァールが礼を言った、だと……！」

ナヴァール：驚おどくのも仕方がないか。『デスマーチ』に登場するナヴァールは、本当にひどい奴だからな。うむ。

ＧＭ：ホントひどいよ！　あれ絶対ラスボスだよ！（笑）

アキナ：完全に険けん悪あくですもんねぇ～……ナヴァールさん、マルセルさんをからかってるのか、空を飛んできたりしますし（笑）。

ピアニィ：ナヴァール、なにをしてたの……（笑）。

ナヴァール：いつもとぼけてるしな（笑）。

ＧＭ：超ちようイヤミだったしな！（笑）

アル：……俺たちの知ってるナヴァールとちがう（笑）。

ナヴァール：まあ、『デスマーチ』はともかく、最後くらいはいいことを言おうと思って（笑）。「……ありがとう、マルセル。ステラを必ず、命に代えてでも救い出す。私にまかせてくれ」

ＧＭ：すると、初めから予期していたように、彼は素そっ気けなく答える。「……もとより、そのつもりだ」

ナヴァール：私は鳳ほう雛すうと呼よばれ、ステラは臥が龍りようと呼ばれた。

ＧＭ：また懐なつかしいネタだな！

ナヴァール：だとするならば、お前は麒き麟りんだ。アルディオン大陸一の軍師は、今はお前だ。何度も繰くり返かえしたセリフだが、あとのことは頼たのむ。これでもう二度と、会うことはなかろう。

アキナ：はぅっ……!?


ＧＭ：マルセルはなにかを言いかけるんだが、言葉にならない。ただ、ナヴァールに一礼をするのみだ。
















ナヴァール：私も一礼を返そう。……この時代に意味のない言葉だが、身体には気をつけて。

ＧＭ：「……わかった」

ナヴァール：そのまま振ふり返らず、戦艦に乗のり込こむ。

ピアニィ：かっこいい！

ナヴァール：陛下、時間がありません。行きましょう。

ＧＭ：と、キミたちが戦艦に乗り込むのを、マルセルはずっと、姿が見えなくなるまで見つめている。きっと、ギィも近くにいるだろうね。

ナヴァール：マルセルの背後あたりにでもいるんだろう。

ＧＭ：そして、戦艦の扉とびらが閉しまり、ゆっくりと地面から浮うかび上あがって……。

ベネット：あっしは投げられたテープの端はしを持って、戦艦を見上げているでやんすよ（一同爆笑）。

ナヴァール：……おや？　ベネットがいないようだが（笑）。

ピアニィ：乗ってない！　ベネットちゃんが乗ってないよ!?（笑）

ナーシア：……ベネットは地上にいるわ。

アル：なんで見送る側にいるんだ！（笑）

ベネット：はっ!?　ま、またこのパターンか!?　あっしを乗せろぉ―――っ!?（笑）

ＧＭ：わかったわかった、急いで戦艦に取り付き、無事に回かい収しゆうされたでいいぞ（笑）。

ベネット：ひ、ひぃー、危あぶなかったでやんす（笑）。

ＧＭ：ＰＣを乗せた戦艦はゆっくりと浮ふ上じようし、空に浮かぶフェリタニアの城じよう塞さいへと向かっていく。

ナヴァール：で、戦艦の中に声が響ひびくわけだ。「……移動中は揺ゆれるから、しっかり[image: ]まっているナリよー！」

ピアニィ：おおっ！　ドランさん！　姿が見えませんでしたが、この戦艦の操そう縦じゆう者しやだったんですか？

ＧＭ：「いや、動力源ナリ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

アル：動力源っていわれると、一いつ生しよう懸けん命めいドランが自転車こいでるイメージになるんだよなぁ（笑）。

ナヴァール：「動力室を覗のぞいてはいけない」と言われていて、覗くとドランが自転車をこいでいるとか（笑）。

ベネット：見られたからには帰らなければー（笑）。

ＧＭ：なんで『鶴つるの恩おん返がえし』なんだ。

ナヴァール：扉を閉めて「なにも見なかった」と言えばいい（笑）。

ＧＭ：さて、巨大な戦艦はゆっくりと上じよう昇しようし、強い風が巻まき起おこる。下にいたフェリタニア陣営は、いっせいに敬けい礼れいをしてキミたちを見送る。

ピアニィ：えぇっ!?　け、敬礼!?　……じゃあ、フェリタニアの人たちの勇ゆう姿しをじっと見つめます。

ＧＭ：そして、空に舞い上がった戦艦を地上から見送ってから、マルセルは陣営を振り返り、号令を発する。「敵を一歩たりともここへ近づけるな。この場所を死守せよ！」

ナーシア：……マルセル、一番かっこいいわね（ＧＭを見る）。

アキナ：マルセルさん、大人おとなですねっ（ＧＭを見る）。

ＧＭ：わかったよ！（笑）号令を出したあと、マルセルは呟く。「この航海が無事であることを祈いのろう。もちろん、私が修復したのだ、絶対に安全だ」

アキナ：あーっ！（笑）

ナーシア：…………（笑）。

ＧＭ：さて、浮上してからややあって、フェリタニアの城塞が見えてくる。その城塞に向けて、戦艦は一気に突つっ込こんで行く。その瞬間、マルセルの笑顔と共に、「絶対に安全だ」という言葉がリフレインする。

ピアニィ：…………（笑）。

ＧＭ：その次の瞬間。城塞からなにかが撃うち出されるのが見えるぞ。

ベネット：あら、花火かしらん。

ＧＭ：撃ち出されたそれは空中で破は裂れつ！　無数の炸さく裂れつ弾だんとなって、トリシューラ目がけていっせいに降り注ぐ！　魔導弾……まあ、ミサイルのようなものだと思ってくれればいい。

ベネット：おお、歓かん迎げいの花火でやんすな。

ＧＭ：そのとおり、歓迎の花火だ。ただし、爆ばく発はつするのはキミたちだ。

ナーシア：え、これって問答無用でダメージを受けるってこと？

ＧＭ：いや、もちろん飛んでくる魔導弾を迎げい撃げきするチャンスはある。ルールは以下のとおりだ。





・ＰＣはそれぞれ一メインプロセスを行ない、魔導弾を攻こう撃げきする。

・「射しや程てい：至し近きん」以外の攻撃手段でのみ、魔導弾を攻撃する。

・魔導弾へ与あたえたダメージは魔導弾の攻撃力を削けずる。全員の行動が終わった後、削りきれなかった攻撃力はそのまま戦艦への物理ダメージとなる。

・《カバーリング》を使用すれば、戦艦へのダメージを肩かた代がわりできる。複ふく数すうのキャラクターが《カバーリング》すれば、人数分ダメージを分ぶん割かつする。

・魔導弾の攻撃力は一六五〇点。四〇〇点以上ダメージを受けた場合、戦艦は墜つい落らくする。なお、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は０とする。






ピアニィ：つまり、魔ま法ほう攻撃や射しや撃げき攻撃で魔導弾を迎撃するんですね。

アル：撃ち漏らした分は、俺とアキナが《カバーリング》で受け止めるわけか。

ＧＭ：そういうことだな。なお、《カバーリング》したキャラクターの【ＨＰ】が０になった場合、あふれた分のダメージはそのまま戦艦にいくので気をつけてくれ。

ナヴァール：このシーンだけの特別ルールってことだな。戦艦が墜落したら？

ＧＭ：もちろんゲームオーバーだ。

ピアニィ：《プロテクション》とか《サモン・アラクネ》は使えますか？

ＧＭ：使える。ただし、キャラクターは同じエンゲージにいるものとして、《ワイドプロテクション》や《サモン・アラクネ》なら、《カバーリング》を使ったキャラクター全員に効こう果かがある。

ナヴァール：了解。

ＧＭ：さて、説明はこんなところでいいかな。では、始めようか。




●第一ラウンド

▼行動値

ナーシア　　　　　45

ベネット　　　　　38

ピアニィ　　　　　21

アル　　　　　　　12

アキナ　　　　　　11

ナヴァール　　　　７




ＧＭ：管理が楽なんでラウンド進行で処しよ理りするぞ。まずはセットアッププロセス。ナーシアからだ。

ナーシア：《クイックステップ》《ブライトステップ》。行動を加速させるステップを踏ふんで【行動値】＋９。54にまで上がる。

ピアニィ：すごーい！

アキナ：はわわわ、速～い！

ベネット：次はあっしでやんすな。《マスターテイマー》《コールサーバント》でやんす。使い魔まの猫ねこに、旅人の石を食わせて巨きよ大だい化かさせるでやんす。ふはは、怖こわかろう！

ＧＭ：お前の猫はいつも巨大化するな（笑）。

ベネット：ふはは、この一撃で、貴き様さまらの城は粉みじんだ！　……あ、適てき当とうに言ってるだけなんで、次どうぞ（笑）。

ＧＭ：次はピアニィだね。

ピアニィ：《インクリーズデバイス》を遠えん距きよ離りに攻撃できるベネットちゃん、ナーシア、あたしの三人にかけます。支し援えんする球体を魔ま術じゆつで作成して飛ばします。ダメージに＋22してください。

ナーシア：ありがとう、ピアニィ。……ダメージ計算用に電でん卓たくがほしいわ（笑）。

ＧＭ：次はアルだけど、なにかある？

アル：俺はなにもできないから、なし。

ＧＭ：アキナも同じかな？

アキナ：はいっ、あたしもなにもないですっ。

ＧＭ：了解。最後はナヴァール。

ナヴァール：《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》。指定はアコライトだ。さらに《ヘイスト》をナーシア殿に。（ダイスを振る）……発動して、【行動値】に＋16。

ナーシア：……【行動値】が70まで上がった。これで、《デスブレイド》でダメージが＋[image: 100]される。

ＧＭ：意味がわからん!?（笑）

ナヴァール：これでセットアッププロセスは終わりだな。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。【行動値】トップは70のナーシアから（笑）。

ピアニィ：速ーい！（笑）

ナーシア：ムーブアクションで《アフターイメージ》、マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ゲイルスラッシュ》。《ワイドアタック》《ワイドストーム》を二回行なうわ。

ＧＭ：二回攻撃か……どうぞ！

ナーシア：命中判定は＋５、さらに＋１Ｄされているから、５Ｄ＋22。《ダンシングヒーロー》で＋１Ｄして、６Ｄ＋22。

ピアニィ：英え麻ま様ダイス！　がんばれ！

ナーシア：……行きます。えい！（ダイスを振る）……ひ、低い!?　ちょっと、これは低いかも……クリティカルもしてない。15だから、37ね。

ＧＭ：こちらは避よけないから、命中する。ＯＫ、ナーシアのぶん投げた斬ざん滅めつ環かんが空を切り、発はつ射しやされた魔導弾を次々と薙ないでいくと、少しの間を置いて次々と爆発が起こる。ダメージをどうぞ！

ピアニィ：《ディスコード》！　崩ほう壊かいの角つの笛ぶえを吹ふきます。ぱおぱ～♪（ダイスを振る）……23点！

ナヴァール：さらに《チェックメイト》。ケセドの杖つえも使う。（ダイスを振る）……出目がいいな。64点。

ナーシア：ありがとう、ピアニィ、ナヴァール。ダメージは、基き本ほんが７Ｄ＋85、《デスブレイド》を宣せん言げんして、＋[image: 100]する。

ＧＭ：……そ、想定とちがう（笑）。

ピアニィ：あら？　そうなの？（笑）

ナーシア：……ダメージいくわ。えい！（ダイスを振る）……平へい均きんね。

ナヴァール：荻おぎさんの呪のろい？（笑）

ナーシア：そうかも（笑）。……いや、平均より低い。７Ｄで19、[image: 226]点の物理ダメージ。

ＧＭ：結けつ構こうダメージ出るな！　えー……支し援えんも合わせて[image: 313]点か！

ナーシア：……これが、一回目。

ＧＭ：これで!?（笑）

ナーシア：二回目の命中は、５Ｄ＋22ね。（ダイスを振る）……クリティカルしない。《デスブレイド》……。

アル：クライマックスに向けて温存でもいいんじゃないか？

ナーシア：そうね。ダメージは７Ｄ＋85。……ダイス変えよう。

ＧＭ：お、変えるの？

ナーシア：平均的な目しか出ないから。

ＧＭ：……わたくしのダイスもありますよ？

ナーシア：いらない（断言）。

ＧＭ：目もくれない！（笑）

ベネット：じゃあ、あっしのをどうぞ（笑）。

ナーシア：ありがとう。それじゃあ、いきます！（ダイスを振る）……出目がよくなった！（笑）

ナヴァール：うむ、菊池さんのダイスを借りなくてよかったな（笑）。

ＧＭ：く、くそう！（笑）

ナーシア：出目が26だから、[image: 133]点ダメージ。

ＧＭ：累るい計けいダメージ[image: 446]点だな。

アル：おお、ナーシアだけで[image: 400]点超えたか。

ピアニィ：強い強い！

ＧＭ：本当に強いな！（笑）

ベネット：さて、次はあっしでやんすね。うおー、こいつぁ負けてられねぇぜー。ムーブアクションなし、マイナーアクションで……（唐とう突とつに動きを止める）。

ＧＭ：ん、どうしたベネット？

ベネット：……ところで、この素敵な魔導弾さんの分類は、魔ま獣じゆうですよね？

ＧＭ：なんでだよ!?（笑）

ベネット：妖魔の力を受けた動物が変へん質しつした魔導弾……な、なんと恐おそろしい兵器なんだ―――っ!!（笑）

ＧＭ：そんなわけあるか（笑）。分類は設せつ定ていしていなかったが、あえて付けるなら機械だな。

ピアニィ：残念～（笑）。

ベネット：仕方ないでやんすなあ……。魔獣ならダメージも上がったでやんすが。

アル：魔ま滅めつの矢、使う気だったのか？

ベネット：場合によっては。

ナヴァール：でもあれ、高いだろう？

アル：一本一万Ｇもする。

ナーシア：一本一万!?

ベネット：簡単に言うと、あっしは他の人が買い物していないのをいいことに、お金をちょっぱったということでやんす！（笑）

ナヴァール：まあ、世界を救うのに必要な金だ（笑）。

ベネット：まあ、それは置いておいて、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》、破は邪じやの魔ま弓きゆうで撃うつでやんすよ。

ＧＭ：ほいよ。




　この攻撃はベネットの出目が奇き跡せき的てきなまでによかったおかげで、合計[image: 320]点のダメージを叩たたき出だした。




ベネット：あわわわわ、やばい、死ぬ、出目がよすぎて死ぬでやんす！

ナーシア：……燃もえ尽つきる前のろうそくかしら（笑）。

ベネット：いや、死なない！　この調子でいけば……見える！　見えるぞ！　エリンディルに凱がい旋せんするあっしの姿がー！　はっ、これは、夢ゆめ……？

アル：ベネット帰ってこーい（笑）。

ＧＭ：えー……これで累計[image: 766]点だな。

ナーシア：すごい！

ピアニィ：でも、あと一〇〇〇点ぐらいあるんだよね……そんなに削れないかも……。

ＧＭ：次はピアニィだ。

ピアニィ：はい。……全力でいった方がいいかな？

ナヴァール：いや、温存しても大だい丈じよう夫ぶでしょう。ただ、《マジックフォージ》はシーン一回ですから、入れるべきでしょうな。

ピアニィ：わかりました！　まずフリーアクションで《デュアルルーン》、《ウォータールーン》《ブライトルーン》。ルーンを素す早ばやく刻きざんで、〈水〉属ぞく性せいと〈光〉属性の魔法攻こう撃げき力りよくを上げますっ。

ＧＭ：…………。

ピアニィ：ムーブなし、マイナー《ブーストマジック》、メジャー《フロストプリズム》《フォーチュンルーン》！　命中判定前に真理の書を使用。命中したら《神しん域いきの魔術》で効果が変へん更こうされた《マジックフォージ》を宣言します！

ＧＭ：宣言自体がもう呪じゆ文もんみたいだよなあ……（笑）。

ベネット：まとめると「お前は死ぬ！」でやんす（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）……クリティカルしなかった。達成値45！

ＧＭ：敵の放った無む慈じ悲ひな魔導弾に対して、もっと無慈悲な攻撃が襲おそいかかってくる……（笑）。ダメージをどうぞ。

ピアニィ：えっと、フェイトは温存して……《マジックフォージ》を使って……う～、ぜんぜんダメージが出ない気がする～。12Ｄ＋[image: 231]。

ＧＭ：ぶっ！（笑）　どこがだよっ!?

ベネット：「ぜんぜんダメージが出ない気がする」という発言はなんだったのか（笑）。

ＧＭ：数字がおかしいわ！（笑）

アキナ：切きり札ふだを使ってないのに……（笑）。

ピアニィ：えーい！（ダイスを振る）……出目40だから、[image: 271]点！（笑）

ＧＭ：累計ダメージ、一〇三七点。

ピアニィ：あたしは二回攻撃できないから、これでおしまいです。

アル：次は俺だがやることがないので、行動放ほう棄き。

アキナ：あたしも同じく放棄です！

ナヴァール：で、私の番だが……《ジョイフルジョイフル》でもう一度誰かを攻撃させるのはできる？

ＧＭ：問題ないな。

ナヴァール：では……誰を《ジョイフルジョイフル》するか、だが。

アル：ベネットじゃないか？　切り札を使わないなら、一番ダメージ出る。

ナーシア：そうね。私はもう《ゲイルスラッシュ》使えないし。

ナヴァール：ふむ、ならベネットか。《ジョイフルジョイフル》をベネットに！

ＧＭ：ここで発動に失敗すると面白いですよ？（笑）

ナヴァール：そうそうファンブルしないよ？（笑）

ＧＭ：ですよねー、３Ｄ振るからなー。

ナヴァール：はっ！（ダイスを振る）……危ない、ダイスがひとつ１だった（笑）。１、２、３で成功。

ＧＭ：ひでぇ数字だな！（笑）

ナヴァール：ということで、《ジョイフルジョイフル》発動。さあベネット、やれ！

ベネット：ではもう一回、攻撃でやんす！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》でやんす！　往おう生じようせいやー！　一回目。（ダイスを振る）……クリティカルはなし。49で命中。

ＧＭ：うむ、ダメージをどうぞ。

ベネット：《ピアシングストライク》を宣言でやんす。（ダイスを振る）……おお、必ず６が三つぐらい出るでやんす!?

ナーシア：……どうしたのかしら。

アル：さっきナーシアにダイスを貸したから、その運が移ったとか？（笑）

ベネット：はっ！　その可か能のう性せいが大！　ありがとうございます、ナーシア様！（笑）

ナーシア：……やっぱりベネット死んじゃうのかな、今回（一同爆笑）。

ピアニィ：ええ～っ!?（笑）

ベネット：こんなにも身体が軽い！　もうなにも怖こわくない！（笑）

アル：また、わかりやすい死し亡ぼうフラグを（笑）。

ナーシア：じゃあ、ベネットが死んだら、代わりにナーシアが入ります（一同爆笑）。

ＧＭ：それは画期的だな！（笑）

アル：クラス的にもちょうどいい！（笑）

ベネット：や、やばい！　やっぱり、死ぬわけにはいかないでやーんす！（笑）　一発目のダメージは、[image: 139]点でやんす。

ＧＭ：うむ、累計ダメージ、一一七六点！

ベネット：続けて二発目！（ダイスを振る）……出目がすごい、やばい、ちょっとナーシアの加か護ごがすごい！　６Ｄ振って、出目が27！　達成値51!!（笑）

ナーシア：（出目を見て）おおっ、すごい！（笑）

ＧＭ：これは確たしかにすごい。やばい、ナーシアの精せい霊れいがダイスに宿っている（笑）。

ナーシア：その代わり、私が平へい均きん値ちしか出ない……荻さんのダイスと一緒に、自分のダイスを入れてたからかな？（笑）

ＧＭ：荻さん成分がしみ出してきたのか（笑）。

ピアニィ：英麻様、あたしのダイスも振って～！（笑）

ナーシア：いいよ～。ほっ！（ダイスを振る）……これでいい？

ピアニィ：ありがと～！　これで英麻様の力が宿った！（一同爆笑）

ベネット：それはともあれ、《ピアシングストライク》！（ダイスを振る）……おお、またも出目がいい。10Ｄで38、[image: 140]点でやんす！




　ナーシアの斬滅環が、ピアニィの《フロストプリズム》が、ベネットの矢が、迫せまり来る魔導弾の群むれを薙なぐ。

　戦艦へたどり着くことなく、次々と爆ばく発はつしていく魔導弾。

　しかし、大きく数を減げんじながらも、爆ばく炎えんを突つき抜ぬけ、魔導弾の群れはなおも戦艦を目指す……！




ＧＭ：累計ダメージ一三一六点！

アル：ということは、残り[image: 334]点か。

ＧＭ：だな。攻撃によって魔導弾の大半が破は壊かいされ、爆発。しかし、その爆発を貫つらぬいて[image: 334]点分の魔導弾が飛んでくる！　……ちょっと少なくね？（笑）

ベネット：この魔導弾も、まっこと少のうなりました。

ナーシア：そのまま放置しても、戦艦沈まない（笑）。

ナヴァール：とはいえ、黙だまって喰くらうわけにもいくまい。

アル：だな、戦艦を《カバーリング》だ。

アキナ：あたしも《カバーリング》です！

ＧＭ：では。[image: 334]点をふたりで割わった分[image: 167]点の物理ダメージがアルとアキナへいくぞ。

アル：ピアニィ、旦だん那な、頼む！

ナヴァール：了解だ。ケセドの杖を使って《プロテクション》《ワイドプロテクション》！（ダイスを振る）……82点軽けい減げんだ。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……きゃーっ!?　ぜんぜんダメだった～！　28点軽減してくださいっ！

アル：いや、十分。合計で[image: 110]点軽減だな。

ＧＭ：ふざけんなよ!?（笑）

アル：俺たちに来るダメージは、57点だな。

ＧＭ：えっ？　……そ、それ、【物理防御力】引いたあとのＨＰダメージ？

アル：いいえ。

ＧＭ：ですよねぇーっ!?（笑）

アキナ：あたしはさらに《ウェポンガード》っ！　13点軽減して、【物理防御力】が40点だから……えっと、３点ダメージです！

アル：俺は《ウェポンガード》はないけど、【物理防御力】が49点あるから、ダメージは８点。

ピアニィ：わわっ！　すごーい！　《ガーディアン》飛ばそうと思ったけど、大丈夫でしたねっ！

ＧＭ：………………（引きつった笑えみを浮かべる）。

ナヴァール：びくともしないな（笑）。

アル：どっちかというと、みんなが攻撃でがっつり削けずってくれたからだな。

アキナ：ですね！　みなさんありがとうございます!!

ＧＭ：…………戦艦をかばうようにへさきに立ったアルとアキナへ、魔導弾が殺さつ到とうし、大だい爆ばく発はつを起こす。爆炎に包まれる戦艦。それを魔術で城じよう塞さい内から見ていたフェリタニアは「ふっ、たわいもない」と言ったりする（一同爆笑）。

ベネット：しかし、戦艦はそのまま進んでくるわけでやんすな（笑）。

ナヴァール：しかも、まったくの無む傷きずでな（笑）。

ＧＭ：「なに!?　無傷だと!?　いや……」と船のへさきを拡かく大だいしてアルとアキナを確認するんだが……。

アキナ：ちょっとやけどで赤くなったくらいでぜんぜん平気です！（一同爆笑）

アル：俺も似にたようなものでぜんぜんダメージなし（笑）。

ＧＭ：「ふ……ふふふ、このぐらいでなければ面白くはない」と部下に……あ、部下いないや（笑）。

ベネット：ひとりで呟いているでやんすか！（笑）

ＧＭ：てか、３点ってなんだよ!?（笑）

ピアニィ：びっくりしたよ！　アキナちゃん、すごいね！

アキナ：えへへ……。

ＧＭ：というわけで、要塞からの魔導弾攻撃を物ともせず、戦艦は城塞へ進んでいくのだった……。

ナヴァール：あ、これでシーン終わるなら《ヒール》で回かい復ふくしていいか？

ＧＭ：まあ、断ことわる理由はないな……。各自、一メインプロセス分、ポーション飲んだりスキル使ったり、回復していいぞ。




　というわけで、ポーションなどを使用して【ＨＰ】と【ＭＰ】を回復させた一同。




ＧＭ：では、あらためて城塞からの魔導弾を凌しのいだ戦艦は、城塞へ突とつ入にゆうするために近づいていく。シーン終了だ。では、ミドル最後のシーンに突入するぞ！







◆Middle 05◆王の盾たてとなり




　〝邪じや神しんの御み子こ〟―――。

　王女フェリタニアの身体を乗っ取り、永ながきにわたってアルディオンを歴史の裏うらから操あやつってきた者。この強大なる敵てきのもとにピアニィたちを送おくり届とどけること……それが、ナーシアとアキナの、最大の目的だった。

　ゆえにふたりは、決意していた。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーンを始めよう。みんなを乗せたトリシューラはみるみる高度を上げ、遙かな蒼そう穹きゆうに座ざすフェリアニアの城じよう塞さいへの接岸に成功した。

ベネット：うひょ～！　雲の上まで上がってきたでやんす。

ピアニィ：あ、あんまり下は見たくないですね（笑）。

ＧＭ：そう、最後の戦場は地上とは隔かく絶ぜつしたこの天空に浮かぶ城塞が舞台だ。このシーンは、敵の城塞への乗のり込こみ戦闘となる。城塞に待ち構える邪神の御子の元に、ピアニィたちを送り届けるため、ナーシアとアキナが前面に立って活躍するという戦闘シーンだ。

ナーシア：了解よ。

アキナ：わかりました！

ＧＭ：では、早速乗り込み戦せん闘とうを始めよう！　まずは配置を説明する。戦せん艦かんトリシューラの上にＰＣたちが１エンゲージ。ＰＣのすぐ前には、トリシューラから展開された城塞への乗り込み用の橋が架かかってる。

ベネット：これを渡わたっていくでやんすね。

アル：橋の大きさは？

ＧＭ：幅はば５メートル、長さ30メートル。この橋を渡って、『無印』の四人が城塞へ乗り込み橋のたもとから５メートル先の〝門〟に入れば、戦闘終しゆう了りようだ。ナーシアとアキナはとにかくこの四人を城塞へ送ることが目的となる。

アキナ：はい！

ナヴァール：我われ々われは、アキナとナーシア殿どのの援えん護ごを受けて、なるべくリソースを使わずに、城塞の〝門〟に突とつ入にゆうすればいいのだな。

ＧＭ：そういうことです。さて、この乗り込み戦闘には以下のようなルールがある。





・橋を渡る者は第三ラウンドの終了までに渡りきる必要がある。第三ラウンドのクリンナッププロセスに大量の飛行可能な魔ま族ぞく・妖よう魔ま・魔ま獣じゆうが襲来、橋を落としてしまう。

・橋を全力移い動どうで通つう過かする場合、移動後に難なん易い度ど11の【敏びん捷しよう】判はん定ていを行なうこと。判定に失敗するとそのメインプロセスでは、メジャーアクションが行なえなくなる。橋は手すりもなく、高々度の突風にさらされる不安定な状態であることを表現している。

・橋の上で敵てき対たいするエネミーとエンゲージした場合、そのエンゲージは自動的に封ふう鎖さされる。

・戦闘に参加する特定のエネミーは戦艦トリシューラを攻こう撃げきする。戦艦の受けたダメージの合計が四〇〇点を超こえた場合、橋が落ちるのが１ラウンド早くなる。






アキナ：なるほど、ピアニィさんたちは、橋を３ラウンド以内に通過しなければならず、その間も敵に戦艦を撃沈されたらその制限が速まるわけですね。

ナーシア：第二ラウンドのクリンナッププロセスに橋が落ちる可能性もある、と。

アキナ：四〇〇点……もしかして、ミドルフェイズのミサイル攻撃で戦艦がダメージを受けていたら、この数すう値ちも減へってました？

ＧＭ：ああ、そのとおりだ。

アル：戦艦が落ちないダメージでも、肩かた代がわりした意味はあったな。

ＧＭ：あ……そうそう。橋が落ちた場合、橋の上に乗ってるＰＣは全員死し亡ぼうするから。

ピアニィ：転落死!?

ベネット：やばいでやーんす！　

ＧＭ：頑張って渡りきってくれ（笑）。敵てきの配置を説明する。まず、城塞入口付近に妖魔三体が一エンゲージでいる。武ぶ器きを持たず、格かく闘とう技ぎの構かまえを取るオウガガーディアンだ。




[image: ]




ピアニィ：妖魔かぁー。

ＧＭ：そしてオウガガーディアンの左右に一体ずつ、弓を構えた骸がい骨こつっぽい魔族。

ベネット：げぇ、レライエさん!?




[image: ]




ＧＭ：正せい解かい。さらに、城塞の門の５メートルほど上にあるひさしのような出っ張りにゴーレム一体が陣取っている。

ナヴァール：材ざい質しつは？

ＧＭ：どうやらミスリルっぽい。

ナーシア：ミスリルゴーレム……。




[image: ]




ベネット：レベルの高い、厄やつ介かいなゴーレムでやんすな……。

ＧＭ：さらにさらに、橋の中央から左右15メートルの空中に鳥のような魔族が一体ずつ別のエンゲージ、計四体で現われる。コイツらは飛行状じよう態たいで、空を飛んでいるぞ。

アキナ：えっと、この魔族さんのお名前はなんですか？

ＧＭ：うむ、ラウムという中位魔族だ。




[image: ]




ベネット：ラウムか。けっこう厄介なスキルを持っていたような……。

ＧＭ：最後に、キミたちの背はい後ご20メートルへ、突とつ如じよ魔ま法ほう陣じんが現われ、そこから巨きよ大だいな犬のような魔ま獣じゆうガルムが別エンゲージで二体現われる。




[image: ]




アキナ：なに―――っ!?　超囲まれてます！

ナーシア：敵が大量ね……。

ＧＭ：配置は以上だ。では、セットアッププロセスへ移ろう。




●第一ラウンド

▼行こう動どう値ち

ナーシア　　　　　　　　　　45

ミスリルゴーレム　　　　　　42

ベネット　　　　　　　　　　38

ガルムＡ、Ｂ　　　　　　　　27

ピアニィ　　　　　　　　　　21

ラウムＡ～Ｄ　　　　　　　　18

レライエＡ、Ｂ　　　　　　　16

オウガガーディアンＡ～Ｃ　　15

アル　　　　　　　　　　　　12

アキナ　　　　　　　　　　　11

ナヴァール　　　　　　　　　７
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ＧＭ：第一ラウンドのセットアップ。まずはナーシアからだ。

ナーシア：《クイックステップ》《ブライトステップ》。光の精せい霊れいを集めるステップを踏ふんで、動きを速くする。これで【行動値】54へ。

ＧＭ：んじゃ、次は……。

ナーシア：ちょっと待って。……ここで《限げん界かい突とつ破ぱ》した方がいいわよね？

アキナ：あたしたちはスタートダッシュしちゃうのが一番だと思います。

ナヴァール：まあこれだけ敵が多いですからな。

ナーシア：じゃあ《限界突破》。アキナ、私たちは全力でいきましょう。

アキナ：はいっ、はい！　ナーシア様。

ナーシア：さん！　ナーシアさんだから!!（一同爆笑）

アキナ：あ、ごめんなさいナーシアさん（笑）。

ナーシア：ここは私たちにまかせて、四人は城塞の中へ。

アキナ：みなさんはできるだけ余よ力りよくを残して先に進んでください。

ナーシア：あなたたちの力は必要ない。私たちで十分―――そうよね、アキナ？

アキナ：はい、ナーシアさん！　アル兄様！　ピアニィさん、前に進んでください！




　ナーシアは淡々と。アキナは力強く。

　群がる魔族にひるむことなく、

　ふたりは、ピアニィたちに先に進めと促うながした――。




ナヴァール：ふたりとも感謝する。……我々は先へ進もう。

アル：うーん。……そうだよなー。俺おれもそれが最さい善ぜんだってわかってるから、なにか言いかけて……恩おんに着る。背せ中なかはまかせた、と言いなおそう。

アキナ：まかせてください、アル兄様！

ピアニィ：ナーシアとアキナちゃんの決意はわかりました。でも、絶対に死なないで。あたしが帰ってきた時にふたりがいなかったら寂さびしいから……。

ナーシア：私が死ぬわけないでしょう。

アキナ：そうですよ！　むしろピアニィさんこそ必ず戻って来てください！

ピアニィ：…………うん。わかった。約束する。えぇと……。じゃあ……（考えている）……そうだ！　戻って来たら、みんなでお茶会をしましょうね！

アキナ：―――はい、喜んで！

ナーシア：ふふっ……お招きにあずかるわ。




　―――思わず笑みがこぼれた。

　はりつめた空気が少しほぐれる。

　強風吹ふきすさぶ、天空での最終決戦を前に、

　うら若き戦いの乙女たちは、再会を約したのであった――……。




アル：これから魔族とやりあうって時に、みんな大した度胸だ（笑）。

ベネット：ふっ。ピアニィ様が心配するのも分かるでやんすが。ヒースの巫み女ことジェネラル・アキナは無敵！　あっしらは大手を振ふってこの橋を渡ればいいでやんす。

ナーシア：……ベネット、落ちないでね。

ベネット：おっ！　それはフリでやんすか？　超ウケそうなんで、試しに落ちてみたり、なんちゃったりして…………。

一同：…………。

ベネット：…………どうでやんすか？

一同：絶対落ちるなぁぁぁぁ――――っ!!（一同爆笑）

ナーシア：（ドスのきいた声で）あたしの苦労を無駄にするとはいい度胸―――。

ベネット：ひ……ひいっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：オチがついたんで、先に進めるか（笑）。ファントムファイヤーが《限界突破》して、終了。次はミスリルゴーレムだが、なにもしない。

ベネット：次はあっしでやんすね。いつもの《マスターテイマー》《コールサーバント》でございます。旅人の石を食わせて、猫ねこを巨きよ大だい化か。あっしの上に乗る。

ＧＭ：ベネットの上に猫が乗るのか。

アキナ：……逆ぎやく、ですよね？

ベネット：ほんとでやんす！　なんで、お前がご主人様たるあっしの上に乗ってるでやんすか。どけい、どけーい!?

ＧＭ：…………ベネットはいつものことだから、放っておこう（笑）。次はガルムだがなにもなし。次はピアニィ。

ピアニィ：《インクリーズデバイス》をアキナちゃんとナーシアとベネットちゃんの三人に。魔ま術じゆつで作った球体を飛ばし、攻撃を支し援えんします。このラウンドの間、ダメージに＋22。

アキナ：支援の魔術で光った剣を握りしめて言います。ありがとうございます、ピアニィさん！　これで百人力です！

ＧＭ：次はラウムだが、なにもなし。レライエもなし。オウガガーディアンは《フォートレス》。むきむきっと筋きん肉にくが膨ふくれあがり、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔法防御力】＋20。

ナヴァール：硬かたい！

ＧＭ：代わりにダメージのダイスが減るっと。これでエネミーは終わり。次はアル。

アル：なにもなし。

アキナ：アキナもありませんが、ここで《陣じん形けい》を使う……で、いいですよね？

ナーシア：いいと思う。《陣形》で私とアキナが移動する。




　ここでファントムファイヤーが《陣形》を使用。

　ナーシアは、橋の中央まで進み、25メートルもの攻撃の射程を活かし、周囲の敵すべてを攻撃できる位置取りをした。

　アキナは５メートル前進。戦艦を攻撃する魔族に対する備そなえとして後方を護る構えだ。




ＧＭ：ちっ、ふたりとも面めん倒どうな位置に移動したな……。

アキナ：橋の入口に仁に王おう立だちして、当面はガルムが追つい撃げきを防ふせぎます。いざとなったら、戦艦を《カバーリング》しますが……できますか？

ＧＭ：ミサイルの際のように、その位置なら戦艦への敵の攻撃を《カバーリング》できる。ではファントムファイヤーの《陣形》は終了。次はナヴァール。

ナヴァール：えっと、ちと長いんで一気に言うぞ。まず《インペレイティブ》。続いて《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》、指定はアコライト。

ベネット：まだ三分の一ぐらい。

ナヴァール：《マインドマスター》の効果で、《ヘイスト》。《ポストヘイスト》を使わずにナーシアへ。（ダイスを振る）……発動して【行動値】に＋13。

ナーシア：これで【行動値】67ね。身体が軽いわ！　ナヴァールありがとう！

ＧＭ：うぐ……昨日やった戦闘のテストが、まったく意味なくなったぞ！

アル：はやっ！（笑）

ＧＭ：《ヘイスト》のこと、すっぽりと抜ぬけ落おちてたわ……。まあ、でもこれくらいなら、想定とそう大きくも変わらない……か、たぶん。

ナヴァール：最後は《スピリチュアルウェポン》にケセドの杖つえを使って＋20、《聖せいなる契けい約やく》があるから＋30。対象はナーシア、効果はシーン終了まで。魔法は（ダイスを振る）……発動した。

ピアニィ：おおー、ダメージがどこどこ上がる。

ナヴァール：私の行動後に我々も《陣形》を使いましょう。

ピアニィ：はい、《陣形》承しよう認にんです！




　この《陣形》による移動で、ピアニィとナヴァールが８メートル前進して橋の上へ。

　アルはナーシアと同じエンゲージに移動し、ベネットが14メートル前進して終了。




ＧＭ：ふう、これでセットアップ終了か……。

アル：さすがに人数が多いと長くなるな……。

ピアニィ：だねー。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。なにもなければ、ナーシアのメインプロセスになる。

ナーシア：いい？　じゃあいくよ。ムーブアクションは《タイムマジック》で《ピンポイントアタック》と《アフターイメージ》。超スピードで分身して、狙ねらいを定める。

ＧＭ：マイナーアクションは？

ナーシア：マイナーアクションは《フェイント》。メジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》で《ワイドアタック》《ワイドストーム》。一回目に《レイザーストーム》を使用。

ベネット：げぇっ!?　無数に分身したナーシア様が、宙に舞い上がって、斬滅環を乱れ撃ちだとう―――っ!?（笑）

ナーシア：一回目は場面（選せん択たく）に攻撃する。命中判定……（ダイスを振る）……56！

ＧＭ：命中56!?　さすがにそれはクリティカル以外無理！

ナーシア：《フェイント》があるから、リアクションの判定にマイナス１Ｄね。

ＧＭ：ほとんど避よけられねーだろそれっ!?





　………結局。全員命中であった。




ＧＭ：くそう、仕方ないのでオウガガーディアンの一体が《カバーリング》でオウガガーディアンをかばう。ダメージをくれ。

ピアニィ：それじゃあ、《ディスコード》するよ。崩ほう壊かいの角つの笛ぶえも使う。（ダイスを振る）……23点追加。

ナヴァール：《チェックメイト》ケセドの杖つき。（ダイスを振る）……64点追加だ。

ナーシア：《デスブレイド》やります。＋97点。（ダイスを振る）……うーん、平へい均きん的てきな出目。自分だけで[image: 275]点。合わせて[image: 362]点の防御力無む視し！




　ナーシアは身体のバネを最さい大だい限げんに使って、両手の斬ざん滅めつ環かんを投げた。

　蒼穹に弧こを描く円形の刃やいばは、魔族たちへと襲おそいかかり、そのことごとくを切きり裂さいていく。

　斬滅環はすべての敵を薙なぎ払はらうと、狩りを終えた鷹のようにあるじの手に返った。




ＧＭ：[image: 362]点だとぉ!?


アル：これは死んだな（笑）。

アキナ：戦艦を護るために、残ってたけど必要なかったかなぁ～（笑）。

ＧＭ：（沈ちん痛つうな面おも持もちで）えーっとね……。オウガガーディアンは、かばわれたヤツ以外どうにもならない。真っぷたつになってその場に倒たおれる。ラウムもダメ。切り裂かれて、大地へ墜つい落らくしていく。レライエもバラバラになり、塵ちりになって空中へ散っていく。

ナーシア：このエネミーたち、なんのために出てきたの？

ＧＭ：…………。




　―――返す言葉もございません。




ベネット：さすがナーシア様！　しょせん、お前らはあの方の踏ふみ台だいよお！（笑）

ＧＭ：……くっ、ガルムとミスリルゴーレムはまだ生きてる。ただし、三体ともざっくりと切り裂かれており、【ＨＰ】を半分近く持っていかれてる。

ナーシア：さすがに一いち撃げきで全ぜん滅めつはしなかったか。それじゃ、二回目の《ワイドアタック》。どれを狙おうかしら？

ピアニィ：奥のミスリルゴーレムがいいかな。

アル：ちょうどナーシアの次に行動がミスリルゴーレムだしな。

ナーシア：そうね、それならミスリルゴーレムか。戻もどってきた斬滅環をもう一度、ミスリルゴーレムに投げる。（ダイスを振る）……わ、40しか出なかった。もうっ、低～いっ！

ＧＭ：低くないよっ!?　それでも避けられないって。一方の斬滅環に気を取られたミスリルゴーレムに、同時に投げられたもう一方の斬滅環が直ちよく撃げきする！

ナーシア：ダメージロール前に《デスブレイド》使います。（ダイスを振る）……[image: 271]点【物理防御力】無視。

ＧＭ：うー、累るい計けい[image: 633]点ダメージ。こっちの【ＨＰ】は[image: 584]！

ナヴァール：おお―――っ!!

ナーシア：よし、倒した。

ＧＭ：《ピンポイントアタック》が効きいたな。斬滅環を受けたミスリルゴーレムは全身にヒビが入り、砕くだけ散ちって煌めく破は片へんとなり果てた。

アル：さすがだな、ナーシア。

ナヴァール：たったひとりで、エネミーが半はん壊かいか。

ナーシア：（素になって）ＧＭ、もう私たちが勝ったでいい？

ＧＭ：ふざけんなっ!!（一同爆笑）　まだまだだっ!!

ベネット：ならば次の行動。ミスリルゴーレムが倒れたから、あっしの番でやんすな？

ＧＭ：どうぞ。

ベネット：とりあえず、ムーブアクションで14メートル動いておく。ひゃっほいひゃっほいとジャーンプ！




　無人の野を征くがことく橋の上を闊かつ歩ぽするベネット。

　その軽やかな足取りはここが、超高空の戦場であることを忘れさせるほどであった。




ＧＭ：（わなわな）な、舐めやがって（笑）これでベネットは〝門〟まで残り８メートル。

ベネット：うおーっ、橋の向こうにゴールが見えるでやんす―――!!　続いてマイナーアクションで《ブルズアイ》。メジャーアクションの《ダブルショット》でガルムＡを攻撃する。

ＧＭ：そこから攻撃が届くのか？

ベネット：射程60メートルでやんす。ガルムＡまでは33メートルでやんすから余よ裕ゆう。命中判定の直前に《デュアルアロー》。リンメルの矢を二本使用。ガルムの目を狙って二本同時に撃うつでやんーす。（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：おおー！

ＧＭ：げっ！　や、やめて―――っ!?




　やめてと言われてやめる馬鹿はいない。

　ベネットの矢に両の目を貫つらぬかれ、哀れガルムＡは黒い塵となって散っていった。




ベネット：ふふふ、あっしの技もなかなかのもんでやんすよ？

ＧＭ：くそー、テストプレイでは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチに追おい込こんでいるはずなのに、逆に追い込まれてる……。

ナーシア：次は生き残ってるガルムの番？

ＧＭ：そう。イニシアチブプロセスになにもなければガルムＢのメインプロセスだな。手負いの獣は強いぜ。ムーブでアキナのエンゲージに突つっ込こみ、《連続攻撃》で二回[image: ]かみつく。一回目。（ダイスを振る）……達成値43。

アキナ：それはちょっと無理。（ダイスを振る）……21で命中です。

アル：……そうだな、シーン３回まで使えるんで、ちょっとロマンのために《カバーリング》《カバームーブ》を使用する。

ＧＭ：妹アキナをかばうのか。




　魔獣の牙にさらされようとするアキナ。彼女の目が驚きに見開かれる。

　その原因はガルムではない。

　不敵に笑うアルが、一陣の風のような足さばきで、両者の間に割って入ってきたためだ。




アキナ：ダメです！　なんのためにあたしがここに立ってると思ってるんですか！

アル：悪いな。一回ぐらい兄あに貴きらしくかっこつけさせてくれ。このダメージが元であとあとやばくなっても、その時はその時！（笑）




　魔界の門を護る番犬――ガルムの牙を、アルは剣を交差させて受け止めて見せる。

　たたき出されたのは、[image: 192]点もの物理ダメージ。

　ナヴァールの《プロテクション》の支援も受け、アルはその猛撃を70点ダメージでしのぐ。




ＧＭ：ふっ、けっこう痛いたかろう。

アル：そうでもないさ。《フックダウン》でクリンナッププロセスにポーションを使えるし。

アキナ：もうっ、アル兄様ったら！　でも《カバーリング》してくれて、嬉しいです！（笑）

ベネット：いやぁ、青春でやんすなぁ（笑）。

ＧＭ：ぬぅ、ではガルムの連続攻撃の二発目だ。（ダイスを振る）……命中40。

アキナ：回避する！　（ダイスを振る）……クリティカルしなーい。27で命中です。




　一旦距離をおいたガルムが、地を蹴り、再度アキナを襲う。迫る凶猛な顎あぎと。

　生なま臭ぐさい息が赤き少女騎士の顔にかかろうかという瞬間――その牙は巨大な鉄てつ塊かいに遮さえぎられた。

　アキナが《ウェポンガード》を使用したのだ。

　ピアニィの《サモンアラクネ》とナヴァールの《プロテクション》の支援を受け、彼女は[image: 180]点の物理ダメージを、15点ダメージに押さえ込む。




ＧＭ：うお、かなり堅いな！　鋭するどい牙きばがアキナの腕うでをかすめた……程度の結果だな。

アル：アキナが二撃目を上う手まく受け流したのを見て、（感心したように）アキナは強くなったなぁ。俺は格かつ好こうつけただけだったなぁ～。と思わず呟く。

アキナ：そ、そんなことありませんよ！（笑）

アル：いや、少なくともダメージコントロールでは、俺よりアキナの方が上だよ（笑）。




　次の行動はピアニィ。

　強風吹きすさぶ橋の上を、ピンクブロンドの髪をはためかせて、懸命に駆けていく。

　全力移動で12メートル移動して、ナーシアとエンゲージ。橋を渡りきるまで残り16メートルまで距きよ離りを詰つめた。

　さらに【敏びん捷しよう】判定に成功したピアニィは《デュアルルーン》《ウォータールーン》《ブライトルーン》を使いつつ、《フロストプリズム》で唯ゆい一いつ残ったオウガガーディアンを攻撃。

《マジックフォージ》を乗せて[image: 234]点のダメージを叩たたき出だすも、無む傷きずだったオウガガーディアンを倒しきるには至いたらなかった。




ＧＭ：生き残ったはいいが、オウガガーディアンがボロボロすぎる……。

ピアニィ：倒し切れなかった。みんな、ごめんね。

アル：気にすることはねえ。今は移動することが最優先だ。

ピアニィ：そうね、アル！

ＧＭ：とりあえず、ダメージを受けたのでオウガガーディアンは《受けの極ごく意い》を使って、命中判定とダメージがアップ。で、次はオウガガーディアンの行動だが……。

アル：じゃあ《カリキュレイト》で動こう。

ＧＭ：ですよね―――っ!?


ナヴァール：あはははは！（爆笑）　なんというアルの余裕ぶりだ。

ベネット：力量差を感じ取れて面白いでやんす（笑）。

アル：ムーブアクションでオウガガーディアンにエンゲージ。マイナーで《バーサーク》、メジャー《クロススラッシュ》。ダッシュで近づき、袈け裟さ懸がけに切り裂く。一撃目。（ダイスを振る）……達成値53だ。

ＧＭ：オウガガーディアンは、振ふり下おろされる剣けんに踏ふみ込こみながら、カウンターのパンチを放つ。《ストライクバック》を使用！

アル：反はん撃げきか。

ＧＭ：ああ。アルの命中判定の達成値を超こえる必要がある。53はかなり絶ぜつ望ぼう的てきだな……。だが、当ててみせる……（ダイスを振る）……ほら―――っ!!　クリティカルだ!!


一同：ええ―――っ!?


ピアニィ：まさかクリティカルするなんて……。

ＧＭ：（改心の笑顔で）よーしよしよしっ！　やっと一ひと太た刀ち浴びせられた（笑）。……《ストライクバック》に成功したので、アルに95点のＨＰロス！　アルの剣より速く拳を叩きこむなど、オウガガーディアンとしては、まさに奇跡の大健闘！

アル：（淡たん々たんと）了解、95点受けておく。

ＧＭ：…………涼すずしい顔だね。

アル：ふっ、この程てい度どじゃまだ倒れないからな。でこちらのダメージ。スピリッツソードで【ＨＰ】を消費。（ダイスを振る）……[image: 125]点の物理ダメージ。

ＧＭ：……耐たえられん。




　オウガガーディアンは、乾けん坤こん一いつ擲てきのカウンターのパンチをアルへ叩たたき込こむことに成功！

　だが、同時に放たれた剣に胸を深々と切り裂かれ、その生涯を閉じた―――。




アル：次はアキナか。まかせたぞ。

アキナ：はい！　あたしが足を引ひっ張ぱるわけにはいかないんです。目の前のガルムを殴なぐります!!　《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》《ストラグルクラッシュ》。一回目！（ダイスを振る）……やった、クリティカル出ました!!

ベネット：《バーストスラッシュ》が発動するでやんすよ！

ＧＭ：当たったら【物理防御力】無視か。痛いな……。（ダイスを振る）……だめだこりゃ。クリティカルしない。命中した！

アキナ：よし、いくぞー！　力ちから一いつ杯ぱい、剣を叩き付つけます！（ダイスを振る）……ちょっと低いかな。[image: 163]点物理ダメージの【物理防御力】無視です！

ＧＭ：それで累計[image: 524]点。ガルムの【ＨＰ】はね、えー……見み間ま違ちがいじゃなければ[image: 437]点しかない。

ナヴァール：魔獣のひき肉になってしまったようだ。

ＧＭ：哀あわれ、アキナの大剣を叩き付けられたガルムは戦艦トリシューラの甲かん板ぱんの上でべしゃりと潰つぶれ、黒い塵となって消えていく。

アキナ：みんなを先に通すために、あたしはここに立ってるんです!!

ベネット：アキナ殿、頼もしいでやんす！




　最後はナヴァールが全力移動でピアニィとナーシアにエンゲージ。

【敏捷】判定に成功し、《ヒール》を使用してアルの【ＨＰ】を[image: 120]点回かい復ふくした。




ＧＭ：これで全員行動終了だな。では、クリンナッププロセス。

アル：《フックダウン》でグレートＨＰポーションを使う。（ダイスを振る）……全ぜん快かいだ。

ナーシア：私も《フックダウン》。グレートＭＰポーションを使う。（ダイスを振る）……82点回復した。

ＧＭ：以上だな？　では、第二ラウンドへ。




●第二ラウンド

　城塞への突入作戦は、ここまで順調に進んでいるようであった。

　ピアニィたち四人は橋を着実に前進し、ナーシアとアキナは魔獣を適確に排はい除じよする。

　―――だが、そんな六人の前にさらなる脅きよう威いが迫ろうとしていた……。




ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスに増ぞう援えんが登場する。アキナから15メートル後方に再ふたたび魔法陣が現あらわれて、そこから強い圧あつ力りよくを放つ、漆しつ黒こくのドラゴンが登場。

ベネット：ダークドラゴン、あたりでやんすかね……。




[image: ]




ＧＭ：正解だ。ダークドラゴンはピアニィたちを守るように仁王立ちしているアキナをにらみ、敵てき意いのこもった咆ほう吼こうを上げる。

アキナ：絶対に通しませんよ！

ＧＭ：さらに、戦艦の橋が架かってる側とは反対側の空中にやや小さめの竜、スモールドラゴンが二体現われる。




[image: ]




ピアニィ：なんでうしろに来るの―――っ!?


ＧＭ：最後、上陸を防ぐように橋の出口、アルのエンゲージにたくさんの腕を持つ巨きよ人じんヘカトンケイルが、その左右に再びレライエが一体ずつ登場する。増援は以上。




▼行動値

ナーシア　　　　　　　　　45

ベネット　　　　　　　　　38

ヘカトンケイル　　　　　　28

ピアニィ　　　　　　　　　24

ダークドラゴン　　　　　　21

レライエＣ、Ｄ　　　　　　16

スモールドラゴンＡ、Ｂ　　13

アル　　　　　　　　　　　12

アキナ　　　　　　　　　　11

ナヴァール　　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：ではセットアッププロセスの宣言をナーシアから。

ナーシア：なにもなし。……《陣形》を使う？

アキナ：そうですね～……。




　―――しばし、相談する一同。

　結果「アキナを《陣形》で前進させる。イニシアチブプロセスにベネットの《エンカレッジ》でアキナを動かし、橋の向こうに立つヘカトンケイルを攻撃」という方針となった。




ＧＭ：多少ギャンブルだな……。後方の戦艦の護りをおろそかにしてでも、アキナがみんなのために道を切り開く作戦か……。

ナーシア：それじゃ《陣形》を使おう。私は……動かない。

アキナ：あたしはくるっとダークドラゴンに背せを向けて、19メートル移動します！

ＧＭ：ダークドラゴン呆ぼう然ぜん（笑）。

ナヴァール：いやいや、ダークドラゴンは「誰もいなくなった」と言って戦艦を見み渡わたして、ドランに目をつけるんだよ（笑）。

ベネット：ドランは戦艦に接せつ続ぞくされて逃にげられないでやんすな（笑）。

ＧＭ：「な、ナリィィィ―――ッ!?」と悲鳴を上げるドラン（笑）。

ナーシア：私はこれくらいね。




　次のベネットは特になし。このタイミングでアブソリュートの《陣形》が使われる。

　この《陣形》でピアニィとナヴァールが８メートル前進し、ベネットと同じエンゲージへ。これでゴールである〝門〟まで残り８メートルとなった。




ＧＭ：次はヘカトンケイルだが特になし。その次はピアニィ。

ピアニィ：《インクリーズデバイス》。ナーシアとアキナちゃんと……ベネットちゃんに援護用の魔法球を飛ばしてダメージ＋22。

ＧＭ：ダークドラゴン、そして続くスモールドラゴンだが、こちらも特になし。

アル：これでエネミー側は終わりか。俺は特になし。

アキナ：ナーシアさん、ここで《最後の力》を使いましょう！

ナーシア：そうね、異い存ぞんはないわ。

アキナ：はい、じゃあ、あたしとナーシアさんはフェイトが回復しました！　ファントムファイヤーは最後の気力を振り絞り、なんとしてでもピアニィさんたちを城塞に送り届ける覚悟です！

アル：ああ、頼むぜ！

ナヴァール：最後は私か。《インペレイティブ》《ヘイスト》《スピリチュアルウェポン》を使う。




　この《ヘイスト》でナーシアの【行動値】が99に上じよう昇しよう、さらにナヴァールは《スピリチュアルウェポン》を使用。これによりアキナのダメージが＋30された。




ＧＭ：セットアップはこれで終わりだな。なにもなければナーシアのメインプロセス。

ナーシア：それにしても【行動値】99ってスゴイ数字ね（笑）。

ベネット：ナーシアの動きが速すぎて、もはや肉眼では追い切れないでやんす！（笑）

ナーシア：ふふっ、では目にも留まらぬ動きで、ヘカトンケイルを攻撃。《ピンポイントアタック》は切れたのでムーブアクションはなし。マイナーアクションは《フェイント》で、メジャーアクションで《ワイドアタック》《ワイドストーム》。

ＧＭ：こい……っ！

ナーシア：命中判定にフェイトを４点使用。さらに《ダンシングヒーロー》も使う。これでクリティカル出ないと寂しい。（ダイスを振る）……出ないっ！

ＧＭ：振り直す？

ナーシア：振り直します。フェイトを１点使って……出ろ―――っ！（ダイスを振る）……出な―――いっ!!（笑）

ピアニィ：ええ―――っ!?

ＧＭ：で、達成値は？

ナーシア：達成値は62……うーん、いまいち。

ＧＭ：どこがいまいちだよっ!?（爆笑）　（ダイスを振る）……ほら、回避失敗だ。




　無数の腕を持つ巨人に美しい弧こを描いて迫る斬滅環――。

　巨体の鈍重さがたたり、ヘカトンケイルはナーシアの放った必殺の刃をまともに喰らう。




ナーシア：よ―――しっ！（笑）

ナヴァール：では、《チェックメイト》にケセドの杖。フェイトを４点使おう。（ダイスを振る）……78点追加。

ピアニィ：《ディスコード》に崩壊の角つの笛ぶえ。（ダイスを振る）……28点追加！

ナーシア：《デスブレイド》を使用。（ダイスを振る）……出目がよかった。[image: 387]点！

ＧＭ：防御力が有ゆう効こうだから、68点止めて[image: 319]点ダメージ。一撃で半分以上持っていかれたぞ！

ナヴァール：いいダメージが出たからな。

ＧＭ：受け止めようとヘカトンケイルが腕の一部を突つき出だすが、その腕ごと肩かた口ぐちまで切り裂かれた。激げき痛つうに叫さけぶヘカトンケイル。で、次は、そのヘカトンケイルだが……。

ベネット：おっと！　そこで手はずどおり、アキナに《エンカレッジ》でやんす。軽くステップを踏んで、アキナの背中を押おすでやーんす。

アキナ：はい！　まずはムーブアクションでヘカトンケイルにエンゲージ。マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》です！

ＧＭ：ヘカトンケイルの動きが苦く痛つうで鈍にぶっているところへ、ベネットに背中を押されたアキナが、剣を振りかぶって突っ込んでくるか……。一撃目どうぞ。

アキナ：《ボルテクスアタック》を使用！　命中にフェイトを３点入れます。これで７Ｄ！　ていっ!!（ダイスを振る）……クリティカルしないけど、６が一個。

ナヴァール：まず《グレートバースト》が先かな。

アキナ：確かく実じつですからね！　《グレートバースト》で出目を一個６にしてクリティカル！

ＧＭ：ぷぷー。（ダイスを振る）……無理、回避失敗!!

アキナ：ダメージロールの直前に《スラッシュブロウ》を使用します！　これでダイス＋21Ｄです!!　さらにフェイトも３点使っちゃいます。これで36Ｄ振れます！

ＧＭ：なんだ、そのダイスの数……。

アキナ：（ダイスを振る）………えーっと、全部で[image: 484]点の物理ダメージ。防御力無視です!!




　アキナは眼前の巨人との間合いを猛然と詰める。その勢い、赤き砲弾のごとし。

　自らの運動エネルギーの全てを込めた一撃を、アキナはヘカトンケイルに炸さく裂れつさせた。




ＧＭ：―――[image: 484]点だとぉっ!?　……耐えられるかいっ!?　ヘカトンケイルはばたりと倒れ、その拍ひよう子しに城塞から転落、ひゅーっと遥はるか彼方かなたの大地へ落下していく。

アキナ：あれ？　《ストラグルクラッシュ》の二撃目を使わずに倒しちゃった……。

ナーシア：すごーい!!　こんなダメージを出してまだ、余力を残してるの!?

アル：ま、こんなもんだろう。何しろアキナは俺自身が――。……いや、なんでもない。

ベネット：（わざとらしい口調で）ん？　俺自身が？　どういうことでやんすか？

アル：なんでもないって言ってるだろ！（笑）

アキナ：…………あたしは、ちょっと変なアル兄様を不思議そうに見ますね（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ。それにしても『デスマーチ』でドランをやってた時は、アキナは頼もしい味方だったが。ＧＭとして相手どってみて初めて、その恐ろしさが実感できた（笑）。

アキナ：えへへ……。やりましたよ、みなさん。道を切り開きました！

ピアニィ：ありがとう、アキナちゃん！

アル：ヘカトンケイルがやられたんで、次はベネットか。

ベネット：ここはすべてをまかせて前に進んでもいいようなって気分になってるでやんす。

アル：だな。《インターフィアレンス》のためにベネットが残る必要はなさそうだ。

ベネット：そう、ナーシアとアキナにすべてをまかせて大丈夫。

ナーシア：まかせて。

ＧＭ：で、ベネットはどうする？

ベネット：では、あっしは先に行かせてもらうでやんす。ムーブアクションで移動して〝門〟の中へ。アキナとナーシアには「ナイスファイト！」と声をかけておくでやんす。

アキナ：ありがとうございます（笑）。

ベネット：手をふって城塞の〝門〟の内側へと足を踏み入れるでやんす。

ＧＭ：では……城塞の〝門〟に入ったところで、ベネットは透明なフィールドの存在に気づく。それは、こちらからは入れるが、向こうからは戻れない。一方通行の障壁だ。

一同：なにぃぃぃ―――――っ!?

アキナ：罠わな!?

ベネット：ちょっ!?　……出すでやんすよっ!!　と、内側から障壁を叩くあっし！（爆笑）

ＧＭ：だが、障壁は微動だにせず。ベネットが透明な壁を叩く音がベンベンッと空しく響く。

ベネット：ＮＯ――――っ!!　ヘ――ルプッ!!

アル：落ち着け、ベネット！（笑）　………敵地に乗り込む以上、罠なんか百も承知だろ。俺たちもすぐ行くし、ナーシアとアキナが援護してくれてるんだ。安心して待ってろ。

ベネット：はっ、あっしとしたことが（笑）。

ピアニィ：ですね！　次はあたしの番。〝門〟の中に入らないと。…………だけど。

アル：どうした？

ピアニィ：………だけど、ナーシアとアキナちゃんを置いていくのは心残りで……。進まなくちゃいけない時なのは分かってるのに……。




　思わず足をとめ、不安げに振り向くピアニィ。

　その視線に気づいたアキナとナーシアは、敵とのやりとりの最中、軽く頷いてみせた。




アキナ：あたしたちは気にせず――。

ナーシア：――……先に進んで！

ピアニィ：ナーシア、アキナちゃん……ちょっと泣きそう……。

ＧＭ：ピアニィが迷ってると、周囲から魔族のものらしきおぞましい叫さけび声ごえが聞こえてくる。奴やつらがやってきたら、城塞に突入するチャンスはなくなるよ。

ナーシア：さあ、行って！　早く！

ピアニィ：……うん。アルディオン大陸は、まかせるね。

アキナ：なにを言ってるんですか。地上でみんなと一緒に待ってますから！

ナーシア：お茶会をする約束でしょ……。だから、さっさと邪神の御子を倒して帰ってきて。




　ふたりは笑顔を見せ、ピアニィに未来を託した。




ピアニィ：ふたりとも………ありがとう。




　万感の思いをこめた感かん謝しやの言葉とともに。

　ピアニィはこぼれ落ちそうになる涙をこらえ、〝門〟の内側へと入っていった。




ＧＭ：…………。では、次。ダークドラゴンだな。ムーブアクションで《グレートブレス》、マイナーなしで、メジャーアクション《ブレス：闇やみ》だが……。

ナーシア：（クールに）《インタラプト》。

ＧＭ：ナーシアが放った斬滅環よって、ドラゴンのブレスは切り裂かれ、霧む散さんする。

ナーシア：（あくまでクールに）――ピアニィたちの邪じや魔まはさせない。

アキナ：ナーシアさん……カッコイイです！




　続くレライエとスモールドラゴンは戦艦トリシューラを攻撃するも、《プロテクション》の厚あつい壁かべに阻はばまれてわずかなダメージしか与えられずに終わる。

　そして……。




アル：俺の番か。じゃあ、俺も進まなきゃな。…………の前に、アキナ。

アキナ：はい！

アル：本当に強くなったな。……で、こんな時だが、アキナに言っておくことがある。

アキナ：な、なんですか？

アル：我われながらどうかと思うんだが……。

ＧＭ：なにを話す気なんだ？

アル：アキナと最後に話すならこれしかない――……。




　―――と、真剣な眼差しをしたアルが、懐ふところから取り出したのは……、

　ライオンの仮か面めんと、

　一本のきゅうり――であった。




一同：なんでだよぉぉぉ――――っ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ライオンの仮面はともかく、なんできゅうり！（爆笑）

アル：しょうがないだろ、ライオン天狗はライオンマスクをかぶり、その鼻にきゅうりをつけてたんだから！（一同大爆笑）




　ライオン天狗―――。

　それは、修行に励はげむアキナに、アルが稽けい古こをつける時のかりそめの姿であった。




ベネット：というか、それ……いつも懐に持ち歩いていたでやんすか？（笑）

ナーシア：もしかしてお気に入り？

アル：言うな！　自分でもおかしいと思ってるんだから（笑）。

アキナ：あたしはきゅうりとライオン仮面を見て言います。アル兄様もライオン天てん狗ぐ様の指し導どうを受けていたんですね！

ピアニィ：なんでわからないの―――っ!?（一同大爆笑）

アル：きゅうりとライオンの仮面を被かぶって言おう。お前に剣を教えていたライオン天狗とは…………なにを隠かくそうこの俺なんだ。

アキナ：ああ……そんなっ！　ライオン天狗仮面様がアル兄様だったなんて！　衝撃の真実を聞いて、アキナは思わず気が動転してしまいます。

アル：お前もなにが起こっているかわからないと思うが、そもそもなんでこんな仮面を着用してしまったのか、俺にもわからない。




　アキナに稽古を付ける際、アルが仮面をつけるという設定は、『デスマーチ』のセッションで決まったことであり、その経緯はプレイヤーの矢野俊策やの・しゆんさくのあずかり知らぬことであった。

　―――よくよく考えてみなくても、ひどい話である。




ＧＭ：くっ、面白過ぎるだろ………。はっ、『デスマーチ』でかわたなから言われてた無茶振り「ラブコメをやれ」ってのが図はからずしもクリアされてしまった！

ナヴァール：果たしてこれをラブコメと呼んでいいのだろうか？（一同爆笑）

アル：と……とりあえずシリアスに戻すぞ。と、仮面を脱ぬぐ。

ベネット：脱いじゃうでやんすか？（←名残惜しそう）

アル：面白くなりすぎて話が進まんだろ！（笑）　…………オホン！　で、真面目に話しかけよう。……――アキナは強くなったな、と。

アキナ：では、かぶりをふって言います。アル兄様。一緒に戦ってみて分かりました。やっぱりあたしは弱いです。

アル：そんなことはねえよ。

アキナ：アル兄様の剣さばきを見て分かったんです！　あたしなんかまだまだです………。また、稽けい古こつけてもらわなくちゃ。

アル：わかった……帰ってきたら、お前の兄として俺が知る限かぎりの剣を伝えてやるさ……。

アキナ：はいっ。約束ですよ……アル兄様は絶対約束を破やぶらないですもんね。




　必ず約束を守ってくれた強く優しい兄………アル・イーズデイル。

　幼き日。アキナはその姿に、あこがれを抱いた。

　そして、その背中を追いかけるように飛び込んだ騎士の道。

　幾多の戦いをくぐり抜け、様々な出会いを経て、大輪の花を咲かすがごとき成長を遂げた。

　そんな少女騎士は、今………まっすぐに、兄の瞳を見つめていた―――。




アル：ふっと笑って。ああ。そのとおりだ――と言って、ライオンの仮面ときゅうりをアキナに渡す。これ、預あずかっておいてくれ。

アキナ：頷うなずいて、受け取ります。

ナーシア：私もアルに声をかけるわ。――アル、私にはなにかないの？




　ナーシアとアルは、かつて同じ師匠とともに修行をした仲である。

　時にはともに死地をくぐり抜けたことも、時には刃やいばを交えたこともある。

　アルの胸には様々な思い出が去来したが―――。




アル：あとはまかせる―――とだけ。ナーシアとは長いつきあいだ。この言葉だけで分かってくれるはず。

ナーシア：了解。ふっと笑って言ってあげるわ。肝心なとこで、口下手なところとか………あなたたち本当にそっくりね。

アル：肩をすくめるだけで、それには答えない。ムーブアクションで城塞の〝門〟へ。




　こうして、ふたりに見守られながら、アルは城塞の門をくぐった。




アキナ：次はあたしですが、待機します。

ＧＭ：ではトリを飾かざるナヴァールの番だ。

ナヴァール：そうだな……これだけは言っておこう。アキナ殿、マルセルを頼みます。

アキナ：きっと、喜ばないと思うので、自分で言いに行ってくださいね。

ナヴァール：そうですな。……では、ふたりに深々と礼をして、城塞の入口へ。




　ドラゴネットの軍師もまた、決戦の地へ歩み去って行った――。




ＧＭ：では、これで、アブソリュート全員が城塞の中に入り、ファントムファイヤーのふたりの目的は完遂されたことになる。

アキナ：やりましたね、ナーシアさん。

ナーシア：ええ。撤てつ退たいしましょう。




　四人の突入を見届けたナーシアとアキナが、戦艦へ取って返そうとしたその時―――。




ＧＭ：ではここから、イベントが始まる。

ナーシア＆アキナ：え!?

ＧＭ：城塞に入った『無印』側の視し点てんから見てみよう。ピアニィたちが〝門〟の向こうから後を振り返れば、魔族の軍ぐん勢ぜいが到とう着ちやくしたらしく、戦艦が激はげしい攻撃にさらされている。

アキナ：ヤバイですよ、ナーシアさん！　あたしたちアレに乗って帰るんだからっ!!

ナーシア：………困ったわね。

ＧＭ：雲うん霞かのごとく押し寄せる魔族の攻勢の前に、もともと傷ついていたトリシューラはひとたまりもない。見る間に船体のあちこちから黒煙を噴き上げて、轟ごう沈ちんしていく―――。

ナーシア：―――ということは？

ＧＭ：キミたちふたりを乗せた橋も崩ほう落らくを始める。

一同：うそぉぉぉぉぉ――――――っ!?

ピアニィ：ナーシア!?　アキナちゃんっ!?




　轟ごう音おんをあげて砕け散るトリシューラ。

　ナーシアとアキナは構造物の残ざん骸がいとともに宙に投げ出される。




アル：マジか…………。

アキナ：（呆然として）えぇぇぇぇぇ――――っ!?


ナーシア：（淡々と）………地上まで落ちるのに何秒ぐらいかかるのかしら？

ピアニィ：（大慌てで）なんでナーシアは落ち着いてるのっ!?　そんな！　もうダメです！《フロストプリズム》で、目の前の邪魔な障壁をぶっとばして、ふたりを助けます！

ベネット：ちょっ!?　ピアニィ様が取り乱してるでやんす！
















ＧＭ：と、ピアニィが半狂乱で、魔法を放とうとした時―――。




　地上へと落下していく戦艦トリシューラの船体から、

　キラリ――と高速で動く光がかいま見えた。

　それは、巧たくみに障害物をすり抜けて、落ち行くナーシアとアキナの元へ肉にく薄はくしていく。




ナヴァール：光？　………あ、ドランか！　《フライト》を持ってるから飛行できるはず！

ＧＭ：そのとおり。ロケットの噴射炎を上げながら飛行するドランは、ナーシアとアキナに接触。ナーシアとアキナを抱かかえ、爆炎とともに沈み行くトリシューラから距離を取る。

アキナ：よかったぁぁぁぁ～っ！

ピアニィ：本当だよぉ～!!　ふたりが無事でよかったぁ―――っ！

ナーシア：また会うと約束したから――。私たちは死なない。

ＧＭ（ドランになって）：「って、ドヤ顔してるけど、ワタシの活躍のおかげナリよ!?」

ナーシア：空気を読めないドラム缶は、誰かしら？

ＧＭ（ドランになって）：「ひぃっナリッ!!」（一同爆笑）

アル：ま、これで俺たちも心おきなく戦いに行けるな。

ＧＭ：さて、ドランの推すい力りよくでも、この高度に長い時間滞たい空くうすることはできない。ナーシアとアキナはゆるやかに地上へと降下していくことになる。

ナーシア：……じゃあ、私は城塞を見上げ、小さく、がんばれ―――と呟つぶやく。

アキナ：あたしはなにも言わず、拳こぶしを突つき上あげます。

ピアニィ：ふたりに向かって、思いっきり手を振ります。

ＧＭ：というところで、このシーンは終了………。ナーシアとアキナの出番もここまでだ。

ナーシア：お疲つかれ様さま！（退場）。

アキナ：がんばってくださいねっ！（退場）

アル：ふたりとも、助かったぜ。

ベネット：気をつけて戻るでやんすよぉ―――っ!!

ピアニィ：ありがとう。必ず……必ず、勝ってきます！




　ドランに抱えられ、降下するナーシアとアキナは上空を仰あおぎ見る。

　そこには、しだいに小さくなり行く天空の城塞が浮かんでいた。

　あの場所で、ついに世界の命運をかけた決戦が始まるのだ。




　今やふたりに出来ることは、ピアニィたちの勝利を祈ることだけであった―――。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆最後の戦い




　城じよう塞さいに突とつ入にゆうしたピアニィたちはさしたる抵てい抗こうも受けず、最深部の扉とびらの前へ到とう達たつする。

　扉の向こうに待つのは、おそらく最後の、そして最大の戦い。

　世界のために、自分を信じる人たちのために、絶ぜつ対たいに負けられない。

　ただ勝利だけを心に誓ちかい、ピアニィは扉に手をかけた。




ＧＭ：さて、クライマックスフェイズに入ろう！　これが〝サガ〟シリーズ最後の戦闘であり、アルディオン大陸の未来を懸けた最後の戦いでもある。

ピアニィ：ついにこの時が来たんですねー……。

ＧＭ：そう。ゲッタウェイが〝血の螺旋ダーインスレイブ〟を退しりぞけヒースを植樹したことも。アルディオンの諸国がそれを援えん護ごするために大軍を動員したことも。エンジェルファイヤーがアベルを倒し、魔獣フィンブルヴェトルを撃げき破はしたことも。―――そして、今、アキナとナーシアが命をかけて、みんなを城塞へ送り込んだことも。すべてはこの決戦に[image: ]がっているんだ。

ベネット：うおおおおっ！　そう考えると自然と気が引き締まるでやんす！

ピアニィ：そうですね、ベネットちゃん。がんばりましょう！

ナヴァール：私も全力をつくします。

アル：だな―――。で、俺たちが突入した〝門〟から先はどうなっているんだ？

ＧＭ：魔法の灯火に照らされた、広い一本道がずっと続いている。おそらく、この道の先にフェリタニアがいるのだろう。

ピアニィ：では、先に進みましょう。

アル：ちょっと待った！　盛り上がっているところ話の腰こしを折るようで悪いんだが……。ＧＭ、ポーションを使っていい？

ＧＭ：さすがゲーマーだな。用心深くていらっしゃる（笑）。では、クライマックスの戦闘に入る前に、１メインプロセス分回かい復ふくの行動は取ってかまわない。

ベネット：マジですかー！　やったでやんす～っ！

ピアニィ：あ、あたしも、実はそこのところが気になってたんですよ――っ！（一同爆笑）




　各自、ポーションを使用して失った分の【ＭＰ】を回復。

　ナーシアとアキナのおかげでそれほど消しよう耗もうしておらず、ほぼ全ぜん快かいとなった。




ピアニィ：では、みんな、出発しましょう！

一同：おうっ！

ＧＭ：さて、キミたちは、窓のない広い通路をしばらく進むことになる。古代の見慣れぬ装そう飾しよくで飾られたその道は、さきほどの戦せん闘とうが夢ゆめであるかのように静まりかえっている。

ピアニィ：その中にあたしたちの足音だけが響くんですね。

ベネット：ここまで妨害の気配もないと、誘さそっている……ってことでやんすかねえ。

アル：たぶんな。

ＧＭ：さらに進むと豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた扉の前にたどり着く。おそらくここが城塞の最さい奥おう部ぶなのだろう。

ピアニィ：いよいよ、ここですね。緊張して来ました。

ベネット：（真しん剣けんな表ひよう情じようで）…………ＧＭ、いいでやんすか？

ＧＭ：どうしたベネット。

ベネット：（くわっと目を見開き）……扉をトラップ探たん知ちするでやんす！

一同：ここでかぁ―――っ!!（爆笑）

ＧＭ：……どうぞ（笑）。




　扉には罠もなく、鍵もかかっていなかった。




ＧＭ：用心深いのはいいことだ。だが、この後におよんで、トラップはないから！（笑）

ベネット：ですよね～。いえね。最終決戦前にトラップに引っかかって串くし刺ざしになってるあっしを幻げん視ししちゃいましてね。そうなったら面白いなぁ～って（笑）。

アル：ここまで来て、そんな死に方したら伝説に残るだろぉ―――っ！（一同爆笑）

ナヴァール：ま、ベネットの場合、眼に浮かぶようだから、困るな（笑）。

ＧＭ：だが、それはあくまで妄想。ベネットの三下属性が見せた幻影だ（笑）。扉にはなんの仕掛けもない。

ピアニィ：それじゃあ……中に入ります。

ＧＭ：少し力を加えるだけで、その扉は両開きに、奥おくへと開いていく。扉の先は広い広いドーム状じようの空間だ。半球状の天井には宗教画のごとく、相争う神と魔の姿が描かれている。山が砕け、海は割れ、雷いかづちは降り注ぎ、それは神話の戦いそのものといった風景だ。

ベネット：（感慨深げに）古代には、壮絶な戦いがあったんでやんすねぇ。

アル：で、この城塞の主はどこだ？

ＧＭ：その奥ではひとりの女じよ性せいがキミたちを出で迎むかえる。冷れい笑しようを浮かべているこの城塞の主……つまり、フェリタニア―――〝邪神の御子〟だ。

ピアニィ：…………。




　冷たく笑うフェリタニアを見て、ピアニィは複雑な感かん慨がいを覚えた。

　その顔は、策さく謀ぼうによって自らの兄を狡こう猾かつなる陥かん穽せいに落とした女の顔であり……、

　はるかな太古で友ゆう誼ぎを結んだ女性の顔でもあったからだ。




ＧＭ：「ようこそ、我わが城塞の最後の間へ」と、余よ裕ゆうを浮かべてフェリタニアは言う。

ピアニィ：（呟くように）フェリタニア……いえ、〝邪神の御子〟……。

ＧＭ：彼女は悠然と言う。「ようこそピアニィ。自ら私に討たれにやってきた潔いさぎよさは、ほめてあげよう」

ピアニィ：勝つのはあたしたちです。そしてあなたには、あの優やさしいフェリタニアさんの身体を利用した報いを受けてもらいます！

ＧＭ：「………ほう。言いおるわ」

ピアニィ：そして、あなたがいなければヒュー兄様があんな風になることもなかった！　家族みんなで、幸せに暮くらせたのに！
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　ピアニィは激げき情じようのままに、フェリタニア――〝邪神の御子〟を弾だん劾がいする。だが、彼女は邪悪なる本性のままに、冷たくピアニィの言葉を切り捨て、うそぶく―――。




ＧＭ：「ちがうな。それは人間の持つ欲よく望ぼうゆえ。私わたしはそれに手を貸かしたに過すぎぬよ。すべては、お前の父と兄がやったこと。……くくく」

ピアニィ：…………っ！

ナヴァール：人間は誰だれだって、ふと道に迷まようことがある。その心につけいって、悪の道に踏ふみ入らせたのはお前ではないか！

ＧＭ：「悪？　なにが悪でなにがそうでないかは、見る者の視し点てんによって変わるものだ。誰が私を悪と決めた？　それは、お前たち人間だろう。つまり……善ぜん悪あくなど、意味はない。これは私の信念であり、正しいことなのだよ。私にとって、これは―――正せい義ぎだ」

ピアニィ：よくもそんな……。珍めずらしくあたしは怒おこってますよ！　あなたのひとりよがりな正義で、たくさんの人が暮らすアルディオン大陸に災厄をもたらすなんて……許ゆるしません！

ナヴァール：陛下……お待ちを。我々はこの者から聞くべきことがあります。フェリタニアよ……ステラはどうした？

ピアニィ：そ、そうでした!?

ＧＭ：「あの娘のことか……。教えてやろう。この砦とりでの中ちゆう枢すう区画に存そん在ざいしている。私の計画を成じよう就じゆさせるための、すべての力の源みなもととしてな」

ナヴァール：……おのれ。

ピアニィ：お姉様……もうすぐ助けます。

アル：ＧＭ、中枢区画って、ここまでの間に、それらしい場所はあったかな？

ＧＭ：いや。ただ、キミたちがやって来た入口とは反対側に、もう一いち枚まい扉があって、その向こうから低い稼か働どう音が聞こえてきている。どうやらそこが中枢区画のようだ。

ピアニィ：お姉様があそこに…………。

ベネット：しかし、ステラはなんでエネルギー源になれるでやんすかね？

ＧＭ：詳細は今や分からない。〝計画〟を立案したオーギュストはすでに死んでしまったからな。ただ計画のために四兄きよう妹だいは作られた。ヒューバードの精神操作能力、ベルフトの超戦闘力、ピアニィの高度の魔術の才能―――。
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アル：そしてステラには圧倒的な魔力量……か。

ＧＭ：そう。オーギュストがこの力をどのように使うつもりだったかは不明だ。だが、フェリタニアにとってはエネルギー源として機能してくれさえすればいい。ちなみに内包するエネルギー量は竜輝石を軽く上回ると言われている。

ベネット：げげぇ――――っ!?


アル：大陸に影響を及ぼす計画のエネルギー源だ、それぐらいはあるだろう。

ピアニィ：……ＧＭに質問なんですが、あたしの中の〝邪神の御子〟って、どうなってるんです？　目の前の〝邪神の御子〟との関係を再確認したくて。

ＧＭ：今もまだ存在しているよ。ただ、現げん状じようでは活かつ性せい化かせず、お休みしてる状じよう態たい。というか、神しん竜りゆう王おうと一いつ緒しよにいるから、キミの身体の中にいる〝邪神の御子〟が暴あばれ出す、ということはない。

ピアニィ：そっか、セフィロス様がいるから……。

ＧＭ：ただし、だからといって完全に治ったということではない。

ピアニィ：じゃあ、目の前にいる〝邪神の御子〟は、心の部分？

ＧＭ：そんな感じ。より正確に言うと〝魂〟ということになるかな。だから、本来の〝邪神の御子〟より、いくらか力が制せい限げんされている。

ナヴァール：おそらく、本来の〝邪神の御子〟ならば、[image: 200]レベルとかで、絶対に勝てない相手なのだろう。

ピアニィ：じゃあ、あたしの身体の中に封ふうじられてるのって……。

ＧＭ：〝邪神の御子〟ボディだね（笑）。

ベネット：つまりフェリタニアの中に入っているのが〝邪神の御子〟ソウルでやんすね！

ピアニィ：ソウルっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：言い直そう。ピアニィの中に封じられているのはボディというか、〝邪神の御子〟の〝力〟そのものなんだが……。

ピアニィ：すると、あたしを殺したら、〝邪神の御子〟も死んでしまう？

ナヴァール：〝邪神の御子〟の身体……〝力〟は滅ほろびましょう。しかし〝魂〟は残ります。

アル：ピアニィがいなければ、〝邪神の御子〟の魂を持つフェリタニアに対抗できる者は、この大陸からいなくなる。

ＧＭ：そう。残った〝魂〟が、やがてアルディオン大陸に穴あなを空け、外の世界からもっと強い邪神たちが呼び寄せる……そんな未来が待つだけだ。

ピアニィ：あたしが死んでも、なんの意味もないんですね。

ＧＭ：そういうことになるな。

ベネット：目的を考えれば、〝邪神の御子〟はピアニィ陛下を殺し、肉体が滅んでもいっこうにかまわないってわけでやんすな。

ＧＭ：「我わが同どう胞ほう、そして眷けん属ぞくを呼よび出だしてしまえば、我々の勝ちだ。この世界を守る神は存在しない」という話だね。

ベネット：世界の境界にでっかい穴が空いて、でっかい邪神が「こんな世界などひとひねりだぜぇー」って言いながら次々と押おし寄よせるでやんす！

ピアニィ：そっか、そういうことか！　今さらだけど……卑ひ怯きようだぞっ!?

ＧＭ：「七〇〇年かけて準じゆん備びしてきたことだ。やっと私の願いが成じよう就じゆする！」……歓喜の表情を浮かべるフェリタニア……いや〝邪神の御子〟。そして彼女は、自分の真の力を解放―――戦闘モードに切り替わる。




　勝利を確信し、その実力の一いつ端たんを示すように戦闘態勢をとるフェリタニア。

　彼女の全身から圧倒的な魔力・瘴しよう気きが吹き上がる――。

　ヒリつくような殺さつ気き混まじりの圧力を肌で受け、ピアニィたちは確信する。

　眼がん前ぜんの敵が、かつてない最強の敵なのだと。

　だが、その時―――。




アル：……悪いが、お前の願いは叶わねぇよ！




　アルの声が決戦の間に響いた。

　つづいて、彼の双剣がスラリと動き、フェリタニアへと突きつけられる。




ＧＭ：「――なに？　もう一度言ってみてくれ……。笑えぬ冗談が聞こえたぞ？」

アル：俺とピアニィがお前の野望をぶっつぶす！　そう言ってるんだよ。

ピアニィ：………アル。

ＧＭ：「ほう……。その度胸に免じて、今なら泣いて詫び、我が軍門に降るというなら、命だけは助けてやるぞ？」

アル：それは聞けねぇ相談だ。なあ、ピアニィ。

ピアニィ：………アル。一瞬、アルの瞳を見ます。

アル：じゃあ、その視線を受けて、俺たちはお互い色々なものを背負っちまってるからな！　と笑って言おう。

ピアニィ：ええ。……ええ！　本当に、そのとおり―――




　そして、数々の戦いを駆かけ抜ぬけてきた四人の脳裏には、無数の思い出が去きよ来らいした。




　始まりはノルドグラムの地下牢だった。

　以来、レイウォールからアヴェルシアへの脱出行。フェリタニアの建けん国こく。

　メルトランド戦役。ファントムレイダーズとの死闘。

　竜輝石戦争を経ての大陸統一――。

　大崩壊では、絶望にうちひしがれ、

　――遙かなる過去の日に邂かい逅こうしたウルフリックとフェリタニア。




ベネット：色々な人に出会いやしたねぇ～。

ピアニィ：そうだね、ベネットちゃん。




　ナーシア、アキナ、スリス、イザベラ、エルゼリエ、エルザ、ユンガー、サイラス、リージュ、アンソン、リシャール、セシル、コーディ、ゴーダ伯、ユファ、オトガル、ラドフォード伯、コネリー、ナイジェル、ネルソン、ジョリィ、ダロスＴＮ―１、イムイム、キンバリー…………そしてティナ。

　多くの人々の顔が、浮かんでは消える。

　その人々、すべての思いを背負ってこの場に立ったのが、この四人―――。




　〝最強のギルド〟アブソリュートであった。




ピアニィ：…………ありがとう、アル。あたし、思い出しました！

アル：ん？

ピアニィ：あたしが戦いに踏ふみ出したのは、みんなが笑って暮らせる幸せな国を作りたかったから。だから、この戦い……




　「絶対に勝ちましょう！」




　―――ピアニィは胸を張って宣言した。




アル：いい啖たん呵かだ。それでこそ俺の姫さん―――ピアニィだ。

ピアニィ：あ…………。

一同：あ？

ピアニィ：――アルに褒ほめられた！　嬉しいっ!!

ベネット：リア充じゆう、死ねぇぇぇぇぇぇぇぇ――――っ!!（一同超爆笑）

ＧＭ：き、緊張感が!?（笑）

アル：いいんじゃねぇの（笑）。最強の敵の前に、ちょっと余裕を見せるぐらいが俺たちらしいだろ。

ピアニィ：ね♪

ＧＭ：フェリタニア―――〝邪神の御子〟は、恐れを知らぬピアニィたちに、苦虫をかみつぶしたような表情だ。「もう、ご託はいい。その大言壮語にふさわしい代価を払ってもらうとしよう。さあ……始めようか」ということで、戦闘開始だ！

ピアニィ：泣いても笑っても最後の戦いです！　みんな、がんばろう！

一同：おうっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では戦闘に入る直前、フェリタニアは配下を召しよう喚かんする。複ふく数すうの魔ま族ぞくの名を呼ぶと共に、彼女はパチンと指を鳴らした。

アル：まあ、ボスがひとりってことはないよな（笑）。

ＧＭ：ええ（笑）。「フルカス！」と呼ぶと、彼女の隣となりに青白い馬に乗り、長いひげのを生やした、老人の騎き士し風の中位魔族が一体現われる。続いて「サブナック！」と呼ぶ。
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ベネット：サブナック!?　嫌いやな相手が来たでやんす……。
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ＧＭ：現われるのは獅し子しの頭を持つ中位魔族だ。神官のような衣い装しようを着ている。最後、「バルバトス！」と呼ぶ。
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ベネット：おお、『ＡＲ２Ｅ』版の『エネミーガイド』出身の魔族でやんす！

ＧＭ：緑の帽ぼう子しと灰はい色いろのマントを身につけ、弓を構かまえた中位魔族だな。

アル：召喚は以上か？

ＧＭ：ああ。しかし、「こやつらだけでは心こころ許もとない……だから」と、フェリタニアは笑って、再ふたたび指を鳴らす。そうすると、身体から瘴しよう気きが放たれ、魔族たちに吸すい込こまれ……奇き妙みような刻こく印いんが額ひたいに打うち込こまれる。

ベネット：Ｍって書いてあるでやんすな？（笑）

ＧＭ：ノーコメント（笑）。そして三体の魔族は、ぼうっと膨ぼう大だいな瘴気を纏い始める。

アル：……パワーアップした？

ＧＭ：そのとおり！　フェリタニアのオリジナルエネミーパワー《邪神の祝福》により、【ＨＰ】などが強化されている。

ナヴァール：つまり、魔族〝改〟になったわけだな（笑）。

ＧＭ：そんなとこです。そして、魔族たちは「ふしゅるるる……」と、禍まが々まがしいうなり声を漏もらす。

ベネット：貴き様さまら仲良し三人トリオを呼び出しただけで、あっしらに勝てると思っているのかー！（笑）

ＧＭ：勝てないかもしれない（笑）。

ピアニィ：弱気だ!?（笑）

ＧＭ：ただし、一手を間ま違ちがえればキミたちは全ぜん滅めつしてしまうレベルでバランスを取ったからがんばってくれ。

ベネット：なんですとぉ――――っ！

ＧＭ：がんばってくれたまえ。えー、配置だがＰＣのエンゲージから５メートル前に、サブナックとバルバトスが別々のエンゲージにいる。その奥、ＰＣから10メートルの位置にフェリタニアとフルカスが同じエンゲージにいる。

アル：まあ、配置は特に問題ないな。

ＧＭ：んじゃ、セットアップに移るぞ。
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ＧＭ：セットアッププロセスはベネットからだな。

ベネット：お、ではいつもの《マスターテイマー》《コールサーバント》。これをお前に食べさせるのも最後になった。と言って旅人の石を猫ねこに差し出すと、猫は石を呑のみ込こみ巨大化。これでダメージ＋５Ｄ。さらに命中と回かい避ひの達成値上じよう昇しよう。

ナヴァール：いつもながら、不思議な変身をする猫だな（笑）。

ピアニィ：このタイミングで、ギルドサポートを使う？

アル：そうだな、《限げん界かい突とつ破ぱ》だけはいまのうちに使っておこう。

ピアニィ：じゃあ、《限界突破》使用！

ＧＭ：次はフルカスだがなにもなし。次はサブナック。コイツは《一いち夜や城じよう》を使用。

ベネット：やっぱりきたー！

ＧＭ：対象は場面（選せん択たく）でシーン１回。この場に魔力で幻まぼろしの城を造つくり出だし、その力によってこのシーンの間、ダメージが＋50、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】＋40！

ベネット：それ、《インタラプト》でやんす！

ＧＭ：………え？

ベネット：《インタラプト》。

ＧＭ：………（しくしくしく）。えー、サブナックが魔力で作り上げる幻の城は要かなめとなっている部分をベネットの猫に引き抜かれ、崩ほう落らくし、消しよう滅めつした。次はバルバトスだが特になし。その次はフェリタニア。

ピアニィ：なにをしてくるの？

ＧＭ：ふふふ。フェリタニアは「ここまでは正せい解かいだ」と、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべ、まずは《戦いの序じよ曲きよく》というスキルを使って、セットアップのスキルをふたつ使用。ひとつ目は《クイックルーン》と《ルーンシュート》。

ナヴァール：ルーンマスターのスキルか。

ＧＭ：《クイックルーン》はラウンド終しゆう了りようまで【行動値】＋３Ｄ、《ルーンシュート》はオリジナルエネミースキルで同時に使用したルーンマスターのスキルの効こう果かを「対象：単体」「射しや程てい：20ｍ」に変へん更こうするスキルだ。

アル：さすがエルダか。こっちの知らないルーンを使う……ってことですね。

ＧＭ：そういうこと。〝邪神の御子〟はフェリタニアのスキルも自由に使えるのさ。対象はバルバトス。現げん在ざいでは失われたエルダのルーンを素す早ばやく描えがくと、バルバトスの動きが加速する。（ダイスを振る）……11点増ぞう加か。

ナヴァール：これでバルバトスの【行動値】は35だな。

ＧＭ：ちっ、ベネットに届とどかなかったか。もうひとつは《スウィフトウェポン》から《エンチャントウェポン：闇やみ》を同時に使用します。

ピアニィ：闇！

ＧＭ：対象はバルバトス。（ダイスを振る）……発動。バルバトスの構えた弓が闇に包まれる。武ぶ器き攻こう撃げきが〈闇〉属ぞく性せいの魔法ダメージになって、その攻撃に対するリアクションに、マイナス１Ｄだ。

ピアニィ：次はあたしですね。《インクリーズデバイス》をアルとベネットとあたしに。ダメージ＋22。

ＧＭ：次、アル……！

アル：《クリアマインド》。精せい神しんを統とう一いつして、雑ざつ念ねんを払はらい、戦いに集中する。これでスキルの【ＭＰ】消費が０に。

ＧＭ：【ＭＰ】管理をしなくなるという素す敵てきなヤツだな。次は、ナヴァール。

ナヴァール：了解。《インペレイティブ》《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》。指定はアコライト。さらに最後の《スピリチュアルウェポン》をアルに。神しん竜りゆう王おうの力をアルの剣けんに込こめて、ダメージ＋30。

アル：ありがたく！

ナヴァール：最後は《ヘイスト》《ポストヘイスト》。（ダイスを振る）……発動して【行動値】＋15。ＰＣ全員に魔ま術じゆつをかけて、行動を加速させるぞ。

アル：じゃあ、《陣じん形けい》を最後に使うか。

ピアニィ：はい、では《陣形》です！




　この陣形により、アルがサブナックにエンゲージし、ベネットが１メートルだけ前進してピアニィ、ナヴァールとエンゲージを離はなした。




ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。フェリタニアさんが動きますよ。ＰＣ側は誰か動く？

アル：先手を取る方が有利だし、使っておこうか。《カリキュレイト》。

ベネット：ではあっしも《エンカレッジ》をピアニィ様に使うでやんす。

ＧＭ：すると【行動値】順に処理か。

ベネット：では、あっしの《エンカレッジ》が発動ですな。ピアニィ様、今でやんす！　と言いながら横っ飛びすると、ピアニィ様が即そく座ざに動くでやんす。

ピアニィ：ありがとうベネットちゃん！　まずフリーアクションで《デュアルルーン》《ウォータールーン》《ブライトルーン》。ふたつのルーンを同時に刻きざんで、ダメージと【魔法防御力】と【行動値】アップ。マイナーアクションで《ブーストマジック》、メジャーアクションで《ダブルキャスト》！

ベネット：敵は死んだ。ボーン。

ＧＭ：はえーよ！（笑）

ピアニィ：一回目、《フロストプリズム》《精せい霊れい乱らん舞ぶ》で、エネミー全員を攻撃！




　ピアニィはこの命中判定で、フェイトを１点投入し、見事にクリティカルを出す。

　エネミー側は回避を試みるが、クリティカルが出ることなく、全員命中してしまう。

　ナヴァールは《チェックメイト》でこれを支援、ピアニィも《マジックフォージ》などダメージアップのスキルを投入。たたき出されたダメージは……。




ピアニィ：（ダイスを振る）……[image: 467]点！　《チェックメイト》と合わせて[image: 527]点！　生き残ったら［放心］と回かい避ひ判定にマイナス１Ｄ。

一同：おおー！

ＧＭ：ええっ!?　ダメージ[image: 500]点超こえるの!?

ピアニィ：敵は生きてますか？（まぶしい笑顔）

ＧＭ：ええっと……（計算中）……《邪じや神しんの祝福》で【ＨＰ】が増えたおかげでなんとか生きてる！　ピアニィの巻まき起おこした光と氷の嵐に呑のみ込まれ、瞬しゆん時じに氷漬づけになるが、三体とも力ちから尽ずくで氷を砕くだき、脱だつ出しゆつする！

ベネット：おお、さすがにこの程てい度どでは倒たおれないでやんすか。

ピアニィ：ふっふっふっ、だけどあたしはまだ本気を出していない！　では二回目……。

ＧＭ：（セリフを遮さえぎって）いやいや、待ってくれ。まだこっちの宣せん言げんは終わってない。

ピアニィ：………え？

アル：このタイミングってことは……!?

ＧＭ：氷から脱出したフルカスが砕けた氷の一部を手にし、即席の槍やりとして、ピアニィへ撃うち出すぞ。《ソウルバスター》！　受けたＨＰダメージ[image: 974]点分のＨＰロスをお返しだ！

一同：ピアニィ死んだ―――っ!!（笑）

ピアニィ：がーん!!（笑）

ナヴァール：ま、まあ待て。さすがにここでピアニィ様に倒れられるわけにはいかん。《尊とうとき覚かく醒せい》を使用。ピアニィ様が倒れる寸すん前ぜん、祈いのりを捧ささげるとピアニィ様の中の神竜王が一時活性化し、致ち命めい傷しようを癒いやす。【ＨＰ】30点で戦闘不ふ能のうを回復です。

ピアニィ：あ、ありがとうナヴァール。死んだかと思ったら、なんとか生き返りました……。

アル：やっぱり強いな、《ソウルバスター》！

ピアニィ：ではあらためて、《ダブルキャスト》の二回目です。《フロストプリズム》《精霊乱舞》でエネミー全員攻撃。

ＧＭ：魔族三体が氷から抜ぬけ出だしたところへ、再び光と氷の嵐が襲おそいかかる！

ピアニィ：命中判定の直前に真理の書。で、７Ｄで判定。（ダイスを振る）……達成値46！

ＧＭ：回避できるのはフェリタニアさんだけ。ただし、クリティカルのみ。（ダイスを振る）……ダメだ、出目４。全員命中した。

ピアニィ：フェイトを１点だけ使う。（ダイスを振る）……[image: 367]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：嵐が吹き荒れ、氷と光が魔族たちを撃ち抜いていく。（ダイスを振る）……だいぶボロボロだが、まだ倒れない！

アル：タフだなー。

ピアニィ：フェリタニアさんに［放心］と回避判定にマイナス１Ｄです！

ＧＭ：［放心］は《バッドステータス無む効こう》で打ち消しておく。10点ＨＰロスだ。ピアニィの魔術が止やむと、身体の所々に氷を張はりつけ、肩かたで息をする魔族たちと、服についた氷を払はらい、憎にく々にくしげにピアニィをにらむフェリタニアが立ってるよ。

ピアニィ：ごめんなさい、殺しきれませんでした。

一同：…………。

ＧＭ：どんな謝り方だよ！（一同爆笑）　さて、次は……。

アル：【行動値】順で、俺の《カリキュレイト》だな。……ムーブで《ファストセット》《バーサーク》、マイナーで《スマッシュ》、メジャーアクションは《戦鬼》でサブナックを攻撃する。あ、命中したら必ずスピリッツソードで【ＨＰ】10点消費して、ダメージを上げるぞ。




　微び妙みように温存しつつ行なったアルの攻撃は、サブナックから[image: 436]点のＨＰをもぎ取った。

　しかし……。




ＧＭ：目にも留まらぬアルの三連撃が走り、サブナックがまるで血のように瘴しよう気きを撒まき散ちらし、上体を泳がせる……が、なんとかその場に踏ふみ止とどまった。まだ倒れないぞ！

アル：もう一〇〇〇点近くダメージを与えてるのに、まだ倒れないのかよ！

ＧＭ：最後の戦いだぞ！　舐めて貰っては困る！

アル：あっさり沈しずんでくれても一向にかまわないんだが（笑）。最後にフリーアクションで大天魔の兜かぶとを起動し、エンゲージを封ふう鎖さする。俺は以上だ。

ＧＭ：ようやくフェリタニアさんの番。オリジナルエネミースキルの《オートキャストルーン》を使う。

ナヴァール：効果は？

ＧＭ：魔術か魔法攻撃だけできるメインプロセスを行なう。さらに行動済ずみにならない。なお、このスキルは一ラウンド一回使用できる。

アル：《二回行動》持ってれば実じつ質しつ三回行動できるわけか……。

ＧＭ：フェリタニアが指を鳴らすと、見たことのないルーンが浮うかび上あがり、込められていた魔術が発動する。ムーブ、マイナーなし、メジャーは《ストップルーン》。

ベネット：それもオリジナルスキルでやんすな？

ＧＭ：うむ。発動した魔術がナヴァールへルーンを強きよう制せい的てきに刻んだかと思うと、ナヴァールの身体が硬こう直ちよくし始める。こちらの【器用】と対象の回避判定の対決をし、勝利すれば対象を行動済にする。一ラウンドに一回使し用よう可か能のう。対象はナヴァール。

ナヴァール：動きを止めに来たか！




　ナヴァールを拘こう束そくしようと、見えざる魔力の泥でい濘ねいが彼の足に絡からみつかんと迫る。

　この《ストップルーン》で行動済にされてはたまらない―――と、自身でフェイトを２点、ベネットから《結束》で１点提供してもらい回避を試みるも失敗。さらに１点フェイトを使って振り直し、ナヴァールはかろうじて回避に成功するのであった。




ＧＭ：ちっ、防ふせがれたか。ナヴァールは素早く魔力の影えい響きよう圏けんから逃のがれた。まあ、想定よりも余分にフェイトを削けずれたし、よしとしよう。

ピアニィ：これでイニシアチブプロセスは終わり？

ＧＭ：だな。ではあらためて【行動値】トップのベネットから。

ベネット：あっしでやんす。やるべきはサブナックさんを殺すこと。つまりダメージ重視！　ムーブアクションで《ウェポンチェンジ》。武器をマジカルクロスボウに変更する。

ＧＭ：魔法ダメージかぁ……。

ベネット：で、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》。サブナックの急所を狙い撃つ！　（ダイスを振る）……やった、クリティカル!!

ＧＭ：ぐあ!?　回避判定のダイスが減っているんで避よけられない……が、ここで喰らうと死ぬな。フルカスが《魔族の識しき者しや》を使用！　回避判定に＋２Ｄ。

ナヴァール：実はフルカスとサブナックは、固い友ゆう情じようで結ばれていて、サブナックー！　死ぬな―――!!　と叫さけんで、魔力を飛ばして回避を援護するわけだ。

ＧＭ：がんばれサブナック！　フルカスが応おう援えんしているぞ。（ダイスを振る）……出た!!

一同：…………え？

ＧＭ：６が三つでクリティカルだ!!


一同：な、なにぃ―――っ!?


ＧＭ：よっしゃ―――っ!!　避けた！　避けた!!


アル：これが友情の勝利か（笑）。

ナヴァール：すごいじゃん、菊池さん。だが《パリペイティア》―――振り直して。

ＧＭ：だよね―――っ!?　くそ、ダイスの神よ、頼む！　一回クリティカルを―――。




　―――出ませんでした。

　結果……ベネットの矢に胴どうを貫つらぬかれたサブナックは、がくり――と、その場に膝ひざをつく。




ベネット：よし、倒したでやんす！

ＧＭ：うーん……しょうがない。サブナックが膝をついた瞬間、フェリタニアが「お前はまだ死ぬ時ではない」と言うと、瘴気がサブナックの傷きずを無む理り矢や理り再さい生せいする。《尊き覚醒》！

ピアニィ：ええ―――っ!?

ＧＭ：サブナックが【ＨＰ】30点まで回復した。

ベネット：よみがえったでやんす!!　ひぃ、化け物!!　……で、二撃目いくでやんすよ！

ＧＭ：そうなるんだよなー。




　このベネットの射撃攻撃は、あっさり命中。

　輝く魔法の矢を受けたサブナックは、弱り切っていたこともあり、再度死亡。

　だがこれに、ふたたびフェリタニアが救いの手を差し伸べる。《サクリファイスルーン》というオリジナルエネミースキルで、サブナックが受けるＨＰダメージを肩代わりしたのだ。




アル：フェリタニアさん、部下思いだ……（笑）。

ピアニィ：優しい……（笑）。

ＧＭ：いや……このスキル、本当は緊きん急きゆう回避でさ、こんな序盤に使う予定じゃなかったんだよな……というわけで、フェリタニアさんは[image: 137]点ダメージを受けた。

ナヴァール：なんとしてもサブナックさんを生き残らせたかったのか。

ＧＭ：まあ、一回ぐらいは行動させてあげたい。というわけで、矢に貫かれたサブナックに傷はなく、代わりにフェリタニアさんの口元からツッと一いち条じようの赤い血が流れた。

ベネット：これであっしの行動は終了。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセスだが……。

ベネット：待つでやんす。ここは《アデンダム》を使用して畳たたみかけるでやんすよ！

アル：だな。ここは意地でもサブナックを落とさないと。

ＧＭ：さすがにこれはフェリタニアが《インタラプト》を使用。ベネットが動こうとしたところでルーンを刻み、その動きを止める。

ベネット：打ち消されたでやんす！

ＧＭ：次のフルカスは、カバーしたから行動済。その次、バルバトスのメインプロセスだ。ここはピアニィを狙うのが定石だな。

ピアニィ：そ、そんなことないよ!!

ＧＭ：ふふふ。マイナーアクションで《ディスアピア》。ふっと姿を消して、隠おん密みつ状態になりました。で、メジャーアクションは《サプライザル》。

ピアニィ：え―――っ!?　【ＨＰ】30点しかないのに―――っ!!


ベネット：ちとヤバイでやんすね。

ＧＭ：［放心］中なので命中判定にマイナス１Ｄ。（ダイスを振る）……達成値37！

ピアニィ：うーん、回避判定はクリティカルのみだけど……。ここは《アベンジ》します！

アル：それだ！　《カバーリング》はまかせろ！

ＧＭ：ふ、では、ダメージロールの直前に《ダイレクトヒット》を使用する。

ベネット：カバー不ふ可かでやんす!!

アル：げっ！

ピアニィ：はっ！　このままじゃ、死んじゃう!?

ＧＭ：さらに、サブナックが《ビジテイション》を使用。《ラース》とフェリタニアの《邪神の祝福》の効果で《聖せいなる契けい約やく》を取得しているんでダメージに＋45！

ナヴァール：ぶっ!?

アル：あー……そういえば《ビジテイション》持ってたなー。

ベネット：そのためにサブナックは生き残らされたでやんすなあ……。

ＧＭ：これで合計10Ｄ＋[image: 140]点の〈闇〉属性魔法ダメージ。（ダイスを振る）……出目31。[image: 171]点魔法ダメージ！

ピアニィ：…………。

ナヴァール：《プロテクション》では止められないな。《アフェクション》……。

ピアニィ：ちょっと待ってください。ここは使い時ですよね。《ガーディアン》！

一同：おお―――っ!!

アル：確たしかに使い時だ！

ピアニィ：ヤンヤンが危なーいって、あたしをかばってくれます。

ナヴァール：さらに《プロテクション》を使っておこう。（ダイスを振る）……65点軽けい減げんだ。

ピアニィ：それでダメージは０です！

ＧＭ：矢がピアニィに当たる直前、ヤンヤンが飛び出し、身代わりになった―――。

ピアニィ：ヤンヤン!?


ＧＭ：（とても渋しぶい声で）「ファミリアでなければ即そく死しだった。わたしはここで倒れるが、あとはまかせたぞ」と言ってヤンヤンは気き絶ぜつする。

ピアニィ：うん、しばらく休んでて。ちなみに、使い魔はもう一匹ぴきいるので、ヤンヤンが倒れても修しゆう正せいは特に変わらない。チャムチャム、ヤンヤンの代わりによろしくね。

ＧＭ：バルバトスはこれで終了。

ピアニィ：それじゃ、《アベンジ》による反はん撃げきの《フロストプリズム》行きます！　命中判定の直前に真理の書を使用。（ダイスを振る）……達成値43！

ＧＭ：うん、こっちは回避判定１Ｄなので回避は無理！

ピアニィ：それじゃ、フェイトを１点使ってダメージに＋５Ｄ。（ダイスを振る）……[image: 230]点の魔法ダメージ。ヤンヤンの仇かたきぃ―――っ!!





　ヤンヤンが身代わりになったおかげで、生まれた時間的余裕。

　その時間的余裕がバルバトスにとって致ち命めい的てきな時間となった。

　ピアニィが瞬時に放った《フロストプリズム》を受け、バルバトスは一瞬で氷ひよう像ぞうと化した。




ＧＭ：ぐっ、バルバトスはこれで死亡。ピアニィの魔術で、氷像にされたバルバトスのは、即座に砕くだけ散ちり、瘴気となって空中へ霧む散さんしていく。

ベネット：おお、よかった。《アベンジ》大だい正せい解かいでやんす！

ピアニィ：やった、ヤンヤンの仇はちゃんと討うてた！

ＧＭ：次はサブナックか……。

ナヴァール：その前に《クイックヒール》だ。ピアニィ様の【ＨＰ】を回復しておこう。（ダイスを振る）……[image: 110]点回復！

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール！　[image: 140]点まで回復しました！

ＧＭ：では、あらためてサブナックさんの行動なんだが……アルを攻撃すると、たぶん死ぬ。

アル：《刹せつ那なの返し》でＨＰロスがいくからね。

ＧＭ：なので、《イレイスマジック》をアルに。《スピリチュアルウェポン》を消すぞ。

アル：なるほど……！




　だが、サブナックは［放心］していたため、魔術判定の達成値が思うように伸びない。

　あっさりアルに回避され《イレイスマジック》は無駄打ちに終わる。




ＧＭ：つ、次！　フェリタニアの番。……ムーブとマイナーなし。メジャーアクションで《ジョイフルジョイフル》。同時にオリジナルパワー《邪神の聖せい歌か隊たい》を使用。

ベネット：《ジョイフルジョイフル》!?

ＧＭ：《邪神の聖歌隊》により、《ジョイフルジョイフル》の対象を自分をのぞく三体に変更。フルカスとサブナックを未行動にする。肌はだが粟あわ立だつおぞましい音が鳴なり響ひびいたかと思うと、フルカスとサブナックの纏まとう瘴気が膨ふくれあがり、即座に行動する。

ナヴァール：なるほどな。これはピアニィ様がバルバトスを倒してくださって助かった。

ＧＭ：では、未行動になったフルカス。ムーブアクションで《チャージ》。戦闘移動しつつ、ダメージを＋20点。ベネットのエンゲージへ移動する。

ベネット：お、こっちにくるのかい。あっしは、そんな攻撃なんて避けてみせるぜ。

ＧＭ：マイナーアクションはなし。メジャーアクションは《地じ獄ごくの絞こう首しゆ台だい》を使用。幻の絞首台が現われて、ベネットを拘こう束そく。そこへ、フルカスが騎き乗じよう攻撃を仕し掛かける！

ベネット：うおー、やめろー！　死にたくない―――っ!!

アル：《地獄の絞首台》の効果は？

ＧＭ：ダメージが入ると［威い圧あつ］［スタン］［スリップ］。さらに攻撃と同時に《ラッシュ》。ダメージに＋54点。さあ、いくぞ。（ダイスを振る）……ん、出目はいい方。達成値46。

ベネット：46か。まあ、楽勝だな。

ＧＭ：なら、フェリタニアさんが《邪神の加か護ご》を使用。取得している《邪神の力》を他人に使えるようになるオリジナルエネミースキルで、これで命中判定をクリティカルにする。

ベネット：ぶほっ!?


ＧＭ：さらにクリティカルになったのでサブナックが《シーリィ》を使用。絞首台の戒いましめが強化され、さらにフルカスの槍が瘴気を纏ってあやしく輝かがやく。

ベネット：ぐ、ぐお―――っ!?　あっし【物理防御力】０でやんすから、当たったらかなりヤバイでやんす。回避判定に《ダンシングヒーロー》も使用！

ＧＭ：あ、そこにフェリタニアさんが《ジャミングルーン》を使用して、判定にマイナス２Ｄ。ベネットの身体にルーンが浮かび。動きが鈍にぶくなる。

ベネット：なにその華麗なコンビネーション!?　もうどうにでもしてぇ―――っ!!（爆笑）




　―――と言いつつも、ベネットは必死に回避を試みる。ナヴァールから《結束》によるフェイト１点の支援を受け、最終的に《ハードラック》まで使用して、なんとか判定を無理矢理クリティカルにし、回避に成功してみせた。




ＧＭ：ベネットが身をひねり、紙かみ一ひと重えで槍やりを回避。すると幻の絞首台が消滅し、ベネットが自由になる。が、フルカスの攻撃は終わらんぞ。

ベネット：《ホースバトラー》でやんすな。

ＧＭ：うん、そう。解かい放ほうされたベネットへフルカスの馬のキックが放たれる。《ホースバトラー》で特とく殊しゆ攻撃。（ダイスを振る）……達成値22。これじゃ当たらないので、《邪神の加護》《邪神の力》でクリティカルに変更だ！




　しかし、このフルカスの騎馬の猛烈な蹴りを、ベネットはクリティカルで回避！

　馬の歩幅を読みきり、床ゆかに大の字になって寝転び、凶暴なひずめをやり過ごしてみせた。




ＧＭ：くそ……では、次のサブナックは……（しばし考え）……ベネットに突っ込みたいから、ムーブアクションでアルのエンゲージから離り脱だつする。

アル：このエンゲージ、大天魔の兜で封鎖されているけど。

ＧＭ：そういえばそうだった！

アル：とはいえ、別に止めなくてもいいんじゃないかと思っている。俺がフリーになれるからな。ベネットを攻撃しても当たる確率は低いしな。

ＧＭ：くっ……あ、あなどられている……。だが、サブナックは全力をつくすぞ……（ダイスを振る）……６。離脱したんで、そのままベネットへエンゲージする！

ベネット：さあ、こい。サブナック！




　サブナックは奮ふん闘とうした。

　手にした堕だ落らくの十じゆう字じ架かという打だ撃げき武器をベネットの頭に振り下ろせば、フェリタニアの支援もあり、クリティカルで命中した。

　アルが《カバーリング》を使用、ベネットに来るはずのダメージを引き受けるも、フェリタニアからさらなる支援が入り、ダメージが激増……アルに[image: 149]点ダメージが入った。




アル：かなり痛いたいな！　半分くらい【ＨＰ】を持っていかれた……！

ＧＭ：ふふん、サブナックをあなどった罰ばつだ！　次はナヴァール。

ナヴァール：ピアニィ様に《ジョイフルジョイフル》だな。（ダイスを振る）……発動成功。

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール！　ムーブアクションなしで《ブーストマジック》《フロストプリズム》《精霊乱舞》。判定の直前に真理の書を使います。これで判定のダイスは７Ｄ！（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：回避できるのはフェリタニアさんだけ。（ダイスを振る）……無理。命中した!!

ナヴァール：では、《ディバインフォース》。ケセドの杖を使ってダメージ＋[image: 135]！

ピアニィ：ありがとう！　フェイトも１点使用。（ダイスを振る）……[image: 510]点魔法ダメージ!!




　吹ふき荒あれる光と氷の嵐あらし。

　魔族だけを氷結させる清せい冽れつな魔力が、フェリタニアとその配下の魔族を包つつみ込こんだ。

　中でも弱体化していたサブナックは抗あらがうことも叶かなわず、一瞬にして氷像になったかと思うと、光に包まれて消滅した。




ＧＭ：さすがにそのダメージは無理。サブナックは倒れた！　フルカスは《インバルネラブル》でダメージ０にする！

ピアニィ：フルカス、そんなスキルも持ってたの!?

ＧＭ：フェリタニアさんは、ダメージを受けて髪かみの先っぽあたりが氷漬けになって砕け散るが、まだまだ元気。《バッドステータス無効》で［放心］を解除し、【ＨＰ】を10点ロスする。

ピアニィ：これで全員行動終了かな。

ＧＭ：だな。こちらはフェリタニアさんのみ《二回行動》使用。

ピアニィ：こっちも再行動です！

ＧＭ：では、再行動のタイミングに入ろう。




●第一ラウンド《再行動》時

▼行こう動どう値ち

ベネット　　　　　53

ピアニィ　　　　　36

フルカス　　　　　33（行動済）

アル　　　　　　　27

フェリタニア　　　24

ナヴァール　　　　22




[image: ]




ベネット：では、未行動になったあっしから。ムーブアクションで《フェイドアウェイ》。離脱して５メートル前進。マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》。対象はフルカス。あっしの矢を二発ぶち込んだらぁ！

ＧＭ：ふっふっふっ、このジジイが二発も耐えられると思っておるのか！

アル：もう【ＨＰ】がギリギリってことか（笑）。

ベネット：かまわないでやんす！　では一発目。（ダイスを振る）……達成値50。

ＧＭ：うん、フルカスは放たれた矢を認にん識しきすることすらできず、棒立ちのまま、矢を喰らう。

ベネット：刺ささった矢の威い力りよくを決めましょうか。《ピアシングストライク》を使用。

ＧＭ：おっと、そのダメージロール直前にフェリタニアさんがオリジナルスキルの《プロテクトルーン》を使用！　一シーンに一回、ダメージをマイナス50だ。放たれた矢の前にルーンの障壁が五重に刻まれ、威力を減げん衰すいさせる！

ベネット：マイナス50はくるなー。（ダイスを振る）……まあ、出目もいい方。マイナス50点されて、[image: 125]点の魔法ダメージ!!

ＧＭ：【魔法防御力】はそれなりにあって、40。ってことは85点のＨＰダメージ。そしてフルカスさんの残り【ＨＰ】は29点。

ベネット：い、意外にやばかったでやんす！　でも、倒したでやんすよ！

ＧＭ：フルカスが倒れ、身体が分ぶん解かいされて瘴気となって散っていく。かと思うと、空気中に充じゆう満まんした瘴気がフェリタニアさんに集まっていきます。

アル：お、なんかモードチェンジっぽい。

ＧＭ：うむ。魔族が全員倒れたので、パワーアップに使用していた瘴気を集め直し、自分の力に変える。「やれやれ、使えない連中だ。仕方ない、私自らが力を振るおう」

アル：ずいぶん必死でサブナックさんを生き残らせようとしたのに。

ナヴァール：部下を庇ったのもあくまで自分の都合だろう。本質はどこまでも冷酷なのだ、と考えるべきだ。

ＧＭ：「なにをあたりまえのことを」と笑うフェリタニア。そして瘴気を吸収したことで、《邪神に仕える者》というパワーが効果を発はつ揮きし、データが強化された。

アル：【行動値】は変わったりします？

ＧＭ：それは変わらない。

ピアニィ：じゃあ、次は【行動値】36であたしのメインプロセス。

ＧＭ：いや、その前のイニシアチブプロセスで《ジャッジメントルーン》を使用！

ベネット：ここで動いてくるでやんすか。

ＧＭ：瘴気を取とり込こんだ次の瞬間、彼女の周りにブンと無数のルーンが浮かぶ。で、そのルーンの群むれを手の中に集束させたかと思うと、すぐに魔力を解放し、戦場一帯を薙ぎ払う。

ピアニィ：オリジナルのスキルですよね？

ＧＭ：いや、パワーだ。イニシアチブプロセスに場面（選せん択たく）への魔法攻撃を行なう。

ナヴァール：パワーのシーン攻撃か！

ベネット：《インターフィアレンス》……いや、まずは《時の支配者》で確かく実じつにとめるでやんすよ！




　ルーンの魔力が解き放たれる瞬間、ベネットの放った魔法の矢がルーンを撃ち抜いた。

　矢の魔力とルーンの魔力が干かん渉しようし、互たがいを食い合い、相そう殺さいする。

　結果、あたりを薙ぎ払うはずだった魔力は一瞬の閃せん光こうを放ち、綺き麗れいに消滅した。




ＧＭ：ちっ、なにもできない。打ち消されたよ。フェリタニアは悔くやしそうなそぶりも見せず、ただ笑みを浮かべた。

ベネット：余裕でやんすね！　むしろ逆上しないだけ、凄みを感じるでやんす。

ＧＭ：ふっふっふ。これでイニシアチブプロセスは終わり。次にピアニィ。

ピアニィ：それじゃあ、全力できます！　ムーブアクションなし、マイナーアクションで《精霊王招しよう来らい》、メジャーアクションで《ダブルキャスト》！

ＧＭ：呼よび声ごえに応え、精霊王がピアニィの身体に憑ひよう依いする。目ま映ばゆい輝きとともに圧あつ倒とう的てきな魔力がピアニィからあふれ出し、それに反はん応のうして冷たい風が吹ふき抜ぬけていく。

ピアニィ：じゃあ、行くよ？　《フロストプリズム》《精霊乱舞》《リゼントメント》！

ＧＭ：さすがにフェリタニアさんもこの魔力の高まりには驚きよう愕がくする。「私の想定を超えて魔力が上がっていくだと!?」

ピアニィ：魔術判定（ダイスを振る）……ああ、６は一個だけ。クリティカルは出ない！

ナヴァール：６が一個出てるなら使おう。《小さな奇き跡せき》。神に奇跡を祈り、ピアニィ様の魔術を支し援えんしてもらう。ダイス目ひとつを６にして、これでクリティカル！

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール！

ＧＭ：回避判定！　（ダイスを振る）……くそっ、出目６と３！　クリティカルせず、命中だ。

ピアニィ：えーっと……（ダイスを振る）……とりあえず固こ定てい値ちが[image: 755]。

ＧＭ：固定値だけで[image: 755]ぉ!?

ピアニィ：残りフェイトが３点しかないから、ダメージロールにフェイトは使わない。（ダイスを振る）……[image: 810]点の魔法ダメージ。―――滅びよ！

ＧＭ：「滅びよ」って、それ正義の味方のセリフじゃないだろ！（笑）　えー、60点止めて[image: 750]点抜けた。痛え!?　痛いが、まだ滅びはしない!!

ピアニィ：まだ戦えるんですね。〝邪神の御子〟は強いです。では、容赦なく二撃目《フロストプリズム》《精霊乱舞》いきます。（ダイスを振る）………達成値39。

ＧＭ：２Ｄなんで６ゾロのみ。ごろっ（ダイスを振る）………命中だ。

ピアニィ：（ダイスを振る）………[image: 541]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：うお―――っ!?




　ピアニィの魔術によって、世界が作りかえられる。

　すべてが凍こおりつく冷気の中、光がフェリタニアを撃ち抜き、永えい遠えんに溶けることのない氷の中へ彼女を封ふうじ込こめていく……。




ＧＭ：ぐおー、このメインプロセスだけで一二三一点もダメージを受けた！　分ぶ厚あつい氷に閉とじこめられたフェリタニアだが、力尽くで氷を砕き、脱出する。

ピアニィ：倒せなかった！

アル：まあ、さすがにあの程度じゃ倒れないな。次は俺か。ムーブアクションでフェリタニアさんにエンゲージ。マイナーアクションで《フルスイング》と《ツインアーツ》。メジャーアクションで《戦鬼》。一撃目に《ボルテクスアタック》を宣言する。

ＧＭ：ピアニィの氷から抜け出したフェリタニアさんはすっくと立ち、余裕を崩さずに向かってくるアルを迎むかえる。

アル：いくぞ、〝邪神の御子〟！（ダイスを振る）……達成値52！

ＧＭ：６ゾロのみ（ダイスを振る）出目５。回避できず！

アル：ダメージ前にスピリッツソードを起動！

ピアニィ：《ディスコード》に崩ほう壊かいの角つの笛ぶえ！　（ダイスを振る）……24点追加です。

アル：助かる。（ダイスを振る）……全部合わせて[image: 515]点物理!!

ＧＭ：うぇえ!?　こっちの【物理防御力】は25点しかないので[image: 490]点ダメージ！

ナヴァール：物理の方が低いのか！

ＧＭ：アルの剣が一いつ閃せん。あまりの速さに、一瞬遅おくれて風が巻まき起こり、次いで斬きられたフェリタニアが衝しよう撃げきを受けて一歩下がる。

アル：まだ終わってないぞ。追いかけるように踏ふみ込こみながら二撃目!!




　アルの二撃目、三撃目も見事命中。

　合わせて[image: 458]点のダメージをフェリタニアに与えた。




ＧＭ：これで累るい計けいダメージが三〇〇〇点を超こえたぜ！

ナヴァール：それでも倒れないか。

ＧＭ：そりゃもう、真のラスボスだからね。「お前たちの攻撃はその程度なのか？　ならば滅びよ！」と余裕の笑みを浮かべるフェリタニアさん。

ピアニィ：真ま似ねしないでー（笑）。

ＧＭ：まずはムーブアクションで《滅ほろびのさだめ》。メインプロセスの魔法攻撃に対するリアクションでクリティカルが発生しなくなる。さらに「これが本物の《フロストプリズム》よ」と言って、《ダブルキャスト》で《フロストプリズム》を二回撃つ！

ピアニィ：え―――っ!?　どっかで見たような攻撃なんだけど―――っ!?


ＧＭ：はっはっは。では一回目。《超ちよう広こう範はん囲い攻撃》でＰＣ全員を攻撃する。「見るがいい」と言って右手をかざすと、禍々しい光が周囲に満ちていく。そしてその光の中で、あらゆるものが凍りついていくんだ―――。《邪神に仕える者》の効果でダイスが増えて８Ｄ＋34！

ナヴァール：ここは《パトロナイズ》で止めよう。まずは《ブランダームーブ》だ。判定にマイナス３Ｄ！

ＧＭ：ちぃ、５Ｄに減ったか。それでも……（ダイスを振る）……よし、来た来た。６がふたつでクリティカルだ!!


一同：なにぃっ!?


ナヴァール：くっ、《パリペイティア》で振り直し……。

ベネット：いや、それよりも確実にいくでやんすよ。《影かげ縫ぬい》で６を一個除外。魔術を妨ぼう害がいするため目元スレスレを射いるでやんす！

ＧＭ：矢に一瞬気を取られ、魔術の制せい御ぎよが乱みだれる。６が一個減ってクリティカルならず。達成値は47だ！

ナヴァール：それに対して《パトロナイズ》。まずはフェイトを５点使用！




《結束》でベネットとアルから１点ずつフェイトを提供されたナヴァールは、６を三つ出してのクリティカルで《フロストプリズム》の一撃めを見事に防ぎきった!!

　だが、フェリタニアはすぐさま左手をかざし《フロストプリズム》の二撃めを放つ。

　絶対零度の死の光が広がる――。

　これを迎撃に走ったのはベネット。狼耳の射手は、《インターフィアレンス》を使用。呪文を妨害すべく、フェリタニアの手元を矢で狙う。達成値64に及んだ攻撃を、フェイトをかき集め、《ハードラック》を駆使し、打ち消して見せた。




ＧＭ：なんと！　フェリタニアが放とうとした魔術が核かくを失い、効こう力りよくを表わすことなく光となって周囲に霧む散さんする！

アル：ふう、止めたか。よくやったぜ、ベネット。やっぱり、シーン攻撃二発は怖こわいな。《カバーリング》しきれない。

ＧＭ：とはいえ、これで防御のスキルは終わりだろう？

ナヴァール：いや、まだ《蘇そ生せい》とか残ってるぞ。

ＧＭ：まだ残ってるのか……しぶとい。次はナヴァール。

ナヴァール：では、アルに《ジョイフルジョイフル》を……（ダイスを振る）……発動だ。

アル：未行動になって俺の行動だ。《ファストセット》と《スマッシュ》をムーブアクションに。《フルスイング》と《ツインアーツ》をマイナーアクションに、メジャーアクションは《戦鬼》で攻撃！　まずは一撃目。（ダイスを振る）……クリティカルは発生せず、56。

ＧＭ：回避できる可能性はクリティカルのみ。（ダイスを振る）出目７で命中だ。

アル：スピリッツソード使用！　ちなみに、この攻撃に全部スピリッツソードは使うぞ。（ダイスを振る）……[image: 264]点の物理ダメージ！

ＧＭ：切り札を使わない通常起動でこれか！　[image: 239]点のＨＰダメージ。右手の剣で袈け裟さ懸がけに斬られ、フェリタニアがぐっとうめく！

アル：次！　間かん髪はつ入いれず、左の剣で逆ぎやく袈け裟さに斬る！　（ダイスを振る）……クリティカル!!

ＧＭ：くっそ!?（ダイスを振る）……クリティカル出ない!!　出目９で命中。

アル：（ダイスを振る）……[image: 288]点物理。

ＧＭ：[image: 263]点抜けた！　斬られた衝しよう撃げきで回避すらままならず、剣が直ちよく撃げき。だが、倒れることなくその場に踏みとどまる。

アル：最後！　両手の剣を合わせて右薙なぎ！（ダイスを振る）……達成値60！

ＧＭ：まあ６ゾロのみですよ！（ダイスを振る）……無理。命中だ。

アル：（ダイスを振る）……出目よくないな。[image: 261]点物理。

ＧＭ：[image: 236]点抜け！　三連撃すべて直撃したフェリタニアさんは顔を歪ゆがめながら、バックステップして間合いを開けた。血を流しているが、致命傷は防いだようでまだ立っているな。

アル：俺の行動は以上だ。

ＧＭ：よし、ではクリンナッププロセスだ。




　クリンナッププロセスでアルが《バイオレントヒット》で《ボルテクスアタック》の、ピアニィが《チャージマジック》で《リゼントメント》の、ベネットが《バーサタイル》で《アデンダム》の使用回数を回復させた。




ＧＭ：他にないな？　では、第二ラウンドへ！




●第二ラウンド

▼行動値

ベネット　　　　38

フェリタニア　　24

ピアニィ　　　　21

アル　　　　　　12

ナヴァール　　　７




[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップ。

ベネット：あっしのタイミングで《最後の力》を使用。

ピアニィ：承しよう認にんです！　みんなのフェイトが４点回復しました。

ＧＭ：続いてフェリタニア。《クイックルーン》。自分にルーンを刻んでスピードアップ。（ダイスを振る）……【行動値】30になった。

ピアニィ：あたしが《インクリーズデバイス》。アルとベネットちゃんとあたし用に攻撃支援用のオプションを作成しました。

アル：俺はなし。

ナヴァール：《インペレイティブ》。一個目のスキルは《ファイトソング》でベネットの《インタラプト》を回復。神竜王を讃たたえる詩をうたい、ベネットの力を回復させる。

ベネット：おお漲みなぎってくるぞー。

ナヴァール：もうひとつは《ヘイスト》。ここはアルに使おう。（ダイスを振る）……発動はした。フェイトを２点使用。（ダイスを振る）……よし、18点上昇だ。

アル：これでピッタリ【行動値】30！

ピアニィ：よかったー。

ＧＭ：ちっ、１低ければフェリタニアさんが先手を取れたのに！（笑）

アル：ではイニシアチブプロセスで、ベネットからか。

ＧＭ：いや、その前に《オートキャストルーン》。またもや、自動的にルーンが浮かび上がり、行動する。

ベネット：ならこちらが《カリキュレイト》でやんす！

ＧＭ：【行動値】的にベネットから処理だな。

ベネット：じゃあいくでやんすよ。まずはムーブで《ウェポンチェンジ》。ちゃちゃちゃちゃー。お前のために買ったぞー！　と言いながら破は邪じやの魔ま弓きゆうに持もち替かえる。

ＧＭ：「波邪…………邪神殺しだと？　面白い！」

ベネット：へっへっへ。マイナーで《ホロウショット》。メジャーで《神速の鼓こ動どう》。目にも留まらぬ速さで、メジャーアクションを二回するでやんす！

ＧＭ：おお、そんなもんが！

ベネット：まあ、同じスキルやパワーは二回使えないので、《ダブルショット》二回はできないでやんすが。

ナヴァール：要するに三回攻撃できるってことだな。

ＧＭ：それはすごい。お前の全力を見せてみろ。

ベネット：見よ、あっしの全力全開！　まずは《ダブルショット》で一発目！　命中判定前に《デュアルアロー》。うおおおお、この一万Ｇもする魔滅の矢を二本も使うのかぁ～！

ＧＭ：「…………一万Ｇごとき、普通の小こ遣づかいじゃろう」

ベネット：小遣いだと。お前……一万Ｇのためにどんだけ冒ぼう険けん者しやが血の涙なみだを流してるか知らないのかぁぁぁっ！




　異常な金銭感覚を持つ邪神に、怒りをぶつけるベネットであった。




ベネット：死ね、ブルジョア！（一同爆笑）　魔滅の矢を二本使用！（ダイスを振る）……クリティカルはしなかった。達成値47！

ＧＭ：まあ当然６ゾロのみで回避ー！（ダイスを振る）……達成値23。命中だ。

ベネット：ダメージロールの前に《ピアシングストライク》！　で、フェリタニアの分類は？

ＧＭ：…………魔族だ。

ベネット：やったぞ、あっしは勝った―――っ!?　これで破邪の魔弓の効果で、１点でもダメージが通れば、［威圧］［放心］［スタン］がつく。

ＧＭ：「分類：邪神」でもよかったな……（笑）。

ベネット：（ダイスを振る）……[image: 183]点物理。ただし防御力無視！　なのでさらに［威圧］［放心］［スタン］も追加！

ＧＭ：くそ、全部《バッドステータス無効》で回復。これで[image: 213]点【ＨＰ】が削られたぞ。

ベネット：はっはっはっ、これが金の力、いや冒険者の力だ！

ピアニィ：ベネットちゃんすごい！

ベネット：さらに二撃目いくでやんすよ。《天の火》を使用。さらに《デュアルアロー》で魔滅の矢を二本使用。ひゃっは―――っ！　これは盛もり上あがる。

ＧＭ：これで四万か。

ベネット：くぅ―――っ！　だがいくでやんす！　（ダイスを振る）……命中の達成値49！

ＧＭ：（ダイスを握り込み）……避けてベネットの二万Ｇを無駄打ちさせたい！

ベネット：ちょっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：でい！（ダイスを振る）……ダメ。回避失敗だ。




　この攻撃に、ナヴァールの《チェックメイト》などものり、合計[image: 506]点ものダメージがフェリタニアにいくことに―――。




ベネット：―――さらに防御力無視で、加えてバッドステータスを三つ。

ＧＭ：バッドステータスは《バッドステータス無効》で回復。（計算中）……くそ、これで累計ダメージが四五〇〇点を超えた。すげー、ベルフトの【ＨＰ】を超えたよキミたち。

ベネット：ベルフトを倒したあっしらに出せないダメージではない！

アル：で、ベネットはメジャーアクションもう一回か。

ベネット：では、《ワイドアタック》撃つぜ―――っ！　最後の魔滅の矢を使用。（ダイスを振る）……クリティカル！　ここでか―――っ！

ＧＭ：微妙に空気読んでないな。（ダイスを振る）……クリティカルしない。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 165]点、防御無視。




　ベネットは抜く手も見せず、五本の矢をつがえた。

　次の瞬間にはそのすべてが、フェリタニアに突つき刺ささっていた。

　まさに神しん技ぎ。比ひ類るい無なき彼女の射撃の技術の真しん髄ずいが、垣かい間ま見える一いつ瞬しゆんであった。




ＧＭ：うぐぐ、一〇〇〇点近くダメージを受けたぞ。フェリタニアは突き刺さった矢を引き抜いてうち捨すてながら、ベネットをにらむ。

ベネット：ひぃ!?


ＧＭ：で、次はフェリタニアの《オートキャストルーン》。小こ技わざからいこう。アルの方をちらっと見てですね、「止まれ、縛しばられろ」　その言葉と共に、アルの身体にルーンが刻まれる。

ベネット：ああ、行動済ずみにするやつか。

ＧＭ：そのとおり。アルに対して《ストップルーン》。（ダイスを振ふる）……18だ。

アル：さすがにそれは避けるぞ。《ドラゴンソウル》使用。（ダイスを振る）……お、出目が５、５、６。達成値26で回避した。

ＧＭ：アルの素早い動きに、刻まれたルーンは効果を発揮することなく砕け散った！　これでイニシアチブプロセスは終了。メインプロセスは……アルか。

アル：じゃあいくぞ。俺も全力だ。ムーブアクションで《ファストセット》《フルスイング》、マイナーアクションは《死神の手》、メジャーアクション《戦鬼》！

ＧＭ：きたか《死神の手》！

アル：スピリッツソードで10点ずつ【ＨＰ】が削れていくけど、【ＨＰ】は50点くらいあるか問題なし。力を振り絞しぼって三連撃だ。一撃目、《ボルテクスアタック》も使用だ。（ダイスを振る）……クリティカルはせず。達成値53。

ＧＭ：回避をする、クリティカルのみ（ダイスを振る）……出ない。回避失敗だ。

アル：当たったら必ずスピリッツソードを使うぞ。（ダイスを振る）……[image: 727]点の物理ダメージ。

ＧＭ：アルの気迫に呑のまれたように、フェリタニアは身動きすらできずに斬られるのみ。25点引いて[image: 702]点抜けか！

アル：では、息つく暇ひまも与えずに二撃目！（ダイスを振る）……クリティカルはせず。達成値54！

ＧＭ：（ダイスを振る）……こちらもクリティカルせず。命中だ。

アル：（ダイスを振る）……[image: 482]点、物理！

ＧＭ：[image: 457]点抜け。やべえダメージがすごい数すう値ちになってる……。

アル：ではラス１。（ダイスを振る）……クリティカルせず。52。

ＧＭ：（ダイスを振る）……よし、クリティカルした！

ピアニィ：あー、出ちゃった！

ナヴァール：慌あわてず騒さわがず《パリペイティア》。

ＧＭ：……二回使えるんでしたっけ？

ナヴァール：二回使えます。こんなこともあろうかと、とっておいたんです。

ＧＭ：（ダイスを振る）……さすがに連続でクリティカルは出ない。命中した！

アル：（ダイスを振る）……出目が悪い。17だから[image: 491]点の物理!!




　体力は残り少なく、限界も近い。

　まぎれもない窮きゆう地ちに、アルの剣がさらなる冴さえを見せた。

　左薙ぎから逆ぎやく風ふうへ[image: ]つなぎ、逆袈裟で締しめる高速の三連撃。

　フェリタニアはその暴ぼう風ふうのような剣の前に、ただただ切きり裂さかれるのみであった。




ＧＭ：（計算中）……ま、まだ死にはしないがそろそろヤバイ！　アルの攻撃を受けて、膝をつくが、すぐに立ち上がる。その顔にはもう余裕の笑みは残っていない。

アル：へっ、ようやっと本気になったか？　ってところで、俺は終わり。




　続くイニシアチブプロセスでベネットが《アデンダム》を、アルが《不ふ屈くつの闘とう志し》を宣言。

　ベネットは《ホロウショット》《ダブルショット》を使用し、フェリタニアから[image: 385]点の【ＨＰ】をもぎ取った。

　一方のアルは《不屈の闘志》で[image: 200]点【ＨＰ】を回復。これで残り【ＨＰ】が[image: 215]点となった。

　続くフェリタニアは、《ダブルキャスト》からの魔術攻撃を行なおうとするも、ベネットの《インタラプト》に阻まれることとなる。




ＧＭ：では、続いてのイニシアチブプロセス。フェリタニアさんが《ジャッジメントルーン》で魔法攻撃を行ないます！

ナヴァール：さっき《時の支配者》でベネットが止めたパワーだな。

ＧＭ：ルーン文字が虚空に展てん開かいされ、そこから禍々しい光が解き放たれていく。「射程：視し界かい」「対象：場面（選択）」に魔法攻撃。魔術判定８Ｄ＋34。ダメージは固定値が[image: 150]点だ。

ナヴァール：それは苦しい……。

ＧＭ：ではいきますわよ！（ダイスを振る）……クリティカルはしない。なら、ここは使っておくか。《邪神顕けん現げん》でクリティカルに変更……！

ピアニィ：そんなの持ってるの!?

ＧＭ：うむ。そしてこのクリティカルによりダメージが＋10Ｄだ。

アル：こいつは厳きびしいな……！




　この攻撃に対しアルとベネットはフェイトを投入、スキルを駆使しクリティカルで回避してのける。

　ピアニィは回避失敗し、アルが《カバーリング》《カバームーブ》で彼女ををカバー。

　ナヴァールは魔導服の効果でそもそも回避できず―――。




ＧＭ：では、ダメージだ。ベースが12Ｄ＋[image: 150]点、それに加えて《邪神顕現》で＋10Ｄ。（ダイスを振る）……[image: 225]点の〈無〉属性の魔法ダメージ！

ベネット：〈無〉属性だと!?

ＧＭ：うむ。フェリタニアさんが禍々しい光を解き放ったかと思うと、回避が遅れたナヴァールと、ピアニィをかばったアルに「ドン！」と衝撃が突つき抜ぬけていく。

アル：ぶふっ、さすがにそれは戦闘不能かなぁ～……。ちょっと計算しよう。（計算中）……あ、【ＨＰ】残り２で立ってる（一同爆笑）。

ＧＭ：マジかよ!?


アル：マジです。【ＨＰ】[image: 215]点に[image: 225]点の魔法ダメージで、俺の【魔法防御力】が12だから、[image: 213]点のＨＰダメージ。このまま受けても、残り【ＨＰ】は２、耐えたー（爆笑）。

ナヴァール：ちなみにナヴァールは残り【ＨＰ】１で立ってる。

ＧＭ：ふざけんなよっ!?


ピアニィ：きくたけさんのダイス目、すご―――いっ！

ベネット：奇跡のようなダイス目でや――んす！

ＧＭ：ぐぬぬぅ……っ！（一同爆笑）

ナヴァール：さて《プロテクション》ケセドの杖つきをアルに。どうせ私はダメージ軽減しても意味がないからな。（ダイスを振る）……79点軽減だ。

ピアニィ：じゃあ《サモン・アラクネ》をアルに。（ダイスを振る）……30点軽減です！

アル：ありがとう。これで【ＨＰ】[image: 111]。

ピアニィ：次はあたしね、【ＭＰ】が心許ないので《祝福》使うね。

アル：どうぞ。

ピアニィ：これで【ＭＰ】完全回復。それじゃいきます！




　ピアニィは、《ブーストマジック》《フロストプリズム》《リゼントメント》《精霊乱舞》《フォーチュンルーン》でフェリタニアを攻撃。

　自分でフェイトを１点、さらに《結束》で他の三人から１点ずつとナヴァールの《カノン》で支援をもらい、クリティカルで命中したこの一撃は、[image: 550]点の【ＨＰ】を奪うばい去った。




ピアニィ：もう、あたしは全部の切り札を使い切った！　もうこれ以上なにもできない。

ナヴァール：さすがにそろそろフェリタニアが倒れてくれないと困るな……。

ＧＭ：ピアニィの魔法が発動し、氷ひよう霧むと光がキミたちの視界を覆おおい隠かくす。光が収おさまり、氷霧が晴れていくと、胸むねを押おさえ、苦しそうにしているがフェリタニアさんはまだ立ってる。

アル：まだ立ってるのか！

ピアニィ：……し、しつこい！

ベネット：………さすが、〝邪神の御子〟ってとこでやんすね。

ＧＭ：なんとか立ってるくらいの状態だね。最初の頃ころは振ふり払はらっていたピアニィの魔術による氷も、もう振り払うことができず、身体のあちこちが凍てついている。眼めは憎にくしみに燃もえあがり、まだ折れてはいない。

ベネット：あとひと息……！

ナヴァール：ここで私の行動だな。最後の《ジョイフルジョイフル》。対象は……。

ピアニィ：アル？

ナヴァール：ええ。いま一番ダメージを出せるのが彼です。（ダイスを振る）……発動。

アル：それじゃ、決着をつけようか。ムーブなし。マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《戦鬼》。残りフェイトが２点になるので《戦鬼》はこれで最後だ。

ベネット：さすがにみんなギリギリでやんすな。

アル：だな。じゃあ一発目。左の剣で突つきを放つ。（ダイスを振る）……達成値50！

ＧＭ：さっきピアニィの《フロストプリズム》を受けたから、回避判定にマイナス１Ｄされて、２Ｄしか振れない。クリティカルのみ！（ダイスを振る）……出目３。命中だ。

アル：スピリッツソード使用。（ダイスを振る）……[image: 196]点物理！

ＧＭ：さすがに《フルスイング》がないと、ダメージががくっと落ちるな。ルーンを刻んで突きを逸そらそうとするが逸らしきれず、左ひだり肩かたを貫かれる。が、まだ倒れない！

アル：なら二回目。右の剣でもう一回袈裟懸けに切り裂く！（ダイスを振る）……よし、クリティカルだ！

ピアニィ：やったっ!!

ＧＭ：回避っ!!（ダイスを振る）……ダメだ、クリティカルしない!!

アル：スピリッツソード使用。（ダイスを振る）……[image: 206]点物理！

ＧＭ：ぐむっ。再びルーンで剣を防ごうとするが、ルーンごと斬られた。ぐらりと上半身が泳ぐ。

アル：ならこれでトドメ！　振り下ろした右の剣をまったく同じ軌き道どうで切り上げる。（ダイスを振る）……達成値54！

ＧＭ：くそ、喰くらったらおしまいだ。……クリティカル出てくれ―――!!（ダイスを振る）




　ＧＭの放ったふたつのダイスが、テーブル上を転がり、止まった。

　上を向いた面が示しめす数字は６と……６!!




ＧＭ：６ゾロ！　クリティカルで回避した!!


一同：なに―――――っ!?

ナヴァール：くそ、《パリペイティア》はもう打ち止め。

ＧＭ：ふっ、フェリタニアさんはルーンでアルの剣を受け止め、その隙すきに地面を転がりアルの間合いから離り脱だつする。

アル：すまん、倒しきれなかった！

ピアニィ：ここでクリティカルはどうしようもないです……。

ＧＭ：攻撃を受けてたらやばかったな。が、避けたぞ！　で、全員行動済となったのでフェリタニアさんが《二回行動》を使用。

ナヴァール：それは止められない。

ＧＭ：では、フェリタニアは素早く立ち上がり、勝利を確信したかのように笑みを浮かべる。「長く続いた戦いも、ここで終しゆう幕まくだ。お前たちが信しん頼らいする魔術《フロストプリズム》ですべてを終わらせよう」と言いつつ、《ダブルキャスト》。

ベネット：あー……まだ使えるでやんすか。

ＧＭ：これで最後だがな。一発目、《フロストプリズム》《超広範囲攻撃》。フェリタニアが放つ光と氷が戦場全体を覆おおい尽くす。（ダイスを振る）……クリティカルしないので、《邪神顕現》を使ってクリティカルだ。

一同：ぎゃ――――っ!?





　さすがにクリティカルが都合よく出るわけもなく、攻撃はＰＣ全員に命中してしまう。




ＧＭ：ダメージロール前に《マジックフォージ》！　《マジックエッジ》が３レベルあるんで＋15Ｄされて、37Ｄ＋[image: 120]！

アル：やばいな……さすがにそれを《カバーリング》したら即死する。

ベネット：ここは《蘇そ生せい》を使って耐える方向でいくのがよさそうでやんすな。

ＧＭ：ダメージいくぞ。（ダイスを振る）……[image: 245]点〈水〉〈光〉属性の魔法ダメージだ!!

ピアニィ：まずはこのタイミングで《蘇生》！

アル：これで【ＨＰ】[image: 284]点になるので、残り【ＨＰ】51点で倒れない。

ベネット：あっしは５点止めれば立ってるでやんすよ。

ピアニィ：それじゃあ、あたしが《サモン・アラクネ》をベネットちゃんへ。（ダイスを振る）……19点軽減！

ベネット：それで立ってるでやんす！　残り【ＨＰ】15点！

ナヴァール：それでは《プロテクション》《ワイドプロテクション》ケセドの杖を私とピアニィ様へ。（ダイスを振る）……78点軽減！　残り【ＨＰ】59点で倒れない。

ピアニィ：あたしも死にません。残り【ＨＰ】56点です！

アル：よし、しのいだ!!

ナヴァール：だがかなりギリギリだな。

ＧＭ：《フロストプリズム》でダメージを受けたので全員［放心］してくれ。《マリッド・ストリーム》はないから回避判定にマイナス１Ｄはないぞ。

アル：俺は《インデュア》で［放心］を回復しておく。

ＧＭ：では二回目の《フロストプリズム》《超広範囲攻撃》。光と氷の嵐が収まったかと思った直後、再び嵐がＰＣたちに襲いかかる。（ダイスを振る）……クリティカルせず。達成値57。《邪神顕現》の使用回数は尽きたから、このままだ。

ベネット：……57。フェイト４点使用で８Ｄ。避けたら儲もうけもの……《ドッジムーブ》でやんす。（ダイスを振る）……よし、クリティカルで回避!!

ピアニィ：よかった―――っ!!




　なお、ベネットほど回避能のう力りよくの高くない他の三人はあえなく回避に失敗した。




アル：《カバーリング》《カバームーブ》でピアニィをカバー……いや、これだとナヴァールが倒れるな。

ナヴァール：それなら、ピアニィ様に私をカバーしていただいて、《アフェクション》。アルは《パーフェクトボディ》で耐えるのはどうだ？

ピアニィ：それなら三人とも立っていられますね。それがいいと思います。

アル：よし、それでいこう。

ナヴァール：では《キャスリング》をピアニィ様に。申もうし訳わけありませんが《カバーリング》で私をカバーしてください。

ピアニィ：ではナヴァールを《カバーリング》です！

ＧＭ：それじゃダメージを出すぞ。《邪神顕現》がないからそれほどダメージは出ない。（ダイスを振る）……[image: 155]点魔法ダメージ！

ナヴァール：《アフェクション》使います。ピアニィへ襲いかかる光と氷を神の力で弾はじいてダメージ０です！

ピアニィ：ナヴァール、ありがとう。

アル：俺は[image: 143]点ダメージを受けて、【ＨＰ】０だ。

ピアニィ：―――アル、そんなっ!?

アル：―――おっと、まだなんとか大丈夫。《パーフェクトボディ》があるからな………（少し考えて）………。いや、それよりもここは―――《ラストアクション》じゃないか？




《ラストアクション》とは、戦闘不能になった時に使用することで、一回のメインプロセスを行なうガンスリンガーのスキルである。

　窮地に陥った時に用いる、アルの切り札のひとつであった―――。




ベネット：それだっ!?　フェリタニアさんも限界だし、ありと言えばありでやんすな。

ナヴァール：次のラウンドに回すと、最初のイニシアチブプロセスのフェリタニアさんの攻撃に耐えられる可能性が低い……。ここで勝負を決めるのが上じよう策さくだな。

アル：だが、賭けになるのは事実だ。以後【ＨＰ】を回復できなくなるしな。それでもいいか………ピアニィ？

ピアニィ：…………あの、レイウォールの地下牢で初めて会った時から、アルはずっとあたしを護ってくれたよね。そんなアルをあたしは信じます。だから…………。

アル：…………。

ピアニィ：思いっきりやっちゃえ―――っ!!

アル：（ニヤリと笑って）よし、ここで《ラストアクション》を使用だ！




　フェリタニアが生み出した氷と光の乱舞がアルを撃ち抜いた。

　凄せい絶ぜつなる攻撃であった。

　どんな強者も地に伏し、二度と立つことは叶わなぬ――それほどの一撃であった。

　だが。

　アルは戦意を瞳に漲みなぎらせ、ゆらり……と立ち上がった。




アル：いくぞ！　これで決めるっ!!　ムーブアクションなし、マイナーアクション《スマッシュ》、メジャーアクション《クロススラッシュ》だ！

ＧＭ：（しみじみと）懐かしいな。アルというキャラのかなり初期の行動選択に戻ったな。

アル：へっ、使えるスキルを全部使い切っただけさ………。もう基き本ほんに戻るしかないんだよ。




　息が荒い。傷口が熱い。

　死と隣となり合わせの状況だというのに、

　アルは修行を重ねた少年時代のことを思う。

　日が暮れても剣を振り、様々な技を貪どん欲よくに身につけていった日々だった。

　懐かい旧きゅうの念とともに、不思議と心が澄すみ渡っていく。

　そして、アルは………とても懐かしい声を聞いた気がした―――。




アル：…………では、無む意い識しきのうちに背中に背せ負おった憤ふん怒ぬの神しん剣けんを引き抜く。

ナヴァール：テオドール殿の剣か……！




[image: ]




アル：………なぜか、こいつが「使ってくれ」って言った気がしたんだ―――。（ダイスを振る）……達成値50！

ＧＭ：「死に損ないが！」と、悪態をつきながら回避するフェリタニア。（ダイスを振る）……回避失敗。

アル：では、ダメージを。（ダイスを振る）……[image: 189]点物理！

ＧＭ：……[image: 164]点抜け。まだ倒れない！

ピアニィ：もう、見てられないけど……。あたしにできるのは励ますことだけだから……。アル、がんばれぇ―――っ!!

ベネット：がんばるでやんす、アル！

ナヴァール：アル！




　仲間たちの声援がアルの背中を押す。

　それは、油断すれば朦もう朧ろうとしてしまう彼の意識を、つなぎ止める強き絆きずな―――。




アル：ああ………見ててくれよ。正真正銘―――。




「―――これが俺のすべてをかけた最後の攻撃だっ!!」




アル：《クロススラッシュ》の二撃め！　（ダイスを振る）……達成値は47！

ＧＭ：クリティカルのみ……！　（ダイスを振る）出目５。命中だ。

アル：残りのフェイト２点すべて使用！（ダイスを振る）……出目がいい。[image: 205]点物理！




　師し匠しようであるテオドールが使った二振りの神剣。

　それを握にぎったアルは、無心に両の剣を十字に振ふり切きる。

　倒したはすのアルの反撃に、ルーンによる障壁を展開したフェリタニアが瞠どう目もくする。

　二条の銀光が、 障壁をやすやすと切り裂いたのだ。

　もはや、彼女に逃れる術はない。その顔が恐怖に歪ゆがむ。

　そしてアルは、フェリタニアを、〝邪神の御子〟の魂を、




　その双剣で断たち切きった―――。



















ＧＭ：だめだ、その攻撃で累計ダメージが八〇〇〇点を超えた。フェリタニアは怨嗟の声を上げ、天を仰あおぐように……背中から倒れた。

一同：倒した――――――っ!!

アル：ふぅ、なんとか倒せたぜ。………と【ＨＰ】０の俺はへなへなとへたり込む。

ピアニィ：よかった……アル、本当によかった！　アルのもとに駆け寄ります！

ベネット：やったでやんす！

ＧＭ：さて。フェリタニアの死体は、他の魔族と同様に瘴気となって霧散していく。

ナヴァール：他の魔族と同様の現象だな。

ＧＭ：だがその瘴気はふいに集まると、憎悪に染そまった邪神の顔を描きだす。

ベネット：ひ、ひぃっ！

ＧＭ：その邪神の顔は言う。「私を倒したからといって、勝ったと思わぬことだ。世界の障壁の向こうには無数の我が同胞がいる………」

アル：邪神や魔族が、いずれ攻め込んでくるってことか？

ＧＭ：「いかにも。世界の内側から、同胞を迎え入れる計画は失敗した。だが、外側からも絶えず侵入せんとの試みは続いているのだ………」




「―――人の世界など、いずれは滅ぶ」




　そして不吉に響く〝邪神の御子〟の哄笑。だが、その怨嗟に満ちた声を、少女の凛とした言葉が遮さえぎった。




ピアニィ：そんな企みは、何度でも叩き潰します……！

アル：ああ、それでこそピアニィだ。

ピアニィ：あたしは、人々の平和を奪うものを決して許しません！　瘴気に《フロストプリズム》を打ち込みます！

ベネット：うおっ、ピアニィ様がキレてるでやんす！

ＧＭ：その攻撃は演出でＯＫ。瘴気はピアニィの魔法を受け、絶叫を上げつつ……今度こそ消え去った。ここで戦闘終了だ！




　こうして―――。

　この大陸に無数の悪意、悲劇、争乱の芽を振りまいてきた存在。

　〝邪神の御子〟は、自身の城塞にて、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアと、その仲間たちの手により……討たれたのであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：ふぅ――――っ。ようやく終わったでやんすね。

ピアニィ：ええ。ベネットちゃん、お疲れ様。だけど………。

ナヴァール：そう。我々にはまだやるべきことがある。ステラを助けにいく……！

ＧＭ：ＯＫ。彼女は一一巻の時と同じく、モノリスのような魔ま導どう装置に[image: ]つながれたままの状態にある。それは、この部屋の奥にある扉を開けた向こう側だね。

ナヴァール：よし、ではその部屋の扉を開け……。

ＧＭ：……開けたその瞬間。開いた扉の間より、強きよう烈れつな熱気が噴ふき出だし、勇むナヴァールを押おし戻もどそうする。

ナヴァール：ぬお！

ＧＭ：どうやら、この城塞の動力となっている魔導装置……邪じや神しん炉ろというのだが……が、暴ぼう走そうし、室内に熱が充満しているようだ。

ナヴァール：いかん、ステラを助けねば……！

ピアニィ：ナヴァール、どいて！　邪神炉に向かって……《フロストプリズム》―――っ！

ＧＭ：おお、正解。ここは、魔術判定で、難なん易い度どは……。

ピアニィ：残ったフェイトを使って……（ダイスを振る）……あ、クリティカル！

一同：すげえっ!?

ＧＭ：まだ説明の途と中ちゆうだっ!?　……が……それでいい！　ピアニィの解き放った冷気と光の一撃は、室内に渦うず巻まいた熱気を瞬時に吹ふき飛とばした。

ナヴァール：では、あらためてステラに駆かけよって邪神炉から引きはがす！

ステラ：姉様……！

ＧＭ：ＯＫ、ステラはまだ意識こそ取とり戻もどさないものの……生命に別べつ状じようはないようだ。

ベネット：それじゃ、あらためて地上に帰るでやんす―――っ！（笑）

ＧＭ：待て、まだクライマックスフェイズは終わっていない。

一同：へ？

ＧＭ：邪神炉を止められた城塞は、これを支ささえる魔力をも断ち切られ……ゆっくりと、地上に向けて落下を始めたからだ。

一同：なに―――っ！

ベネット：まだなんかあるのか―――っ!?

アル：空に浮かんでいるものは墜おちる！　基本と言えば基本だ！




　〝邪神の御子〟の城塞は、静かに下降していく。

　その有様は、天空という楽園から追放された邪竜のごとし。

　今はまだ緩やかなその落下が、急激なものになるのは時間の問題であった。




ピアニィ：あたしたちは、誰ひとり欠けることなく、この戦いを終わらせなきゃ！　それが、あたしたちの無事を祈ってくれた人たちへの恩おん返がえしです！

ＧＭ：……ピアニィがそう強く思った時だ。ふいに、キミの懐にある〝ひとつの石〟と〝もうひとつの石〟が、まるで呼びかけているかように、淡い光を放ち始める。

ナヴァール：呼びかける……？

ピアニィ：……？　石を取り出して、手のひらの上に載せてみますが……。

ＧＭ：うん。すると両方の石は、すうっと音もなく浮かび上がり、ピアニィの眼前でさらに光の強さを増した。そう、たしかに感じる。その光は、〝神竜王〟セフィロスの輝き―――。

ピアニィ：セフィロス様―――と、祈りを捧げます。

ＧＭ：〝ひとつの石〟と〝もうひとつの石〟より放たれた光は、お互いを呼び合うように混ざり合い―――やがて、〝石〟そのものが光となってからみ合う。それは……。

ベネット：ふたつの石が混まじり合い〝真・ひとつの石〟に―――っ!?（笑）

ＧＭ：そんな名称なのか（笑）。だが、ひとつに合わさる、というのはそのとおりだ。ひとつになった石は、ピアニィに向かって、優しく語りかける。「よくやった、ピアニィとその仲間たちよ」

ピアニィ：セフィロス様……！

ＧＭ：「我が名は〝神竜王〟セフィロス。〝邪神の御子〟の魂は消え去り、我が意思を抑え込んでいた力は消えた。石を介してお前たちに語りかけている」

ベネット：おお、セフィロスの復活か……！

ナヴァール：いや、それはどうだろう。セフィロスはピアニィ様の体内にあって、未だ〝邪神の御子〟の力とからみ合い、抑え合っているはず。

ＧＭ：そのとおり。〝魂〟こそ砕かれたものの、〝邪神の御子〟の力そのものは、ピアニィの中で健在だ。魂の消失により、かろうじて語りかけることができるようになっただけだ。

ピアニィ：……そっか。

ＧＭ：「よくやってくれた、人間たちよ。さあ、我を解き放て。ピアニィよ、これで、お前の役目は終わり、人として地上に帰ることができよう」

アル：え？　それは吸収能力が消え失せるってことか？

ＧＭ：「そうだ。〝邪神の御子〟の魂を砕いたことで、我を封じる牢獄の鍵もまた朽ちた。ピアニィよ、あとはお前が扉を開けば、我は現世に顕現できよう。そして、それはお前たちが〝吸収能力〟と呼ぶ力の消失を意味する」

一同：おお……！

ベネット：これでみんなと一緒に地上で暮らしていけるでやんす……！　よかったでやんすなあ、ピアニィ様！（笑）

ピアニィ：はい……！（笑）

アル：……いや、ちょっと待て…………。

ナヴァール：…………。

ピアニィ：アル？

アル：……セフィロス、お前にひとつ聞きたい。お前が解放されたら、一緒に封じられている〝邪神の御子〟の〝力〟はどうなるんだ……？

ＧＭ：「当然、我と共に解放されることとなろう」

一同：……っ!?


ピアニィ：それってすごくダメなのでは……っ!?


ＧＭ：「案ずることはない。〝魂〟を欠いた〝邪神の御子〟など、恐れるに足らず。わずかな時で、完全に討ち滅ぼされるだろう」

ナヴァール：それは、また地上に妖魔や魔族……〝邪神の御子〟の眷属が、現われるということでありましょうか。

ＧＭ：「―――いかにも」

ナヴァール：それではまた、神と魔の戦争が地上で繰くり返かえされるだけなのでは？

ＧＭ：「そうだ。お前たちや、地上の人間にも助力を要請するかもしれぬ。だが、今の〝邪神の御子〟は、魂を欠いた状態。次の戦いは、もはや我の勝利は揺るがない。それをもって、この地上には真の平和が訪れるであろう」

一同：…………。

ピアニィ：また……戦争……？

ベネット：わずかな時で決着が着くとさっき言ってやしたが……それってどのくらい……。

アル：神様の言う〝わずかな時〟って、数十年じゃきかないんじゃ……（笑）。

ベネット：へたすると、一〇〇年単位……？

一同：…………。

ＧＭ：「―――そのわずかな時間、地上に混乱をもたらしたくないという考えはわからぬでもない。であれば、もうひとつだけ選せん択たく肢しは、ある」

ピアニィ：え？

ナヴァール：あ！　待て、セフィロスよ！　それは言葉にするな！

ピアニィ：え？　え？

アル：………………あ（←気づいた）。

ピアニィ：なに？　ナヴァール、言って。

ナヴァール：（少し考え込んで）いや、それは……え、たぶんそういう選択だよな、これ。

アル：たぶん、旦那の考えであってると思うぜ……。

ピアニィ：ナヴァール！

ナヴァール：……ピアニィ様、ではお話しいたします。ですがこれは、あくまでそういう方法もある、という仮定としてお聞きください。

ピアニィ：……はい。

ナヴァール：セフィロスを解放することで、〝邪神の御子〟の力もまた地上に解放される。それは、地上にさらなる戦いを巻き起こします。それはおわかりですな？

ピアニィ：わかります。でも、あたしはそれを認められません。だから、そうさせない方法があるのなら、その道を選びたいと…………思……あれ？　え？

ナヴァール：お気づきですか？　であれば、〝邪神の御子〟が地上に顕現しなければよいという話にございます。

ベネット：げ（←気づいた）。

ナヴァール：すなわち、ピアニィ様が……。

ピアニィ：〝セフィロス〟と〝邪神の御子〟を封じたまま、地上に戻らなければいい……？

ＧＭ：「―――そのとおりだ。我は。このアルディオンの守護竜。この大陸より〝魔〟の脅威が消え去るならば、いずれの選択でもかまわぬ」

ベネット：ダメじゃ―――っ！　その選択肢はない！　あまりに救いがなさすぎる！

アル：……ＧＭ、メタなこと聞くが……これ、どっちの選択を想定してる？

ＧＭ：どちらでもいい。選択により、エンディングと、これからのアルディオンの歴史が変化するだろうけど……そこは、プレイヤーの手にゆだねる。

アル：……ピアニィ、お前はどうしたい？

ピアニィ：（しばらく悩んだあと）……あたしは、〝邪神の御子〟の脅威をなくして、アルディオンに平和をもたらしたい。

一同：…………。

ピアニィ：でも……（言いよどんでから）……本当は、地上に戻りたい、です。

アル：―――だよな。

ベネット：それでいいでやんすよ。大おお勢ぜいの幸せのために、ひとりを犠ぎ牲せいにするのは間違っている。そう思うでやんす。

ピアニィ：でも……。

アル：おい、セフィロス。〝邪神の御子〟の魂は砕けたんだろ？　だったら、ピアニィの中にある〝邪神の御子〟の〝力〟だって、御しやすくなってるんじゃないのか？　それだけを倒す手しゆ段だんを探さがせばいいんじゃないか？　それができれば、ピアニィは地上に戻れるだろ？

ＧＭ：「―――お前は、かんちがいをしている」

アル：あ？

ＧＭ：「〝魂〟を失うことで、〝力〟はむしろ制御不能となる。〝力〟は肥大化し、暴走する可能性すらあるのだ。神の世界に近いアヴァロンのような地であれば、それもある程度は抑えられようが、その状態で地上に長く留まることを、我は看過できぬ」

アル：では、もうひとつ聞きたい。アヴァロンや神界でなら、ピアニィの中に封じたまま〝邪神の御子〟だけを滅する方法は、探し出せるか？

ＧＭ：「確実なことは言えぬが、可能性はある」

アル：……そうか。その答えだけで十分だ。聞きたかったのは、それだけだ。

ＧＭ：さあ、ピアニィ。どちらの選択を取る？　決めるのは、キミだ。

ピアニィ：（しばらく考え込んで）…………あたしは―――。




　幾ばくかの逡巡ののち、ピアニィは顔を上げて微笑む。

　そして、自らの取るべき道を……口にした。




「―――あたしは、セフィロスと〝邪神の御子〟を抱えたまま、地上を去ります」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：ピアニィ――――――っ!?　そっちの選択肢を取るでやんすか!?　いいじゃないでやんすか、地上に戻ってみんなと戦うって話だって!?　いやいや、それこそみんなが求めるエンディングでやんすよ!?

ピアニィ：でも、それじゃ今までとなにも変わらないよ、ベネットちゃん。あたしは、大陸を平和をもたらしたいから、戦ってきたの。あたしが地上に戻ることでまた神と魔の戦いが始まったら、なんにも意味がないよ。

アル：……。

ピアニィ：……みんな、今までありがとう。あたしはすぐには帰れないけど、地上のみんなに伝えて。〝邪神の御子〟の魂は倒しましたって。そして……アルディオンに、〝邪神の御子〟に弄もてあそばれることのない、平和な時代が訪おとずれる。人が、人の手で、自分たちの道を選べる時代がやってくる。……三人は地上に戻って、そのことをどうか伝えてあげて。

一同：………………。

ベネット：でも、地上のみんなと会えなくなるのは、寂さびしくはないでやんすか？

ピアニィ：それは少しだけ寂しいけど……きっとこれが、あたしの役目だから。

ベネット：せめて、あっしらだけでも一緒に残るという選択も……。

ピアニィ：それはだめ。ここで起こったこと地上に伝えてほしいし、みんなには待ってる人がいる。ナヴァールには、ステラ姉様を無事に連れて帰ってほしいしね。

ナヴァール：―――おもむろにひざまづいて、臣下の礼を取る。……私にとってピアニィ様は、唯ゆい一いつ無む二にの主にございます。アルディオンの王は、ピアニィ様をおいて他にはおりません。地上に戻ってのち、もはや私が誰かに仕えることはないでしょう。

ピアニィ：あたしは地上に戻ることをあきらめたわけじゃないですよ？（笑）

ナヴァール：これは失礼。では、地上にてステラとふたり、ご帰き還かんをお待ちしております。

ピアニィ：はい！　……今まで仕えてくれて、ありがとう。ナヴァールが導みちびいてくれなかったら、世界を救うなんてことはできなかったと思います。

ナヴァール：―――光栄です。

ピアニィ：そして……ベネットちゃん、あなたはいつもみんなに元気を分けてくれた。だから、苦しい時も暗くならずにすんだよ。―――ありがとう。

ベネット：ピアニィ様との楽しい旅も、ここでおしまいでやんすか。偶ぐう然ぜんの出会いから始まった長いようで短い、短いようで長い旅でやんした。

ピアニィ：―――うん。

ベネット：たとえ離れていても、時が経たとうとも、あっしらは仲間。ピアニィ様が帰還した時は、あっしは絶対に駆けつけるでやんす。その日まで、あっしは世界中を冒険して、土産みやげ物ものと武ぶ勇ゆう伝でんをたんまり用意しておきやしょう！

ピアニィ：ありがとう、と言って抱だきつきます。ベネットちゃんは、あたしの親友だよ！

ベネット：へへ、あらためて言われると照れるでやんすなぁ。

アル：…………。

ナヴァール：さあ、アルにも声をおかけください。

ピアニィ：…………。

アル：…………。

ピアニィ：ちょ、ちょっと待って！　時間を、時間をください！　アルには言いたいことがあるんだけど、心の準備が必要なの……っ！（一同爆笑）　勇気を、振り絞ります！

ナヴァール：一キャンペーンに一回しか使えないくらいの大きな勇気？（笑）

ピアニィ：これが最初で最後です！　人生で一回きりですよ！（笑）

アル：……（笑）。

ピアニィ：顔を真っ赤にしてしばらく黙だまり込こんだあと、まず、アルに謝あやまりたいんです。あたしのせいで、アルの人生を縛しばってしまいましたよね。

アル：ああ、「ピアニィを守る」って約束のことか？　そういえば、そんな約束を一巻の時にしたな。

ピアニィ：今まで、ずっとつきあわせて、ごめんなさい。もう一緒にいる義ぎ務むはありません。あの約束はここで終わりです。だから……。

アル：待った！　俺はその言葉を遮って、ピアニィを真正面から見み据すえて言う。

ピアニィ：え？

アル：―――俺は、お前と一緒に行く。

ピアニィ：えぇっ!?　いや、ちょっと待って！　それでいいの!?

アル：約束とか義ぎ理りとか……そんなことは、もうずいぶんと昔に忘れちまったよ。俺が、そんなものに縛られて、今まで一緒にいたと思ってたのか？　俺はな、お前と一緒に地上に戻りたいんだ。お前が戻れないってのなら、戻れる日が来るまで共に行くさ。

ピアニィ：（ＧＭの方を見る）

ＧＭ：（笑いながら）―――すべては、プレイヤーが選ぶ道のままに。

ピアニィ：ちょっと涙目になりながら……小さく頷うなずきます。必ず、一緒に、帰ろうね……って言って、アルに抱きつきます！

アル：ついて行っても、いいってことだな？

ピアニィ：……はい！

ナヴァール：これで、みなが行くべき道は決まりましたな。

ＧＭ：では、四人が最後の言葉を交わす間も、この城塞は地表に向けて高度を下げていく。おそらく、今の軌道だと城塞は大陸南東南の海に落ちる。高度を下げるにつれ、振動と、風を切る轟音はしだいに激しさを増し―――。

アル：そろそろ、時間がなさそうだな。ナヴァールの旦那、ベネット。

ナヴァール：そのようだな。

ピアニィ：ナヴァール、ステラ姉様をよろしくお願いします。ベネットちゃん、ナーシアとアキナちゃんには、お茶会の約束、守れなくてごめんねって―――そう伝えておいて。

ナヴァール：御意。ピアニィ様も、アルも……元気で。

ベネット：伝言の件、確かに。……じゃあ、定番の言葉を言っておくでやんすよ。これは別れじゃない。だから、さよならとは言わず、最後に笑いながら―――。




　ベネットの言葉を皮切りに、四人は向かい合い、笑顔のままに同じ言葉を紡いだ。

　それはいつの日か、再会を誓い合う意味のもの。

　すなわち……。




「―――またね！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一六年一月―――永きにわたり、アルディオンにて綴られた戦いが終わったこの日……天より落下する城塞から、ふたつの光が放たれた。

　ひとつは地上へ舞い降り、さらなるひとつは天を目指してどこまでも舞い上がって―――やがて虚空へと消えた。

　天に向かって昇る光は、大陸中のどこからでも見ることができたという。

　それこそが、この戦乱の時代を仲間と共に駆け抜けた少女、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアが、地上に残した……




　―――最後の光だった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆それぞれの道へ




　人々が見上げる天空の彼方かなたにて、最後の戦いは終わりを告げた。

　〝邪神の御子〟の魂は砕かれ、虚空に散り……こうして〝人〟と〝神〟と〝魔〟が永きに渡って繰り広げてきた闘争は、ここに幕を下ろすこととなった。

　地上にあふれるのは人々の笑顔と、そして歓声。

　勝利を知った者たちの心が、高揚感と安堵に満たされる。

　彼らは、凱がい旋せんするであろう英雄たちの帰還を待った。

　しかし……。




　その中に、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア、そしてアル・イーズデイルの姿がないことを―――その時の彼らは知らなかった。




ＧＭ：では……五年半に渡って綴つづられてきた『アリアンロッド・サガ・リプレイ』、そのエンディングシーンを始めよう！

ピアニィ：うあー……終わっちゃうのかあ……なんか悲しいよう。

ＧＭ：始まりがあれば、いつか終わりは来るもの。そして終わりがあるから、美しい。

ナヴァール：言わんとすることはわかるが、笑いがこみ上げてくるのはなぜだろう。

ＧＭ：きっと七時間に近くに及ぶ戦闘で、脳が疲労しているんです。

アル：たしかに疲れた……（笑）。

ＧＭ：さて、では気を取りなおして……あらためて、演出を始めようか。〝邪神の御子〟を打ち倒し、〝英雄〟たちは地上への帰還を果たした。降り立ったその場所は、オルシア平原……すなわち、戦艦トリシューラで飛び立ったその場所だ。時刻は……明け方としようか。

ナヴァール：ということは、そこにはフェリタニアのみんなが……。

ＧＭ：―――当然、待っている。彼らはキミたちの帰還を、夜を徹てつして待ちわびていたよ。光と共に地上に降り立ったキミたちを、アキナやマルセルを始めとしたフェリタニア勢が、歓声と共に一斉に駆け寄ってくる。

ナヴァール：では、手を上げて応えよう。

ＧＭ：最初こそ、笑顔で歓声を上げていた彼らだが……すぐに、その事態に気づく。帰還した英雄たちの中に、ピアニィとアルの姿がないことに。みなが怪け訝げんな、そして不安げな表情に変わって―――やがて足を止めて沈黙する。

ナヴァール：では、連れ帰ったステラの肩を抱だき寄よせながら、マルセルに言おう。……マルセル、約束は守ったぞ。

ＧＭ：「……そのようだな」

ナヴァール：……私とステラがいちゃついていても、イラついたりしないんだな。

ＧＭ：彼の、なにかを探すような視線を見ればわかる。帰還者の数が足りないことが、まずは気掛かりのようだ。「……ピアニィ様とアル殿はどうした？」

ナヴァール：ピアニィ様から、地上にいる者たちへ伝言を預あずかっている。

ＧＭ：「答えになっていな―――」　そう言いかけるが、ナヴァールの真摯な表情を見て、マルセルは言葉を換える。「……いや、聞こうか」

ナヴァール：〝邪じや神しんの御み子こ〟の魂たましいは倒した。アルディオンには、人が、人の手で、自分たちの道を選べる時代がやってくる。ゆえに、お前たちは―――。

ＧＭ：「……待て。その前に言うべきことはないのか。なぜ、あのふたりがいない」

ナヴァール：―――ピアニィ様は、その身の内に〝邪神の御子〟の力と〝神竜王〟を抱いたまま、アル殿どのと共にアヴァロンへと旅立たれた。地上には、戻られん。

ＧＭ：「……ピアニィ様は、自らの身をもって……いや、身を犠牲にして〝神〟と〝魔〟を封じる道をお選びになった。そういうことか」

ナヴァール：フェリタニアの未来は、お前たちに委ゆだねたいということだ。

ＧＭ：「……無む責せき任にんだな」　彼はため息を漏もらすが、半ばこうなることを見み越こしていたような態たい度どでもあるね。「しかし、あの方らしい」

ナヴァール：たしかにな。

ＧＭ：だが、それで納得できない顔をしているのは、マルセルの傍かたわらにいたアキナだ。「……じゃ、じゃあ……もうアル兄様には、会えないんですか？」

ナヴァール：……わからない。しかし、生命を失ったわけでない。いつか、このアルディオンが窮きゆう地ちに陥った時―――きっと彼らは帰ってくる。世界の窮地を放っておくような器用なマネを、あのふたりができるとは思えん。そうだろう、アキナ。

ＧＭ：「たしかに……そうですね」　ナヴァールの冗談めかしたセリフに合わせようと、気丈に笑って見せようとするが、もう泣き出す寸前だ。

ベネット：掛ける言葉もないでやんす。

ＧＭ：そんな彼女に、マルセルはどこかわざとらしい口調で言う。「……そうそう、アキナ。さっき頼んだあれは、どうなった？」　その言葉、アキナには憶えはない。「ほら、お遣いを頼んだろう？」

ナヴァール：ああ……（笑）。

ＧＭ：アキナもマルセルの意図を悟さとったのか……「あ、ごめんなさい！　すぐに行ってきます！」　どこかう上ずった声を上げて、駆け出していく。その背中を見送って、マルセルが呟く。「泣きたい時には、泣けばいい」

ベネット：アキナをひとりにしてあげる理由を作っててあげたということでやんすか。なにこの心遣い、マルセルがいい人に。

ＧＭ：「私は元よりいい人だ！」　ベネットの発言をきっぱり修正、彼は憤ふん慨がいした。

ナヴァール：マルセル、あとはまかせる。スリス様を支え、このフェリタニアを……いや、人の世を導いてほしい。

ＧＭ：「私にそんな度ど量りようはないよ。それよりもお前は、これからどうするのだ」

ナヴァール：私は〝神喚者ヴァリエンス〟であることを捨て、この地上のどこかでステラと共に生きる。

ＧＭ：その言葉に、目を丸くしたのは隣にいたステラだ。肩に羽は織おったローブを押さえながら、声をあげる。「!?　ナヴァール、お、お前はなにを言っている……っ」

ナヴァール：……あ、ここに戻る前にレイウォールをリディルが継いだこと、ステラに話しておいていい？

ＧＭ：ＯＫ。ステラもそれを納得している。

ナヴァール：……ステラ、お前はもはや自由の身だ。国だの王家だの地位だのに縛しばられる必要はない。お前の好きなように生きることができる。

ＧＭ：「そ、それはそうだが……」

ナヴァール：私は、お前と共に静かに暮らすと決めている。お前はどうだ？

ＧＭ：「そ、それは……その……」　彼女は、両手でぎゅっとナヴァールの服の袖を[image: ]み、ややあって……顔を真っ赤にして頷く。「―――はい」

一同：マルセル、フラれた―――っ!!（笑）

ＧＭ：と、周囲の人たちはそんな思考が頭をよぎるが、マルセル自身は落ち着いたものだ。「……ステラ様、それでよろしいのですか？　あなたほどの人なら国を興おこし、再び王として君くん臨りんすることもできましょう」

ナヴァール：血筋も、能力も、経験も、彼女にはふさわしくもあるな。

ＧＭ：ええ。でも、彼女は静かに首を横に振る。「……マルセル、私は王の器うつわではない。王に仕える騎士の方が向いている。そして……私が仕える王は、おそらくひとりしかいない。ひとつの戦乱の時代を駆け抜けていった、我が妹。私にとっては、もしくはもっと多くの人にとって、あれこそが唯一にして最後の女王。永遠に、な。その仕えるべき女王がいない以上、私は隠いん遁とん生活でもするしかあるまい？」

ナヴァール：フ、と微笑む。

ＧＭ：マルセルも、それに笑顔で頷いて……最後にこう呟いた。




「―――〝悠久のラストクィーン〟、か」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そして、幾ばくかの時が流れる。

　ピアニィとアルが、そしてナヴァールとステラが俗ぞく世せより去り―――。

　〝英雄〟ベネットもまた、フェリタニアよりその姿を消した。




ＧＭ：では、ベネットのエンディングへと入ろうか。まず、希望があれば聞くよ？

ベネット：あっしは〝旅人の石〟を返しに一度、エリンディルに戻るでやんす……っ！　これこそが、第一巻であっしが受けた任務！　途中でそこはどうでもよくなった部分はありましたが、これをしないとあっしの物語は終わらないでやんす。

ナヴァール：たしかに……（笑）。

ベネット：はー……いろいろあったでやんすなあ……任務開始早々、嵐あらしに巻まき込こまれたり、ＰＶＰしたり、過去に飛んだり、英雄であることを認められたり……。

ナヴァール：三下の限りを尽くしたり、子供を押しのけて逃げたり……。

ＧＭ：あまつさえ、50メートルバックダッシュしたり……。

ベネット：それはもうええんじゃ―――っ!?　あれは夢！　夢なんじゃ―――っ！　あ、ちなみに「〝旅人の石〟は捨てちまった方がいいのでは」と何度も思いました。

ＧＭ：まあ、捨ててもいつのまにか戻ってくるけどね。まあ、とにかく始めよう。……久ひさ方かたぶりに訪おとずれる、聖せい都とディアスロンドの静せい謐ひつに満ちた空気。そして、キミの眼前にそびえる、大聖堂の威い容よう―――キミは三年半前、ここより旅立った。

ベネット：ああ、モンドーラに襲撃を受けたなあ……（しみじみ）。

ＧＭ：大聖堂の門をくぐり、屋内に入ったキミは懐かしさを覚えながら廊下を進む。そして、過去に何度も開いたそのドアを開ければ、出迎えた笑顔は―――。

ベネット：……ベネット、ただいま戻ったでやんす。

ＧＭ：「お帰りなさい、ベネット」　ガーベラが、優しげに微笑む。




[image: ]




その部屋の奥には、天てん蓋がい付きのベッドの上でノイエが上半身を起こしているね。「……永きに渡る任にん務む、ご苦労様でした。ふふ、とうとうやり遂げましたね。〝英雄〟の名は伊だ達てではない、ですね」




[image: ]




ベネット：では、〝旅人の石〟をガーベラ様に手渡すでやんすよ。

ＧＭ：「たしかに受け取りました。さ、こちらへ。お話を聞かせてくださいな」　彼女は石を受け取り、ベネットを部屋の奥……紅茶の用意されたテーブルへと誘いざななう。

ベネット：あー、いや……。

ＧＭ：「？　いかがしました？」

ベネット：実は、あっし……このまま旅に出ようかと思うでやんす。

ＧＭ：「え？　どうして？」

ベネット：エリンディルにも、アルディオンにも、数多くの冒険者がいるでやんす。できればこれからは、そんな未来を切り開く彼らの手伝いができれば、と。世界を見て回りたいでやんすよ。

ＧＭ：「〝英雄〟として凱がい旋せんしたあなたよ？　ディアスロンドに重じゆう職しよくとして迎える用意がある……そうだとしても？」

ベネット：―――はい。

ＧＭ：では、そんなベネットの落ち着いた表情を見て、ガーベラとノイエは同時に笑顔でため息をひとつ。「ふふ、仕方ありませんね。引き留めたとしても、行くのでしょう？」

ベネット：……すまないでやんす。

ＧＭ：「謝らなくていいの。それに、きっと神殿に縛しばられるより、あなたには似合っているわ。……で、最初はどこに行くのかしら？」

ベネット：この三年半の戦いで、アルディオン大陸は新たな時代を迎えようとしているでやんす。エストネル王国が敷しいたルールはもはやなく、不安定な時代が始まる。だから……だから、まずはもう一度―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　〝神〟と〝魔〟の争いに囚とらわれた土地があった。

　数あま多たの英えい雄ゆうが、戦野を駆かけ抜ぬけていった。

　神しん秘ぴの魔ま術じゆつ師しが、秘ひ術じゆつの限かぎりを尽くし、野心家が謀ぼう略りやくを千せん里りに巡めぐらせた。




　その大陸の名はアルディオン。




　ひとつの大きな戦いが終わり、今―――次なる時代が到来する。

　それを成したのは、かの地の歴史にて彗すい星せいのように現われ、そして人々の前から姿を消した〝ラストクィーン〟―――ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。

　人々は、彼女の存在を永遠に記憶に残すことだろう。




　それは、吟ぎん遊ゆう詩人が語り継ぐ歌で、

　それは、神殿や研究者が書き残す戦いの記録で、




　そして、かつて彼女と共に戦った少女の言葉として―――。







◆Ending 02◆「だから、こっちは大丈夫でやんすよ」




　あっしの名前はベネット。

　〝クラン＝ベルの四英雄〟にして、今は世界を巡る旅人―――。

　あの戦いのあと、アルディオン大陸はその様よう相そうを大きく変えた。

　〝邪神の御子〟が消えても、争いの火種はいくらでも存在している。

　この新時代がどうなっているのか、最後に少しだけ……あっしの話に付き合ってほしい。



















●レイウォール王国

　大陸の西方にあるこの大国は、若わかき国王リディル・バウエスのもと新しん体たい制せいの構こう築ちくを進めている。彼女の最大の障しよう害がいは、南方にある野心家ミック・ヴィルナー率いるレイウォールアライアンスの存在だ。




[image: ]




　その他、大小の問題はあるが、グレイ・ウォーデンを始めとした有ゆう能のうな家臣に支えられたリディルは、国民の支し持じを得つつあるようではあるが―――。

　なお、レイウォールの守しゆ護ご竜りゆうアイン・ソフは、〝神竜王〟セフィロスの消失と共に大陸から去り、姿を見せなくなった。

ベネットによる追記：

　……先日、リディル殿とお忍しのびで面会した。

　ピアニィ陛へい下かやステラ殿どの、ナヴァール殿が旅立った時、彼らが残した言葉をお伝えした。

　彼女は、あっしの言葉に耳を傾けてのち―――言った。

「……そうですか。アイン・ソフ様、ステラ様、そしてピアニィ様……。みんな、行ってしまわれたのですね」

　そう呟つぶやいたリディル様の寂さびしそうな笑顔が、今も忘れられない。




●グラスウェルズ王国

　フィリップ王が率ひきいる、グラスウェルズ王国は、当面は安定した政せい情じようとなると予想されている。

　最大の懸けん案あんであった南方の敵てき手しゆ、神しん聖せいアンリ帝てい国こくが、バルムンクの庇ひ護ごを失い、弱体化したことがその理由だ。

　だが、この国をとりまく問題がすべて解かい決けつされたわけではない。近年独どく立りつしたアガルタ公国との関係など、デリケートな事じ情じようを抱えており、若き国王と王国軍師アンソンの手しゆ腕わんが問われている。




ベネットによる追記：

　この国には驚くべき新情報がある。王国軍師アンソン殿と、王国副軍師カテナ殿が、近く、なんと結けつ婚こんすることになったとかなんとか―――。

　いやあ、これはアンソン殿はカテナ殿の尻しりにしかれまくる展開でやんすな。ま、「お幸せに」ってところでやんすな（笑）。




●アガルタ公国

　若き公こう爵しやく、ロッシュ・アガルタによる新興国。

　グラスウェルズとフェリタニア合衆国の間に存在するこの小さな国は、その安定のために、巧たくみな外交術が要求されることになるだろう。




ベネットによる追記：

　先日、ふと立ち寄ったロッシュ殿の館やかたで、弟と仲良く暮らすナーシア殿の姿を見かけた。ナーシア殿が、あんなに優しい笑顔を見せるとは……ちょっとあっしには信じがたい場面でやんした。

　―――あの人も、ついに安らげる場所を取り戻したんでやんすなあ。




●エストネル王国

　〝偉い大だいなるヒース〟の植しよく樹じゆを巡る人類と妖よう魔まの決戦以後、かつてエストネル王国だった地からは多くの妖魔たちが姿を消した。

　だが、大崩壊の被ひ害がいは広範囲に及およんでおり、その国土のほとんどは荒こう野やのままだ。さらに妖魔の残ざん党とうが存在するとの報告もあり、人が平和に過ごせる国というには程ほど遠とおい状態だ。

　〝偉大なるヒース〟の足下には、新しき町〝ビルベリ〟を興おこされ、エストネルの民の帰還と、新たなる移い民みんの受け入れを宣言している。

　ヒルデガルド・ゴーダ女じよ伯はくらの尽じん力りよくで、ゆっくりとエストネルは、人がごく当たり前の生活をおくることができる土地になるだろう。




ベネットによる追記：

　新しいビルベリは賑にぎやかな町でやんした。ヒルダ女伯は気さくに民と語り合い、神官リージュ殿とともに、町作りに励はげんでいたでやんす。あの様子、女同士のはずなのに、どう見ても夫ふう婦ふ―――おほん！　……あ、それと〝町の相談役〟ギデオン殿が自らが作る焼きそばは、ビルベリの名物として、欠かせないものになりつつあるとかなんとか。

　……お三方とも、旅に出たチコ殿の帰還を心待ちにしているようでやんした。彼女が帰還すれば、ビルベリは頼もしい知ち恵え者しやを手にすることになるでやんすな。




●フェリタニア合衆国／アヴェルシア王国

　統一帝にして大だい統とう領りようスリスによる統とう治ちが進むフェリタニアは、メルトランドの国内問題や、軍事国家ラングエンドの蠢しゆん動どうなど、多くの問題を抱えている。

　だが、軍師マルセルは妖魔・魔族との戦いの成果を今後に[image: ]げ、諸しよ国こくの協調体たい制せいを維い持じしようと尽力し続けている。最終的にはかねてより計画していた、大統領選挙を実じつ現げんさせ、強固な安あん全ぜん保ほ障しよう体制を実現する構えだ。

　フェリタニア合衆国に所しよ属ぞくしているアヴェルシア王国では、独どく自じの動きが始まっている。

　ウィルフレッド王を後見するエルザ・ブルックスが冒険者ギルドを立ち上げたのだ。

　エリンディルのそれを大いに参考にしたというその組そ織しきで、妖魔残党に対する治安維持、古代遺い跡せき探たん索さくを軸じくにした産業など、疲ひ弊へいしたアヴェルシアを護まもり、興こう隆りゆうさせることが狙いだ。




ベネットによる追記：

　再会したアキナ殿、は相も変わらず元気でやんした。

「アル兄様は、いつか絶対に帰ってくる！　いつ帰ってきてもいいように、この場所はあたしが護ります！」

　剣の稽けい古こに汗あせを流しながらそう言い切るあたり、さすがはフェリタニア第一の騎士―――。

　大たい将しよう軍ぐんドラン殿は念願のドリルを装そう備びして大喜びしていたのが印象的だ。

　ギィ殿は、オーレリー殿から「組織に戻れ」との誘いをいかに断るかで頭を悩ませているようで……（笑）。
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　なお……マルセル殿は、あれから何回か見合いをしたものの、話はまったくまとまらず……でも、その様子にほっとした女性が何人かいたとかいないとか。

　……ともあれ、これからもエンジェルファイヤーの四人はフェリタニアに事件が起これば、自ら先頭に立って戦っていくのだろう―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――アルディオン大陸は、人の手に委ねられた。

　歴史を真の意味で動かす者は、そこに住む人々に他ならない。

　先人たちが切り開いた道をさらに進むのか。

　それとも、理想をうち捨て、欲望にまみれるのか……？

　遥はるかな土地の友人たちが、よりよい世界を作り上げることをあっしは信じている。

　だから、あっしはもう少しだけ、アルディオン大陸に留まって、その行く末を見届けよう……そう考えている。いつのまにか鞄かばんの中にあった、この〝旅人の石〟と共に。
















　あっしの旅は、終わらない。

　……そういえば旅のさなか、ふと誰かに声をかけられた気がすることがある。

　そのたびに、あっしはあの人を思い出す。

　アルディオンの大地に生きる人なら、誰もが知っているであろうあの人。

　そう、それは―――。

































































超ちようあとがき＋解説






　―――終わった。




　超まえがきにも書いたが、『アリアンロッド・サガ』が始まったのは今から五年半ほど前、二〇〇八年八月のことだ。

『サガ』リプレイの企き画かくが確かく定ていする前……妄もう想そうの段だん階かいにおいては、これだけ長大に続くシリーズにするつもりはまったくなかった。

　むしろ戦記にすることすら考えておらず、前作にあたる『ルージュ』シリーズのように、お気楽な冒ぼう険けんの末、大きな事じ件けんへと[image: ]つながっていく……そんな冒ぼう険けん者しやものにするつもりだった。『ルージュ』と異ことなる点は、ゲームマスターをふたり立ててちがうストーリーを同時に並へい走そう、しかし物語の途と中ちゆうで、お互たがいが正せい義ぎを貫つらぬくために激げき突とつする―――そんな内ない容ようだった。

　だが紆う余よ曲きよく折せつののち、蓋ふたを開けてみればジャンルは戦記もの、しかも新大陸を新しん規きに設せつ定ていし、ゲームマスターを三人立ててストーリーを並走させるという企画に変へん貌ぼうしていた。

　たしか、終しゆう了りよう予定も二〇一二年初頭だったはずだが……これを読んでいるみなさま、最後までお付き合いくださり、ありがとうございました。

　さて、ピアニィが地上から消えたあとのアルディオン大陸については、エンディングでも少し触ふれたが……説明しきれていない部分を、もうちょっとだけ書き足そう。




　まずはグラスウェルズ王国―――。

　大まかには、エンディングで書いたとおりだが、ゲストでちょこちょこ登場した、若わかき軍ぐん師しセシルと、その友である女戦士コーディ。

　これはもともと、佐さ々さ木きあかねが連れん載さいしていたコミックに登場した主人公と、ヒロインのひとりだ。ピアニィの学友でもあった彼かれらが、グラスウェルズの騎き士し団だんに参加していることは、みなさんもご存ぞんじのとおりだ。

　その才さい能のうこそ見いだされてはいるものの、彼らがその本ほん領りようを発はつ揮きするのは、次の新時代に入ってから―――アンソンらと共にフィリップ国王を支ささえ、やがてグラスウェルズの重要人物となるだろう。




　次にゴルフォード王国―――。

　相も変わらず、ドワーディンさんがこの国の王位に居座っている。

　特に言げん及きゆうするほどのことは、ない（断だん言げん）。




　ベルリール王国―――。

　シナリオ集『ベルリールの竜りゆう輝き石せき』に端たんを発し、結果的に再さい興こうされたこの国は、新女王アンスラの下、多くの冒険者が彼かの女じよを支える、将しよう来らい有望な国だ。

　やがて、新アルディオン大陸において、かつてのレイウォールやグラスウェルズのような大だい勢せい力りよくになる可か能のう性せいを秘ひめている。




　アヴェルシア王国―――。

　ピアニィの母であるティナ・アヴェルシアの出身地であり、現げん状じようはフェリタニア合がつ衆しゆう国こくに所しよ属ぞくしている。

　これは本文の補ほ足そくとなるが……この国の王・ウィルフレッドは、『アクロス』シリーズで初めて登場し、のちに『無印』第六巻かんに出しゆつ演えんしている。かつて、〝ノーブルファーマー〟と呼よばれたウォーレン・ラドフォードの孫であり、ピアニィのいとこにあたる。

　エルザ・ブルックスと[image: ]がりがある（ウィルフレッドの名付け親はエルザ）ことから、ブルックス商会の資し金きん提てい供きようを受けている。血ち筋すじ、資し金きん力りよく、先せん見けん性せい、行動力……すべてを兼かね備そなえた勢せい力りよくと言えよう。

　なお、新生〝黄金の狼おおかみ〟は現げん在ざい、このアヴェルシア所属となっている。




　メルトランド王国―――。

　かつてメルトランドと呼ばれたこの国は現在、その三～四割わりの地ち域いきがフェリタニア合衆国に所属し、残りは戦国メルトランドと呼こ称しようされている。

　戦国メルトランドは、多くの小しよう勢せい力りよくが抗こう争そうを繰くり返かえしており、今のアルディオン大陸の上で、もし次に大きな戦争が勃ぼつ発ぱつするとしたら、神聖アンリ帝てい国こくやレイウォール・アライアンスに並ならび、この地に端を発する可能性が高い、と各国は見ている。




　ベルフト―――。

　国家ではなく個こ人じんだが、その戦せん闘とう力りよくは一国に匹ひつ敵てきするゆえ、ここで補足しておこう。

　彼は〝邪じや神しんの御み子こ〟との戦いののち、行方ゆくえ不明となっている。

　だが、世界の各地で日々発生している抗争において……彼の姿すがたを見たという噂うわさは絶たえない。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　この『サガ』というシリーズが終わって今、思うことがひとつある。

　リプレイ四六冊さつ、ノベルが六冊、コミックが四冊……合計五六冊（＋ＣＤドラマが三枚まい）の中で、数多くのキャラクターたちが登場し、描えがかれてきた。

　アルディオンの年号で言えば、帝紀八〇二～八一六年までの出来事である。

　ピアニィたちの世代の物語が終わった今、私わたしは次の世代の活かつ躍やくが見たい。

　例えば、さらに数年が経けい過かし、大人になったスリスやウィルフレッド、フィリップやロッシュらの世代の活躍を見たいのだ。

　念のために言っておくが、書きたいわけじゃない。誰だれかが紡つむぐ物語を読みたい。

　なんというか、親の手を離はなれた自分の子こ供どもたちが、どんな成長を遂とげるのか……そんな視し点てんで彼らの活躍を見たいのである。

『アリアンロッド・サガ』のネクストジェネレーション―――。

　まあ、そんな妄想を脳のう内ないに巡めぐらせつつ……今は物語の舞ぶ台たいより降おりていった現げん世せ代だいの英えい雄ゆうたちに、賞しよう賛さんの拍はく手しゆを。

　そして、これまで読み続けてくれたみんなと、関かかわってくださったスタッフ・編へん集しゆうさんにあらためて謝しや辞じを贈おくり……ここに筆を置こう。




　―――五年半に渡わたるお付き合い、本当にありがとうございました。








二〇一三年一一月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし












アリアンロッド・サガ・リプレイ⑫




悠久のラストクィーン








菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．





[image: ]





平成26年8月22日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8939（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)FarEast Amusement Research Co.,Ltd. 2013





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑫　悠久のラストクィーン』平成25年12月25日初版発行















item/image/gaiji-min-su165.png
165





item/image/gaiji-min-su167.png
167





item/image/gaiji-min-su288.png
288





item/image/gaiji-min-su168.png
168





item/image/gaiji-min-su163.png
163





item/image/gaiji-min-su284.png
284





item/image/gaiji-0001_g.png





item/image/gaiji-min-su164.png
164





item/image/cover.jpg





item/image/gaiji-min-su174.png
174





item/image/gaiji-min-su974.png
914





item/image/gaiji-min-su727.png
127





item/image/logo-db.png





item/image/gaiji-min-su171.png
171





item/image/gaiji-min-su189.png
189





item/image/img-0019.jpg





item/image/gaiji-min-su183.png
183





item/image/img-0017.jpg





item/image/img-0018.jpg





item/image/gaiji-min-su506.png
006





item/image/gaiji-min-su500.png
000





item/image/img-0015.jpg





item/image/img-0016.jpg





item/image/gaiji-min-su180.png
180





item/image/img-0013.jpg
FIVER: F=7&7%F (BIRE) FIERYHR-b-—5

s FVRLANIL 212
s FIRYR=b: 130 * 0 ADEFII. ZOFILRYR—FDOLA)L

(§:2 32 Q) — AUN—280 [HP] ZHAEE THET .
(€575 :=) 1Q ) J—— A2N—280 [MP] Z&RAfEE TEEY .
({551 TG D J— Ty Ty T IO A THERBEE{TD,

({537 TG D p— SUVRETEETIA—I+4D. $HFEIC+H3D,
(PRALWIN(2) ... (FREZEM) [CLBD5A—2O0—)+2D GEFRE).
(PRAEWO) (2) .......... (PRAEHE) [CLBFA—2O—)V+2D,
(BRAEBHI) (2) .......... (PRFZE=M) ICKBFA—O—)L+2D,
(BRFFZ=ZREMN (3) ..... (FRFEH) ICLBHFEICESITH 1D GERAFH).
(BRFAZMIVI(E)..... (FRAEM) ICLBHEICESITH 1D GERFH).

(BITEN(S) .......ooo.... FIVRAN—2 BERITENREEICT S,

(REOHO)........... 12 FUACIEAN—EBDT A M4 EEE
35,

(€= N ¢ P— FIVRAVN=TIANTHTAREHEPTIE. b

DFIVEAVN—bT A EfERTED, 1E T,
(EHEENERRK) (3).... AN\—2 B0 [{T8{#] +5.
*XFF SEDEYL 3> TROTIT<SFINIYR-|,





item/image/img-0014.jpg





item/image/img-0011.jpg
LA : 20 ERRFI EVIRFI:

\E:ca—UY F=ILSDV R AVFa7r
935 (O bv25U—) 1 (BILTE—UVI) 1
OF—0—K/ (LAT=2p=T0 1 (YIRS —) 1

2744 D#—0—KXF): {(E75I2RA) 3
WBOSR IR (F-LAOYYY FED | UF—=UFPRFI:
HP : 230 (TU—bI=RK) B (P-LARRSY-FFH) |
MP: 148 R=LT7Fv0) 3  (DTRVA—R) 1
TzAb:1] ARSIV va) 1 ADTRIIL—5=) 1

U—RRRSYva)y 1 (D)=L= 3
i - U=TIOMRT1) 1 (W)=Uvd)
Ab—=v— ALY EY R 1 (ARvoa) 1
SAFIIRY UAN=T4) 1 (RZwv270v) 3
[l UARLT—D) & Utyza) 5
PR AN ULV TU—R) B (I5YFqva) 3
JXBLIUY T O74742709) 1 (RILFHRT

(TO7AbEY 1 WO RItya) 1

OWRA2T) 3

VR

IIRSIWAFI:
(OF—2v 1
GR—~IVFT )1
—RAFI
(FPRALFvo) 1
AOLyTUZY )1
AZ2—VT4 )1
AvFvvan
(IV5—IUZy )1
OO-Z#7) 1
ZARS49—-) 1
(bo—=v7 &1
(b—=V7 1
UL=ThrSvN 1
(Dwo99) 1

FU7Y0Y R Y e UTLA « FAI—=F

FEIDERTD [TAY—F] ¥
U—XF. PFFENSTIIUSZ
T ORHFEBE LTI I T 7 A v —

WTths.

ZEANRELEUTUALE. EP =«
DITHDRCTRED "TAY—F" (T,
IVITIVI 74 VDO RZ

IVIIWIFPLP—

LIS ) F
D AT SR






item/image/img-0012.jpg
FIVR:7TJVa—b FIEYR-P-—EK

s FIVRLAIL 16
sFIVRHR=b 178 O AOBFIF. ZDOFIVRHR—tDOLA)L

(-5 TG Jm— AYN—2 B0 [HP] 28 XEECRETS.

(€150 Q) J— AN—2B0 [MP] £RAEE THERET .

[ 3; 2 TQ) J— tyh7y 7 7Ot A THREBEI T,

(BRFEZWY (1) .......... FUVREETEE T A—T+2D, HIEICH2D,

(it : AVY TN (3) ... A= B, NyRRT—FHR [RUyT] [Th
YA(A%

(HDRIE) . TUTVABETIERELI=AFILDiEE [MP] %
DTS,

EEIZEY (1) o TATLEZSBAT S,

[(=E =9 QD I— RRYTRRED YA Z+11E,

CiRiERRZE) (1) ........ 'yiarm WMBAISFTHOEL\INTES,
(FIVENDRY (1)...1 2 FUABEETHEEDTATLAE TN THAY

BIEMNTES,
(GH: HIVKRYYaN (3) AN—2BD [HRAHP] + 20 §53,
(€151 7) 165 J— FIVRAVN—2 BERITHIREEICT B,
R (D) ... AEEDNPCEL —VKYURIBEES,
(G107 ) 1Q) I— AYN—2B0[HP] &£[MP] %16 DEE{E

EES
(BRFLZRBRIMY (3) ...... (PRFAZH) ICKBHIEICESICH 1D GBI,
(REDAHY()......... 12 FUAICIEAN—EBDT (M E4EEE

5.
CEERE)(2) 0 FIVRAYN=DT AN THAL REERTIE o
DFIVEAVN—bT A EFERTED, 19E T,

*KFEE SEDEYS 3> THOTIT<FIVRYR—K,

(DR DFHIRICEBRFILDEER
BT, et (ZORNTUZX LY
ATATTRSA)
AT TI3vR)
FI7—)b . (FoFoar)y






item/image/img-0010.jpg
LA : 20 ERAFI Y=TZFI: —BRFI

ik ca—UY (JOEFVZ) 1 (P—LARAIU= 5380 1 (PATLIRAZU—) 1

935 IORTIO-5-RF: (PYETHAIUTA) 1 (AVFTYv3av) 1
IJRTO-5—/ (AVFa4Y3a)] (DTRYTF—hHA) 1 1
IoH— OAvOL=T) 5 (RANS4020-) 5

HBISR ) UA—K (A7) ARV PS54 X 538 5 1

HP:174 WAVTIVE=) 1 UETSAYVR T (b—ZvT BRI

MP: 168 {(hyT¥7) 3 x4V (b—Z27 1571

ZzAh:10 (R=)ULP—Y) & (DA RPHv) & (b—=v7 858 1

(FIH—AX=I) 1 (DARRb+—L) 3 GULYD/9UwI) 1

i - (FALRIVY) 2 AVFST {(OO—-ZF7)1

TR (EVRAVETEVO) 1 FIY=RFIV: (Dvog9)1

BB GFAVRSYYa) 1 DAY IRTY ) 1

FERDIET (LAF—2h=L) 1 (TIS5ABPRTVD) 3

O—IRR v RO R 1 (II9—5v N1

BORET (FRIVAR) B INV7—RRFI

BERDTHR (RAB=L321

(a—5—)\UR) 1

FUZYO0YR B UTLA « TLLT

F—IVTPDERTD [TL10] ¥
U= F—YTHHBI SIS
A TIVADEHEKET 7> b L
AI—ZXZENRETBUT VAT,
NSNS EDBEVELDERAT
RERT 7Y MLl AT —ZXDEN
HHEHNTUVS.

27V bLL19=X

Rt >Rt
”;g-

ST 71)L 57

DO
AT
Tria—o? G
&
.23






item/image/gaiji-min-su750.png
750





item/image/img-0008.jpg
LA 25 ZANY BRFI
@ik Ir—F (PFabA) 1
93 FFIL) 1
FyRPA/ AVE=T4TFLVYR) 1
IH— (AbLAbYaY )1
HBISR:747—  (FI¥3vh) ]
HP:221 (Fykyavh) 5
P :196 Ut=B54)L) 1
(b4 N\=R5wo) 1
Gkaovavh) 2
- o (R—URATV) &
WABDES IIY—-2FI:
THIUH—=T (IZvALyI) I
Ya—5—HIzv b Frvrde—0-) 1
FAI-ZFI:
WERFI : (3—WB—/TU ) &
F—=)=) 21 (1 )
N\v&—v3avh) 1 (RyIP—) )1
SEF4T4) 1 (RRG—=FTA<—) 1

IHRTIO-5-RF: FUFrSvT) 1

AUFaAvan MQ/{JjU\vN 1
HYVAVVH—-RFI: (TUF 1
AUFabA 1 (I EVIN!
D474 1 (Y2251
YEF—ZFIL: RS54 1
(2= RO ( b1
I7rzu7i ( )1
Y=TRFI: (bu—=v7 858 1
AVFST UA5UT4) 1
QARYvSA4X:8) 5 (TPAVRMSvI) 1
{(RFyIL—T) B {UL=ThrSvN 1

UEITSA4FV2) 1 (DIRYFIVI) 1
(ETPVVIANIAD) 3 FyRPAIND—:
(DA RPZvo) 1 (&7 IH270-3-) 1
LY Iv=RFI : (a1
(P—LARAIU—:B) 1 (LHBERHE) 1
(Fariro—) 3 (HnROEED) 1

(X741 {BOXEE) 1
—WRFI Ko 1
(FPRAUFvI) 1

OANZRYMREBULIEIND =

FAEIR &5

%8

GAZIVY Ny T

HE: - boe H=E4

a2 — =3
SLEBR:1

MR MBI AN-RSvD) BLE,
HIDBERTD (N—KFvI) [

HOWHHEIEMATES, Eho %
DAN=ES92) BRFNPTATA
DHHRICLSTHTBHS NI,
HIEDBNFIDDLIBED
BLAS HoWw2ERERLMHFEE
EBIOTEERDINT—,

v

RDRK

SAILU HRBR

HE : BEHRLTH ka5

g2 - aARk:i—

SL.EBR:1

HR:HBRBELARICERTS. T

DEBREDSY A—P(T+ [CLX 10]

T5, 12FUAICT EfEARTAE.
RIpSBUESKDIEL B

KEEFUHT/NT—,

GAIV YRR

HE : BEHRTH FHgR: BiE

L1t Hue] aRb:—
SLEBR:1

MR MROHEETEOI (RFIP
TIAMILBIRVELBERDOL) &
ETEAT S, TOHE TR

D36, 1 EEEREL TRHRREHHT
%, TOHER 6 DEDTA RN 1A
LUTFCENnES) T4 WV TR IE<EY,
FRTDIA A1 DBISHENET 7>
TIVETD, 13— 1 EERTTHE,
HEBLIICHETHIET BF
DREEFED/INT—,

GAZIVY A v —To 3y

HE : BEHAKT) ka5

a2 — aARb:—

SL_EBR:1

MR BRIIA v —T O avE2

BIfT785. SOAPv—7023> TR

(RO £EATET. ALAF

WD IR EEBGLTESZEHT

E3W\ 12 FUFT EERATEE.
BEHACHBLEDEBZBIZED

BEETIHTE/NT—,





item/image/img-0009.jpg
LA 25 TU—ZPRFI:

% FS IRy b (REUFAPIIIRY) 2
I35 (FAIAYT2=2R) 1
Evavr/ 7079232 6
TA—FvRF— UhOFA42) 1
HWSISR 1 X5 — AUV N
P:192 UWRAF A7) 1
MP : 254 (TURP—R) 1
JzAh:18 ORZRAAZ ) 1
TA—FvRI-ZFI !
i - (FrRUVT) 1
Tz ROt (ISVRIRE—) 1
DAZ)\ b (RIVEIA) 1
BEERR (FIvIX(N) B
BROTY (I509—L—7) 3
HetE RVG=RFI 2
(O-Fvoz2)1
WEEZFI : (RAVRRRE—) 1
(RSOZwIVURLY 1 (X5—F—Y) &
NSFAVRFI
AIRUAT4T) 1

O4KTOFIY32) 1 ({249 TUSY N

FASAPRFI: A=Z2—V914h) 1
FIxov3v (SO REVEI
(OA4yoe—)L) 1 AvFvvan
{e—r 1

(JO079v32) 5

INAZR) T

(2P el (

B-IRFI: {O7=ZARIAR) 1

(I74¥IVHM) 5 RFPPvI 1
(IVYAO0RFAT) 1 (EVR5—07) 1

I\—RZ*)L: Dvog9)1
h/ FASA MEBINT—:
(I34TWI34T)) 3 (1B 1
(TP bYYI EY: 18—
XLIRFI &EF 5740 2
OvEYhbAyaY) 1 (SF#fEs) 1
(RIVITSAR) 1 (NSISETRR) 1
—WRAFI : (GERE 1
(FPATLIZZU—) 1

(P=RILTVI&—) 1

€3I 7=ILHRBLIEIND—

Ll [Fohl

TSN .73

GAIVY AT OV DB
HITE : BEHAKTH FR: Btk
#i2:30m aRk:10
SL_LBR:3
MR R A BFETTIED, 3t
RPIA—DERIBDYA—2O—ID
ERICERT S, MRICEREERL.
HRPRIDTFENT »—PI— [6D
+(SLX10)] 9%, 1EDA4/>70
TR EEATRE ALYII20
THEHO (FEER) HERSNIS
B WRBEONREFERTINER
ETED,

BASRER THRET DRI,

B0 & ua
INEIZET B Bif
SASVYT R ER
HI%E : BEHART) xR Bk
a2 1757 aRp:—
SL.EBR:1
MR A =T THEIHE
EfEol (RFNPT A MILDIR
VBLH#DOK) HET ERTS.
HRICEMZEAL. TOHE TR
FRIAADSE, 1{EDBZE 6 [CEFET
B, SONT—(FBHITIEIRITER
TERWN 1 =22 EERRTAE,
HOHEH EICBEAN, Beok
L3 de 23 BT

E3&  peEn
BENE 73

YAV HRER
HI%E : BEHAKTH SR EFK
a2 75 aRp:—
SL.EBR:1
SR SRDEBITREC Ao BE RIS
ERYTS. HRICEHEERL. Eh
THeEREE. E5(C[HP] %30 &I
BT S, WRERTHIEIZBA
TBFICFESRN. ZONT—(EH
IRERRISRIRTER, 12FUA
(21 EfE FRTRE.

‘DR FFYOBEERF.
BN R EBEEICH S /XD —,

{3} 13

B55H

GAZIVY Ny T

HE: - boe =4
a2 — aARb:—
SL_EBR:1

R I A—DEMEITIEORFILDF
RICTH1095, ZONRT—FTASAM
TU=RN NSTAYDRFIN DB
RsHB.

WMEZHL, BBEET2HDONE
FICANLILERDT/ND—,





item/image/img-0006.jpg
LA 25 ERRFI
@wE: -y RYvoEVR) 1
93 U\=TT3v ™)1
TIUAVIURRS D4 F—RRFI
U= PRI
WSISR 1 X5 — AVOU=ZFIHUR) 3
P:183 (IVFvYNOIRY 1) 1
MP : 234 (TFa—b2) 1
TxAb:17 (R4 ORI
(BUAF#)LRAZ—) 1
i - (Fr—IIvo) 1
O—RR&v7T (JORNTUZL) 1
SRUJLDEED (RRY—IIvT) &
D4 XY LO0—T (F2yRFAhY) 5
RSO YEF-ZFI:
EDR FH=F471

(UEY-7350%) 5
(O7=U7) 2
W—UIRI—ZFI:
(PEUT A=) 1
(OF=5=)L—) 1

(Farz— 1 RF«T31
(T#=Favl—2) 3 (b—ZV7 B 1
(IS BL—2) 1

V=YS5-2FI:

(FIFvRH) 2

I\=RZ*): UHA5UT4) 1
(F423—FK) 5 {ERRU= T
XALIRFI (D142 €7402) 1

(UA—5—2E7) 1 (Kk=L:bA91=)) 1
(O1—5—<R5—) 5 (EVRF—0O7) 1
QrerhAv3) 1 (Duvodor)
(D=ARRII) 1 ALTHBIND—:

( PUARAR) 6 (FDRET) 1
074=T) 1 ILXVFYRBMND-:
II3AM 1 (EF VP52
(RUYR-ZMU—L) 1 CEETER 1

(UEVEXYM EmELE) 1
—AFI : {BEIODED 1
(PZILIVI&—) 1
(Sl 1
FrrelrIvo) 1

QEF A HBRLIEIND —

HLRWS AR

GAIVY HRER
HI%E : BEHAKTH beE M=k
- =3
SL.EBR:1
MR (TLAL55y0) (FARNTY
ZA) A »Rb—L) ERRBSICER
5. RRICERURNICLDBE
WEE (3R 5@ GEIR)] (5112 18
R (CEEL, FA—2O—)LIT+ [CL
X5] $%, £ ABCHEALLERE
ERFINPTATLADHRTITEHE
N, KL BISEE T E
3HE TS,
BREONERARITFEHI/NT—,

#LhLBILES50

FAZILY AT Ty

HE : BEHRTH boe H=L4

a2 — aRb:—

SL.EBR:1

MR TA-DHEMETIED, TDA

AV TR TAROIRELREE (3

KB (LEETD, £ 2O

FERBEDY A=+ [BAHP] T

B, 12 FUFIC 1 EERRTAE.
BEIZEHTHOOHENBREL,

EOBICHFETDERINTEERT

FAVES

R N
57210\ K A DTTXI7

Long  xLwo

FRIKDBEH

GAIVY Ny T

HE: - poe H=E4
a2 — aRb:—
SLEBR:1

MR ESICE AR Yo TA—D
BB APy oT4—T) OF
ChEAE] L. &5 [SOREK
BOIA—DITHUTIE RFPTA

TLDRICEST, AV BFEST
BAF. FA—VEOICEETHILS
TEIEN ZEBINT .

BhEEPIEDILICLY, Bz
HMONERADBDANEZELSED/NX
I—,

YAIV YRR
HE : BEHAKT) ka5
a2 — aARb:—
SL_EBR:1
R BERRICLDYA—2 O E
T2, A NTHAREHEPTD
LRBSIERTS. 54 REPTODIC
FRALEZIAM 1 AICDE A
O—)VIZ+4DF%, DEUTIAM 1=
[2D&, FA—2A—)lhs+ 5 DEND,
BISORMHIESEEEL. K&
IFRREBIST I EERDI/NT—,
EOEAR BHTOE" EMERITHEIE
L,





item/image/gaiji-min-su196.png
196





item/image/img-0007.jpg
LA : 25 HEAFIL : KS5—VR%IL: —BRFI <
ik Ea—UY G5OV RSV 1 PAFYFATPA) o
H5R: QU RIRZU=) 1 (LYTVR) B FALFYH) 1 S

AI14vTUSY ) 1

V!

B %
il
()
f

KLy R/—b/ U#—0—-KZFIL: I2—UTFRFI:

PLSA (P-LAOYYY BR) | (P-LARAIU=1ER) | (AZ2—VDIAR) 1
WBISRA: K5U—Y A~/ —K54N 1 (DTRI—5—) 2 (A¥Fovay) 1 2
HP : 264 GORRSYYa) 1 (h)—L—T) 3 HO-ZAD) 1 )
P:183 A=) 1 AI=UV) 1 H—FURD) 1 ;
JIqh:17 AT G=WSVZUH 1 BrEva | By
FATIVRAFAN) 1 ARy ARRSA5) 1 ya)
Pl U=TIONETA) 1 U=Y—2) 5 (b= S
RIA51 hy—R UUALYREY R 1 Utyya) B (b~ ]
EEOPSVATS A=A 1 GILFHRTHYD) 1 (TTARTP=Y5-9) | )
KRROR UARILF—) 6 HAYRUVH=RFI: (Tvo99) |
RISO8 (TPAF4509) 1 (AUFALAN) 1 DA—UPHE/ D
R=THAY N P—R—  (TPRREYI) 1 (GRNPHYIN 1 (FROES 2 - —
BRI ONRAVY) 3 Y=TRFI: KLy K/—M(D—: =@ NP
YLSARFI RVPSAZEEN 5 @R 1 E_me’%’TZU\ - . "7,7 e
GUPRAVE 1 EVIRFW: GERDF) 1 DL U7y A O Tl Ol
(F4TUova) 1 AYFaP) ] GERODEL) 1 HOZERCLICH Lo L

(MLR—RITSZR) 1

7L/ LIIND—

EERONEEISE 55
=L
78IST ) VISRIZH

o

LiEHas T

SEMDF

GAIVY RAF TV ar

HE : BEIRTH boe H=E4

a2 — =3
SLEBR:1

MR : FA—DHEMEITIZD, TDA
STt AT HBLERE (MR

B ([CEEL, IA-TIT+ (B
70 [\AHP] —&H727=DIRED (H
P1] 5. 1>FUA(C1 EfERAATEE.

BADFRICRINERILL, AL
BREZUHT/NT—, £HTEHD
FEBUTVBDDLDIC, BHICK
NIFHDIEE, RBTEDNLHES,

& <2 &E3L

FEOEHZ

FAZILY AL T7FTTOER
$% : ABATH ot H=t
2 aRb:—
SL_LBR:3
MR HPEEETTZD. [HP] £[S
L X 100] @E{&TS. 1>FIUFIC
1 EEFIATRE.

WA EFSNRESERICLY,
BOSNERURT/NT—,

GAZIVY AT o3y
HI%E : BEHAKTH peE H=E

a2 — aRb:—
SL.EBR:1

MR BB Ny a) (LEDRER
LB £ 3T, O (N\ya) [
ARMEERET (MR Bk &
155, RBRRBOMRE. KERED
SITBHRUTEL, L. BT
A& 3 DHRT S,
BEROERRBEITEI/NT—,

FIFBDEL

A3V Y HIEDER]
HE : BEHRTH boe =4
a2 — azxk:20
SL_EBR:1
BFR: SONT—(F [EFEELL: R D
HEBEEBL TV DROLERTEE
WROFTE KB RBICH T HH7E
FBTIEDUT O 3> D EDERIC
ERTS. TOUTIL 3> DRERICH
DO R [CLX 3] mOHPO
2EEZ%. 15V R0 BERATEE.
WEMSITIRONIENEREES A,
EELEDSREERUET/T—,






item/image/gaiji-min-su515.png
019





item/image/gaiji-min-su510.png
010





item/image/gaiji-min-su633.png
033





item/image/gaiji-min-su755.png
195





item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg
BADSAT 41—
O AYHEMES

AL

e N\
JIVU9=F
INLLOD
Bl TILY.

ET_ NZRY b
mt7Ius= T =A% 95=R|LD
P EREAGE Bt k3

T 7Y 2— b
(P.C7=B)

=7 _| RN =ren
FIUI=TH S PEDr
—OFL AREE

T7 Y bAVAF—K JaVI 74X —

\‘
<






item/image/gaiji-min-su192.png
192





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg
/\ K,,o VR /— M’A"V\A

D4?Z_}b /)bm S t’b’\'ﬁ?‘ "—)btuh
===~ - -
PIAT YK " _\}i?lu,s,_j,aﬁ?. WE JUﬁE.

’\}llz‘l\jo N—SvR

b(cjz—)p\lﬁlz\tz L 7 > 'j?U‘yﬂjz—[\“
EREF PRS5A T AN ™ EE‘ Ib'j{jjjjh

/\/V\'I}I/:E R j}bjz_l\iﬂ

t}l/bUZ"J/\/\ 777::4\ E o Uxa
E B
0) J: o wEt 73# |~
¢ @ b

po

2






item/image/gaiji-min-su527.png
S





item/image/gaiji-min-su400.png
4000





item/image/gaiji-min-su524.png
024





item/image/gaiji-min-su766.png
706





item/image/gaiji-goth-su755.png
[fes





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-min-su541.png
041





item/image/gaiji-min-su550.png
onl)





item/image/gaiji-min-su437.png
437





item/image/gaiji-min-su319.png
319





item/image/gaiji-min-su313.png
313





item/image/gaiji-min-su436.png
436





item/image/gaiji-min-su320.png
320





item/image/gaiji-min-su200.png
200





item/image/gaiji-min-su206.png
200





item/image/gaiji-min-su446.png
446





item/image/gaiji-min-su205.png
205





item/image/kuchie-003.jpg
~ N W

O e






item/image/img-0071.jpg





item/image/img-0072.jpg
NN R





item/image/kuchie-001.jpg
AT
UESUN T eRUY
ye ISR IERD lrvv N o =\

b Z) \ '\ '
e AT INNNUSES 7





item/image/kuchie-002.jpg
=

()

W
"%
- =
\
/iy
AL : 20
f#iik:Ea—vUY
95 :9x—0—K/
TV

WHBISR: IR
RITUSZ7E—-DRHLICL
TEREERER. HDTD
FEEBREHMIFDICD. A
ERDENCTAT Do

s
S\J

AL 25 i#ii% : RSOy b

IS5 :EvavT/ TH—FvRI—
HBISR: AV~

8- 71U 7 OREESIEEhE
DEVDNBEZH, 7 —UIESEITR
EHD. COLEERKET,

@

LAV : 25 ik Jr7—7
ISR FYRPL/ FIY—
HBISR  FAI—

O35 =N)VOMNEHFEDVED, HRED
BUTH=TIRDIIEZEDSF. L\DH
EBDICEN UL UHDKRZET Do

NS

~

N\ " /

LA : 25 #E%:ea—-vy
ISR :IVAYFURN YEF—
WBISR W—YIRARI—
TTR—WICU T UICRNZE T 5%
BEDDL, "PBEHOEF EORED
HUVEFIC, BREDBSDE----o

LN : 25 @ik ea—UY
95 : RLYR/—b/ YL51
HEISR: RS5T-Y
BREAYEVRSTE “MEDEF" DR
¥hi8%. SXIFLADBVEEEL
EH5. 7IVSRIERD S,

o

AL : 20
#Ek:ba—-Uy
I95R:THRTJ0-5—/
Foy—
HSISR  INVH—R
T7YRLVAI—ZDFIVR
YRAY—ICUT, BRIEDE—
ADBE, RZEBIF DI,
BUEHICIID,






item/image/img-0070.jpg





item/image/gaiji-min-su213.png
213





item/image/gaiji-min-su334.png
334





item/image/gaiji-min-su215.png
215





item/image/gaiji-min-su457.png
457





item/image/gaiji-min-su458.png
453





item/image/img-0062.jpg
A0
ERENTAIN,
UL LAKR S——






item/image/img-0063.jpg
Rt
KL D
fin SN RPN

~Y SRR
KRHET Y






item/image/img-0060.jpg
AN

ﬂ
5 Jv—)bx'\'

'\7171 )
T T amAIUNS YR
{ A
IERNOURI~ XX

/ N
/>/{K‘J g W
P poeE 2
O prus=rara
AIWU=I /o,

W%TJU%I

 zan

K
O NILARY /> Y, e
— 5 DAUTHTA—K
Mk w4 /\Mlanhzu&@ IW,,:}L jz:h;é] #
4
EJDAU@ZJ /@\ 2~
’ o9URY
HALO—h

T~






item/image/img-0061.jpg





item/image/img-0068.jpg
HILL





item/image/img-0069.jpg





item/image/img-0066.jpg





item/image/img-0067.jpg





item/image/img-0064.jpg
ceannO
NORNINe-

KON IR
BOLIKSR
IYERGE,

RVES
S






item/image/img-0065.jpg
DA RS o
e L
P un PN AT oNun 20 Y]
At S a0






item/image/gaiji-min-su100.png
100





item/image/gaiji-min-su584.png
o





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		超まえがき



		最終話「悠久のラストクィーン」



		ＰＲＥＰＬＡＹ



		ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ



		ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ



		ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ



		ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ



		超あとがき＋解説



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/gaiji-min-su225.png
229





item/image/gaiji-min-su467.png
467





item/image/gaiji-min-su226.png
220





item/image/gaiji-min-su110.png
110





item/image/gaiji-min-su231.png
231





item/image/gaiji-min-su111.png
111





item/image/gaiji-min-su234.png
234





item/image/gaiji-min-su230.png
230





item/image/gaiji-min-su239.png
239





item/image/gaiji-min-su236.png
230





item/image/gaiji-min-su484.png
484





item/image/gaiji-goth-su362.png
302





item/image/gaiji-min-su245.png
245





item/image/gaiji-min-su360.png
360





item/image/gaiji-goth-su484.png
484





item/image/img-0039.jpg





item/image/gaiji-min-su482.png
482





item/image/gaiji-min-su120.png
120





item/image/gaiji-min-su362.png
302





item/image/gaiji-min-su125.png
125





item/image/gaiji-min-su367.png
307





item/image/img-0030.jpg





item/image/img-0037.jpg





item/image/img-0038.jpg





item/image/img-0035.jpg





item/image/img-0036.jpg





item/image/img-0033.jpg
LA92—IEEOAL

ea=U2@RZ57 4>
DEME, N)VT DRSS
I, [AAE—] OPC,
TlA Y —(3BEHA,

TN =D =D
—DBEMH, AIAIE
Ei". [A1E=] DPC,
T A7 —(FEHRAER,

b1 EEIEEEE
ILA
U7 —FDFA ~DB,
EER\BHFE. [#
G E=l @RC. Fl
V— (I KIBEE.

‘u—ro:r—;bw§1

\"\ M—"y

Ea—USDRATLD

B, HER\ARI D

B3, [AE—] OP v

C. FLAv—3mEHE u4mﬁ%0$ﬁ&

: L ALORY






item/image/img-0034.jpg





item/image/img-0031.jpg





item/image/img-0032.jpg
. IFRITNADAE

HEXEZHAOEa—
V>DLE, Z<0EH
ZHE T, EDFRERIE
S [TL10] 17
v&UzA] BELES,

Ea=YZ@INZ7 >
DB, HRIIEBED,
DOITREERD, [7
L1421 oPC. 7L A
Y—35itheFL,

L)l r=2@D Y =ir
S—0ktt, WEH
SOR ORABE, [7
I vaol opPC. Fud
] P—ERREER.

BRI T RERHL, K
mRebnsEa— [\
DB, wECEE [N
THICET 5. [EEN]

I7L44] mEIcBE, |

TV DEEELTHE
<. BRRE2-U D
‘ T ET7=a@D
CerbrE st | COFA, [EEN] (32
A | TN BECES.






item/image/gaiji-min-su133.png
133





item/image/gaiji-min-su135.png
135





item/image/gaiji-min-su491.png
491





item/image/gaiji-min-su250.png
25()





item/image/img-0028.jpg
mtnisaﬂm!”" "

7
i

e
IR






item/image/img-0029.jpg





item/image/gaiji-min-su137.png
137





item/image/gaiji-min-su139.png
139





item/image/gaiji-min-su810.png
810





item/image/img-0026.jpg





item/image/img-0027.jpg





item/image/img-0024.jpg





item/image/img-0025.jpg





item/image/gaiji-min-su490.png
490)





item/image/img-0022.jpg





item/image/img-0023.jpg





item/image/img-0020.jpg





item/image/img-0021.jpg





item/image/gaiji-min-su143.png
143





item/image/gaiji-min-su264.png
204





item/image/gaiji-min-su385.png
380





item/image/gaiji-min-su387.png
387





item/image/gaiji-min-su140.png
140





item/image/gaiji-min-su261.png
201





item/image/gaiji-min-su263.png
203





item/image/gaiji-0001.png





item/image/gaiji-min-su702.png
702





item/image/gaiji-0002.png
sl





item/image/gaiji-0003.png





item/image/gaiji-0004.png





item/image/gaiji-0005.png





item/image/gaiji-min-su149.png
149





item/image/img-0051.jpg





item/image/img-0052.jpg
ER{RDEELY #1502k

A
-

7zVU4%=7 l
% ¢ TIPHAR
INVINRR

E?:?@
ot 7 E

R

$TFvY

IV






item/image/img-0050.jpg





item/image/img-0059.jpg





item/image/img-0057.jpg





item/image/img-0058.jpg





item/image/img-0055.jpg





item/image/img-0056.jpg





item/image/gaiji-min-00637-A.png





item/image/img-0053.jpg
BREDEELY  @mom ems

73:')9:(7'/\
L}b

7 »@a‘t@‘x*y N
#h
\\\" MRz -

S






item/image/img-0054.jpg
ERIRDEELY w2552k

7:')9:;’ \
1A
a E’\'*‘yh

b
\ HFI7 =)

LIy






item/image/gaiji-min-su275.png
279





item/image/gaiji-min-su155.png
155





item/image/gaiji-min-su150.png
150





item/image/gaiji-min-su271.png
271





item/image/cid-13706_m_r.png
OH





item/image/img-0040.jpg
|
.
e
=
i






item/image/img-0041.jpg





item/image/img-0048.jpg





item/image/img-0049.jpg





item/image/img-0046.jpg
QLA
RE—=ILRZOY





item/image/img-0047.jpg
IBERAE »250¢






item/image/img-0044.jpg
“%m WISIVF

izwv:i—u\

M 2
# Taﬁﬂ— i

ZEAB.C






item/image/img-0045.jpg





item/image/img-0042.jpg
FIHH—F 17>





item/image/img-0043.jpg





